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全米建築資材展でも注目を集めた〈国際機〉

『

第9回東京国際見本市に出展

とき ＮＮＮＴ 月 ＱＶ 日 ｾＵ 月 Ｕ 日ところＮ . . 晴海会場4号館

⑭ ' l ? " - ，ト 株 式 錨

本 社 大 阪 市 東 淀 川 区 東 淡 路 町 2 丁目 4 3番 地

電 話 : 0 6  ( 322)  5 1 2 5 - 6 ・5131 - 2 ・5141 番

東 京 事 務 所 東 京 都 台 東 区 東 上 野6 ・卜 4 イ ワ ツ キ ピ ル

電 話 0 3  ( 844)  3  

東京都 台東区烹よ軒 6 - 1 - 4 イワキピル T E L :  03 8<13) 2141 代表 クマガイ工業烹京凶，名省置市中区爽陣圃T 7 - 2  T E L :  0521昂2，代 0631 クフガイ工東名古理剛 〆軍縮市上京区宮里光院通丸太町よ，. T  E  L  

075( 即 1)3耳18- 9  クマガイ工東京高ｾ 剛 Ｏ 福岡市 開珂 版 原 Ｒ お ＭＸ T E L : 由 2 41)  4∞2開制九州タマリフト/ 鹿児島市崎北町4 8 6 T E L : 四四221514717 剛九州クマリフト血児! ，出鴫所/ 広島市元町26埴ビル101 T  E  

L  曲 22(61 )3田 3. (31 )12日 ク マ リ フ ト 醐広島官車Fh/ 広島市 小舵町39 T E L  岨22(311 ｉｾ 幻悼川西崎崎腔 ｈ 仕 Ｏ 高松市々、太町字烹原氏 ＱＸ 羽 T E L 咽 78(62) 引 311代表} クマリフト側四国営車所/ 静岡市飽金524 - 1  

T  E  L  田42ゆ5) 7045 クマリ 7 ト醐静岡営業所/ 仙台市本町 9 - 15三協ビル内 T E L :  0222( 33) 6554 クマガイエ策東京蜘M山台支局/ 新品市東浅町通 1丁目 2盟 7 T E L :  0252( 22) 3沼9 クマガイ工薫実京酬明. l ! J ( 庖/ 畳

野市大字路町1591 T E L :  02622( 2) 1田 7 クマガイ工革実軍側畏野出張所/ 堺市大貫野 146- 12 T  E  L ・( 0723) 7- 1392 クマリフト剛近蝕南首業所/ 出雲市今市町1∞7- 4 T  E  L  国53(21)0163 三相興策制/ 礼帽市北

一条車 3 T E L :  0122( 23) 8611 "' . . . 特捜晴樹/ 香港信政大置 1103宝 T E L :  233201- 2  岡三崎ぷ汁 神戸市蔓合区咽上過 4 - 1 - 5 硯上ピル T E L :  078 (25) 印05 クマリフト悌押戸宮‘ 所



アスフアルトの常識をこえた床舗装材

コυコトコート

弾力性・復元性・耐久性・防湿性にとくに優れ、常温で使えます二

各種工場、 倉庫、駐車場、船舶などの床面に広くご活用ください。

屋根の防水用にも、どうぞ。

福高工業/ 札幌 (561 )3217 

陽光建設/ 仙台 (22) 6278 東京 (260)2609

三玄産業/ 東京 (571 )442 1

鈴与 ・建材課 / 清水 ( 53)3111

名建商会/ 名古屋 (261 )3671

ヒ' チュメン興業 / 名古屋 (762) 1185 

シェ ル石油 ・大阪発売所/ 東京 (562)4646

大阪 (303)7131 福岡 (77) 1961 

日建工材 / 福岡 (74)6665

［［［ＪｉｌＮｊｧｾ 副指示室誌
本社・土木建設部

東京都千代田 区霞が関3・2・5

電話 ( 580) 0111 大代表

札幌支庖 01 ト22ト0141

仙台支庖 0222- 23- 7147  

名古屋支/ I i 052- 582- 541 1  

大阪支庖 06- 203- 5251 

広島支庖 0822- 28- 0581 

四国支庖 0878- 3ト 1821

福岡支底 092- 28- 8141 
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帝 国 ホ テ ル 新 本 館 の 1000室に

大量採用された画期的な間仕切壁

乾式軽量遮音間仕切壁

⑮R !!I J I : ' : J 遮音市' ード

KI しD壁の特徴

こ の サL ツ バ メ 遮 音 ボ ー ド J は

建 設 省防 火 材料 認 定 品 で す 。

( 12% ・15 % ) ーーーー -不 燃 材 料

( 認 定No.1011 )  

( 9  % ) " " " " .  ー準 不 燃 材 料

( 認定 No2001 )  

。遮音性大 @ 軽量 @ 防火性大 。仕上げ 自由

。配線配管 自由 @施工簡単 @工期短縮

。変位対応性大

KI L D壁の遮音性能

遮 音 値 49デ シ ベ ル ( コンク リー ト176仙厚相当)

重 量 63kg/ m
2  

( コンク リー ト400kg/m
2

)

K I L D壁の用途

。高層 ホテ ル 。集合住宅 ( マンション) @病 院

。会議室 。学校 などの間仕切壁に最適

* ご 報次第カタ ログ進呈 . ( g し、氏名、住所、勤務先を必ずご明記下戸い *

ホ ー 卜 製 造

@三井素足化学( 株) 1JI 

本 社 (干 ω0 ) 点京榔下代川( i < : i 1 ，t が| 弘- ( i岳が| 刻ビル

電話 (03) 581- 6111(大代)

支 J吉 大 阪 '1'， 占 W .  1;.¥ ( 凋 札 純

梨: 宅 . ｾ厚手 Ｎ 施工

株式会社マ凶手凶

本 社 (〒 542) 大 阪 市 南 区 日 本 儲 筋 3 - 2  

i[t話 (06) 632- 1  1  5  1  (代)

東 京 営 難 所 (T' 136) 東 京 都 江 東 区 亀 戸 2 - 3  - 17  

11I 話 (03) 682- 3  2  4  1  ( 代)

名古屋出張所 (干 460) 名古屋市中区宮前町 4 - 16  * 海塗料ピル

電話 (052) 262- 6  7  7  1  (代)

指 岡 出 張 所 ( T'  812)  福 岡 市博 多駅 東 1 - 12 - 26 岩瀬ピル

屯話 (092) 43- 4  3  5  6  

札 幌 駐 在 所 (〒 060) 札 脱 市 」 じ て 条 * 5  - 5  お1ヰピ J レ

';Il ;lli ( 0122)  26- 3  1  8  1  



日 本 建 築 協 会 会 告

会 長 就 任 あ い さ つ

塚 本 猛 次

私は乙の度 ，名会長で ，建築界のために数多くの業績を残された東畑謙三先生の跡を継いで本会の会長に推薦さ

れまし Tこ。

本会が大正 6 年 lζ 片岡安先生を中心 iζ 関西建築協会として発足して以米，本年を以て 54年となりますが，会長と

して片岡安先生 ，竹腰健造先生 ，尾崎久助先生そして東畑謙三先生と ，四代に亘り片岡先生の創立当時の初心の趣

旨を終始一貫して今日 {ζ 至っております。

創立当時30数名の発起人の諸先輩が発志せられた目的は，創立当時の関西建築協会会則第一条に「我国建築界の

堅実なる発展に期するに在り」とありますが ，爾来歴代会長の御尽ノりによりまして今日では既に 8000名以上の会員

を擁し ，会の目的も定款にある通り「建築関係各部門の連繋協力によって，建築 lζ 関する学術 ，技芸，事業の進歩

発展を図るとともに ，建築を通じ ，広く社会に貢献する乙と」であります。

従って本会の運営においても ，発起 された当時の諸先輩の考えられた各自の志志によって運営された時代と異り，

今日においてはむしろ確立された協会の組織と趣旨に賛同されて会員が入会して下さる仕組になっております。

会員は評議員を選任し ，その評議員は理事を指名して協会の運営を委任しておりまして ，その運営のためには優

秀な人材と人数を擁した事務局が置かれております。

つまり協会の意志は，当然会員一人一人にありますが ，それが評議員に反映し ，評議員の協議に基づいて理事会

が事務局を通じて本会の運営に当り ，会員諸君の信任[ 乙応えてゆく乙ととなります。

又本会運営の費用は会員並びに賛助会員( 団体会員) の会費と機関誌の広告収入及び有志からの寄付によって賄

われております。とれは貴重な資金を用いて運営を計っているわけで ，その資金が充分に生かされてゆかねばなり

ません。

本会の具体的な活動はほとんどその主要なものを委員会に委ねており ，各委員会はその目的に沿い ，委員長を中

心に委員各位の献身的な御努ノり により会員諸君は勿論広く社会への サービス に努めており ます。会員諸君は是非各

委員会並びに事務局の活動と密接な連繋を保って有益な提案 ，要請をなされるよ う望みま す。

本会の基盤となる建築界はその職域が極めて多方面 iζ 亘っており ，相関連する諸問題を解決するには本会は最適

の場でありますから ，常に新 しい問題と取組んで参 りたいと 思いま す。建築界におきま して は，大学，高校の先生

方 ，諸宮庁の役職の方 々，設計事務所，総合請負業，設備業，材料業，各種工事業の方々などそれぞれの職域にお

いて活動されておりますが，その職能は各異質のも のがありませう。乙のような異質社会の結合発展乙そ ，本会の

ような複合協会の特徴ある活動の方式で ある と思います。

東畑前会長は本会の運営，財政の面にも 心を配られ ，その堅実な発展 lζ 大いに寄与 されました。尚日本建築総合

試験所創立を推進せられ ，昨年の万国博に関しま しては ，業界における纏め役とし ての大任を果され ，またデ ー タ

シートの 発刊 など広く建築界のために熱意を傾注されました。不肖私が後任として就任いたしましでも ，固より浅

学非才，本会今日の姿を維持するととも難しいものとおそれますが ，会員各位の御支援 は もとより ，両名誉会長の

御指導の下，副会長 ，理事，監事，評議員の皆様方，各委員会の委員長並びに委員各位 ，また ，常務理事を始め事

務局の諸君の御力添えを戴き徴ノり乍ら誠意を尽し たいと存じます。

ど うぞ会員並びに業界各位の御協力を切に御願い申し 上げるものであります。

3  



日 本 建 築 協 会 会 告

.d. .  

%3; '  長 退 任 あ い さ つ

東 畑 謙 三

今回，名誉ある職， 日本建築協会会長の座を退くととになりました。戦後間もなくの時期に竹腰先生の御指導の

もとに，ややもすれば内気な私を引きづって頂き，当協会のお世話をさせていただいてから二十数年，会長lζ 選ば

れましてからでも七年，全く感無量の思いがあります。

日本建築協会は創立以来本年をもって54年，歴代会長，理事の御指導よろしきを得て全く光輝ある歴史を持って

いますが，歴史に甘んじて泰平をむさぼれば，いつしかマンネリズムに落ちゐるきらいがあります。私は乙れを非

常に恐れた訳であります。幸いに理事，会員の皆々様の同情のある御協力を得て，会員も倍増，事業も多方面にわ

たり行へる様になり，何一つ心残りなく退任させて頂き，良き想出でのみ残り，乙の点会員の絶大な御支援に対し

深甚の謝意を表します。

良き想出でと申せば，会員がますます増加した乙と，雑誌「建築と社会」がよくなったとと，また建築材料資料

集の発行など，毎月の仕事の充実などは無論でありますが，建築会館の新設，また関西業界の待望していました日

本建築総合試験所の設立開設，また近くは万国博建設計画への会をあげての協力など，いづれも日本建築協会会長

としての職があって始めて出来た乙とであって，私は私なりに喜びにひたっています。

私は当会会長として建築の諸会合に努めて出席しまして，痛切に感じました乙とは，建築の中 lζ 同業団体や職能

団体はたくさんあり，その各々がその職業，職能に応じていろいろの主張を出される乙と ，また団体と個人との発

言，発案 ， 地位の差などで主張の差ができるととであります。無論各々の職業，職能，地位に応じての主張であ

り，また各有能な方の主張でありますから ，一つ一つは正論であり ，適切な言葉でありますが，その主張 iζ 差があ

ります。乙れはいたし方のない乙とでありますが，さりとてとのままにすまされぬ問題であります。建築全職域に

わたって発展して行くためには，誰か乙れをまとめて一本として活動をする必要があります。乙れとそ当協会の性

格 lとあった仕事であり ，また創立以来の当協会の存立の意義でもあります。

日本の産業界も近年まれにみる発展を遂げましたが，乙の辺で一服 と言うととろ。わが建築界は幸いに他産業に

ひし て活況には持続性がありますが，やは り一つの曲り角に来たもの と信じます。幸いに有能な新会長を得て，当

会本来の存立の意義を充分発揮して益々発展するととを期待するも のであります。

最後に，永い聞の会員ならびに友好団体の御支援を重ねて感謝致し ，退任の辞といたします。
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日 本 建 築 協 会 会 告

ｾ国宝・童文の拝観とぼたんの観賞・撮影会

一 一当 麻 寺 と 石 光 寺一 一

今回は中将姫の当麻受奈緩で有名であり，またぼたんの名所としても

知られている当麻寺と石光寺1[ 詣で，国宝 ・重文の古建築や宝物などの

拝観かたがた ，丁度見頃の美しいぼたんの観賞と撮影の会を催すととに

いたしまし Tこ。

日 時 5月 1 日( 土) 14 ∞( 集合) →17. ∞( 解散)

( 雨天でも参 ります〉

集合場所 近鉄南大阪線・ 当麻( た いま〉駅前 ・目標会旗

〔参考〕自由行動( 巡賃各自負担 … ・あべの橋より往復 2叩円)

往 13. 11 近鉄あべの橋発，御所( どぜ〉行準急乗車

13. 52 当麻着

復 17. 18 当麻発，あべの橋行準急乗車

17. 59 あべの橋若

行 程 14. 00→ 14. 10 当麻訳発 ，当麻寺別格本山中之坊着

〔奈良県北葛城郡当麻町当麻，中之坊

電 話 当 麻 局 (07必48) 笈氾1 )

14. 10→15. 30 中之坊の案内で山内拝観，ぼたんの観賞と撮影

15. 30→16. 00 中之坊で抹茶をいただき，休憩

16. 00→16. 30 中之坊発 ，石光寺へ徒歩10分，寺庭のぼたん

を観賞

16. 30→17.∞石光寺発，当麻寺を経て当麻駅着 ・解散

員 30名

費 500円( 拝観糾，抹茶代) 集会場所でいただきます。

込 往復はがきに限 ります。 はがきは 1枚 K l 名限りとし，氏名

・勤務先名 および所在地 ・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵便

番号を記入の上4 月 18日( 日) までに事業課へ。ただし定員を

超過したときは袖せんにて決定し，ご通知いたします。尚参

加決定後，当日無断で欠席された方は会費を申し受けます。

定

会

申

司色

司東京の新しい超高層建築の見学会

一 一京浜急行ホテル並びに朝日・東海ピル

の新築工事一 一

( 東京在住会員のど参加を歓迎します〉

日 時 5月 8 日( 土) 13. ∞( 集合) →17. 00 ( 解散)

集合場所 東京都港区高輪 3 丁目 417- 31 京浜急行ホテル新築工事共

間企業体作業所正面入口受付前 ・目標会旗

( 鹿島建設工事々務所 T  E  L  03- 445- 41 11代)

〔参考〕自由行動( 速賃各自負担… ・・新大阪よりの新幹線往復

4. 130円x 2)  

往 9. 25 新大阪発ひかり 22号乗車→12. 35 東京着

(の りば⑤山手線で品川下車)

復 17. 20 東京発ひかり 69号乗車→20. 30 新大阪着

行 程 13. 00→14. 30 京浜急行ホテル新築工事の見学

( 品川駅前，歩道橋を渡ったその前)

15. ∞→17. 00 朝 日 ・東海ビ J レ新築工事の見学

( 国包東京下車，丸ノ内側徒歩 5 分・同ピ J レー

般出入口集合)

フ. 00 朝日 ・東海ピノレの見学を終ってそ乙で解散

定 員 30名

申 込 往復はがきに限ります。はがきは 1 枚 IC I 名限りとし，氏名

・勤務先名 および所在地 ・役職・連絡電話番号 ・返信用宛名

・郵便番号を記入の上4 月25日( 日) までに事業課へ。ただし

定員を超過したときは拍せん lζ て決定し，ど通知いたします。

0 京浜急行ホ テル新築工事概要

所 在 地 東 京 都 港 区 高 輪 3丁目 ( 1 日東久遜宮邸跡地〉

建 築 主 京 浜 急 行 電 鉄 株 式 会 社

設計 ・監理 ( 株) 坂倉建築研究所

施 工 鹿 島 建 設 株 式 会 社 ・東急建設株式会社( 共同企業体〉

客 室 数 951室

敷 地 面 積 25. 000nf

建 築 面 積 7. 200nf  

高 層 部 1 . 800nf  

基準床面積

延 床 面 積 80. 0∞ nf

日 本 庭 園 11. 5∞d

階 数 地 下 3 階 ・地上30階 ・塔屋 3 階

高 さ 最 高 +112. 155m・軒高+97. 215m

深 さ ー 16. 200m 

構 造 地 階R C造・地上 3 階床まで S R C造・地上 3 階以上 S 造

外 装 特 殊 タ イ ル 打 込 み P C カーテ ンウオー J レ

工 期 昭 和44年 2 月→昭和必年 6 月

0 朝日・東海ピ J レ新築工事概要

所 在 地 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町 2 丁目 6 - 1

建 築 主 朝 日 生 命 保 険 相 互 会 社 ・株式会社東海銀行

設計 ・監 理 株 式 会 社 日建設計

施 工清水建設株式会社( 清水建設工事事務所

T E L  03- 241- 6214代〉

敷 地 面 積

建 築 面 積

高 層 部

基準床面積

延 床 面 積

階 数

高 さ

深 さ

構 造

3. 327.  140nf  

2. 783. 品 Onf ( 3 階)

1. 249. 2oonf  

外

工

50.  618. 650nf  

地下4 階・地上29階 ・塔屋 2 階

最高 + 119. 600m・軒高 + 110. ∞Om

- 20. 3∞m 

地下2 階までR C造 ・地下 1階より地上 3 階まで S R C

造 ・4 階以上 S 造

装 ア ル ミ 板 カ ー テ ン ウオー J レ

期 昭 和 制 年 3 月→昭和必年 7 月

司 SNSU- 草津プロジェクトとクーラー・

冷蔵庫の工場見学会

S N S Uとは S は新日鉄であり . N はナショ ナJ レで共同開発によるス

ペースユニットと いう ζ とです。 耐火被覆された鉄骨の骨組が出来上る

と各階床I C P C版を敷き，工場で内部の設備に至るまで一切を組立て完

成した箱型住宅即ちスペースユニッ トを工場から運搬し，吊り上げ移動

して据付けるという設計であり ，工法であり， 量産化，省略化のサンプ

J レともいえます。

昨年 7月草津の松下霞器団地のー函に，注目すべき画期的な S N S U

5  



日 本 建 築 協 会 会 告

の第 1号が完成されました。乙の素晴らしいアイデアによって開発され

た工場社宅は十分見学する価値のあるものと思います。

日 時 5 月14日( 金) 13. 50 ( 集会) →17.35 ( 解散)

集合場所 国鉄東海道線「草津J 駅 ，2 階出口前 ・目標会旗

〔参考〕自由行動( 国鉄運賃は各自負担・… 大阪より往復 5ω 円)

往 12.40 大阪発快速米原行乗車→13.45 草津着

復 17.44 草津発快速西明石行乗車→18.54 大阪清

見学場所 滋賀県草津市野路町字観音堂

必下電器グループ工場と社宅

見学時の連絡場所- … 松下興産草津管理事務所

T  E  L  (07756) 2ーめ07

行 程 13.57 帝産乗合パス草津駅前発→14. 12 松下団地着

14.20→ 15.00 S NS U工場社宅見学

15.00→ 16.00 松下電器産業クーラ一事業部工場見学

16.00→ 17.00 中川電機大型冷蔵臨工場見学

17.18 近江鉄道乗合パス松下団地発

17. 33 草津駅着 ・解 散

定 員 30名

申 込 往復はがきに限ります。はがきは l 枚l ζ1 ; 名限りとし ，氏名

・勤務先名および所在地 ・役職 ・連絡電話番号 ・返信用宛名

・郵便番号を記入の上 4 月30日( 金) までに事業課へ。ただし

定員を超過したとき は抽せん lζ て決定し ，ど通知いたします。

S NS U工事概要

建 物 名 松 下'盃器グノレープ草津工場社宅

施 主 松 下 興 産 株 式会 社

設 計 ナ シ ョ ナ ル 住 宅 建 材 ( 株 ) ・新 日本製鉄( 株)

施 工ナショナノレ住宅建材( 株) ・新日本製鉄( 株)

( 株) 鴻池組

鉄骨造 4 階建

461 nf 

1. 306nf 

構造 ・規模

建 築 面 積

延 床 面 指

4 飛鳥・藤原宮跡発掘現場その他の見学会

( 共催 日本建築協会・大阪府建築士会・日本建築

学会近畿支部)

最近飛鳥 ・藤原京の保存問題が大きく取りあげられるようになり，奈

良国立文化財研究所では飛鳥 ・藤原宮調査室，奈良県遺跡調査室が発足

し，昨年5 月より，いよいよ本格的に発掘調査が開始されております。

ついては今回文化財研究所のど厚意により見学会を催す乙とにいたしま

しfこ。

5月22日( 土) 12.30 ( 集合) →17.30 ( 解散)

近鉄上本町駅より上本町筋を南へ，かどの百五銀行大阪支庖

を東へ廻りすぐ， i なにわ会館前」 ・目標会旗

( 雨天でも参ります)

奈 良 国 立 文 化 財 研 究 所 宮 沢 智 士 氏

12. 40 なにわ会館前発，近鉄ノゼス l 台に乗車

飛鳥 ・藤原宮跡発掘現場の見学をはじめ沿道の史跡を探訪。

17. 30 大阪駅北口着 ・解 散

員 60名( 本会割当 20名)

費 300円( パス代) ・集合場所でいただきます。

日 時

集合場所

案 内 者

行 程

定

会

6  

甲 込 往 復 は が きに限ります。はがきは l 枚{ ζ1 ;名限りとし，氏名

・勤務先名および所在地・役職 ・連絡電話番号・返信用宛名 ・郵

便番号を記入の上 5 月 9 日( 日) まで、!ζ 事業課へ。ただし定員

を超過したときは抽せん ( Cて決定しど通知いたします。尚参

加決定後，当日無断で欠席された方は会貨を申し受けます。

司通常総会議決報告

昭和46年 2 月25日開催の通常総会におきまして，下記のとおり議決さ

れましたのでど報告申しあげます。

(1) 名誉会長の推挙

3 月末日をもって会長を辞任される東畑謙三氏の名誉会長推挙の件

は，満場一致で可決されましたので，昭和46年 4 月 l 日付で名誉会長

lζ 推挙申しあげる乙とになりました。

(2) 監 事 ・評議員の選任

監事及び評議員の選挙を執行いたしました結果，下記の方々が，夫

々当選せられました。

監 事

神谷 新一君( 竹中工務底}

本部所属評 議員

(授術部門)

鬼 藤 傍若( 府住宅建設謀)

辰 巳 淘二君( 府住宅開発操〉

恒成 恒君( 府営繕工事課〉

福家 敬君( 府千里事務所〉

鎌田 恭男君( 市都市再開発局〉

佐藤 泰君( 市公園事務所長)

田中 昭三君( 市住宅建設課)

本郷 聡君( 市l 1 ! 築郎審査銀)

坂内 幾男君( 坂内建築役計事務所〉

前川 陽一君〈村野森建築事境所)

松村志津男君 ( 大阪連築事務所〉

山田新治郎君 ( 山田建築事務所〉

湯浅 武夫君( 湯浅建築設計事萄所〕

林野全孝君( 近畿大学〉

山田 幸一君( 関西大学〉

奥山清治郎君( 都島工高〉

西村 清君( 今宮工高〉

山田 修 君( 市立工芸高)

松軒 吉松君( 大工技専)

道田泰治郎君( 修成建専)

安部 章君( 松下電車〕

石川 清君( 日生不動産)

高木 幹祐君( 日鉄エヨン〉

大原 知君( 大鉄管理局)

長 沢 毅君( 国鉄大阪工事局)

西村良平君( 京阪神急行)

藤原 稔恭君( 藤原工君事庖〉

星 広文君〈平和建段)

三宅 浩君( 竹中工碕庖)

若林季雄君( 鹿島建設〉

池田 博君( 住宅公団)

加藤毅夫君〈電々公社〉

木村博巳君( 大阪蔀政局)

森 堅君( 府住宅供給公社〉

松 木 英雄君( 住宅金融公庫)

( 綜合部門)

井上司郎君( 松村組)

大野勝三郎君( 鹿島悠剖

片桐正人君〈清水建. G ; J

志賀修一君〈フジタ工業)

島国 勢喜11" ( 西経雄副

谷口 尚武君〈大林組)

宮中 三郎君〈鴻池組)

三好歓之進君( 大成建経)

村田 隆次君〈安語漣投)

小坂井正夫君( 小坂井組}

金剛利隆君( 金問l組)

前野慶太郎君( あめりか昆)

和国 真一君( 東和総〉

(電気部門)

姉川 正男君( 来光電気工事〉

岡本 繁一君( 近畿電気工事〉

嘉 納 伝 三 君 ( 三 宝 需 織 )

梶 本 秀尾君( 八千代電設工業)

杉村正三郎君〈阪急電気工事)

鳴尾 源蔵君( 大阪電気暖房)

( 管工部門)

仙回 四郎君 ( 関西媛房)

日下武千代君( 山図工業〉

回本栄一君( 高砂熱割

高須 悌二君( 朝日工業社)

竹中 清君( 大阪電気暖房)

伴 一郎君( 西原衛生)

(建材部門)

井上定雄君( 井上定}

石塚泰祐君( 菊水)

)11岸繁夫君( 川単潔業)

福田 ! 忠治君( 沼田 i原)

万喜清三郎君( パンポー工業)

水谷小一郎君( 水谷ペイント〉

山崎 晃一君( 田島応用化工)

若井礼二君( 伊奈製陶)

渡 辺 恵君〈東洋シヤバー)

補 選

本部所属評議員

浅海正雄君( 浅海電気〉

栃木政昭君( 矢婿大理石〉
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日本建築協会法規委員会

質疑な ど的投弘f を必待 ちして お ります

大阪府建築基準法施行条例の改正

について (その1 )  

大阪府建築基準法施行条例は、建築基準法の委

任を受けて、災害危険区域の指定とその区域内

での建築制限、建築物の敷地、構造および建築

設備に対する制限の附加 、建築物の敷地と道路

などに関する制限の附加ならびにこれらの制限

に違反した者に対する罰則を定めたものであり

ます。

すでにご承知のことと思いますが、昨年法律お

よび政令に相 当大幅な改正がなされ、本年 1 月

から施行されておりますので、大阪府条例にお

いても法令改正に伴なう所要の改正を行 なった

ほか、社会情勢の変化、建築技術の進歩などに

よ り、今日における建築の実態にそぐわないも

の、あるいは他の関係法令で担保されたことな

どにより不要と思われるものについては 削除し、

人命の安全確保を第一義的に考えて、大都市で

の建築笑!IAに対応したものにするための改正を

行ないました。

改正条例の主要な条文については、次回におい

て解説を予定しておりますが、今回は改正条例

と旧条例についての変更した主な事項について

その概要を紹介しておきます。

1 . 地域地区の防災対策

地域地区の防災に関する規定でありますが、旧

条例て' は高潮に対する災害の防止を目的として

大阪市、堺市の大阪湾に近い区域を「災害危険

区域」として指定し、その区域内の建築制限を

行なってきましたが、今回この高潮対策として

の防潮堤あるいは議録工事は第 2 室戸台風級に

対するものとしては完成したので、建築制限を

存続する必要がなくな ったものと判断 され削除

しました。

今回新たに、昭和44年に「急傾斜地の崩壊によ

る災害の防止に関する法律」が制定され、この

法律に主主つ' いて知事か指定する崩壊危険区域を、

建築基準法第39条による災害危険区域として指

定することとしました。

この区域内においては、建築物の建築を原則と

して禁止することとし、住民の安全を確保する

ものであります。

2，長屋に対する規定の塗備

長屋に関する規定でありますが、 旧条例では長

屋の各戸の主要な出入口は道路 に面 し、かつ、

各戸は適当な ｾｴ 也を確保することを原則とし、

建築物の 構造 、規模などによ り防火上および避

難上支障のないものは制限 を緩和していたのを、

今回笑t i ' J ' に即 した 明確 な規制 にするため、敷地

の奥行が35メートル以内であり、かつ、床面積

の合計が 300 平方メートル以下のもの、または

耐火建築物、簡易耐火建築物であれば、道路に

面しなくても道路に通ずる幅員が 3 メートル以

上の敷地内通路に面していればよいと したこと

と、最小限度の環境基準として隣地境界線より

の外壁の後退を義務づけました。

3  遊重量関係規定の登備

(1)、階段に関する規定. 旧条例では床面積によ

る階段数とその階段の幅の合計の規制を行なっ

ておりましたが、今回の法令改正により防火、

避難についての規制lが整備強化されましたので

削除 し、木造の特殊建築物で政令の規定から外

れる小規模のものについて 2 以上の階段を設置

することを義務づけるとともに、その他の特殊

建築物についても階段を避難上有効に配置する

ように規制内容を整備しました。

(2)、屋外への出口に| 謝する規定 : 旧条例では限

られた特殊建築物について 2 以上の非常口を設

けることを規制していましたが、今回の改正で

特殊建築物で適用するものの範聞を拡げ、出口

の幅および敷地内避難通路の幅只の規定を明確

にして、有事の際の避難の確保をはかることに

しました。

4，集会場、劇場などに対す る規制

集会場、劇場など不特定多数の人が集合する特

殊建築物に関する規定でありますが、旧条例の

諸規定は ー用途ー建築物的な考え方から建築物

の建築計画において、立地主らびに形態制限を

行 なっておりましたものを、社会情勢の変化、

建築技術の進歩の急速な発達に対処するため、

(1)、人命、財産の安全確保が担保でき得る範囲

内において設計の 自由が得られるよう配慮し、

立地ならびに形態制限を大幅に緩和しました。

(2)、避難階におい ては、集会場などの出口のあ

る側には、通路あるいは知事が規則で定める避

難上有効な構造、設備を有する避難廊下 ( いわ

ゆる安全な場所) を設置するようにし、また主

階が 2 階以上にある場合は、避難廊下かバルコ

ニ一、主階が1也階の場合は、避難廊下または空

堀の設置を義務づけ、避難の動線の確保をはか

ることとしました。

(3) 廊下の設置義務を廃 し、客席内の通路を避

難のために利用できるようにするとともに、 2

方向避難の確保のため客席から の出口の片寄り

を禁止し、答j前から の出口の最低合計中高に等し

い通路など への出口、および主階が避難階にな

い場合は 、階段の合計幅の確保と階段の安全確

保の構造制限を義務づけました。

(4)  多目的ピル内に 、集会場、劇場などの用途

に供するも のが複合して設けられる場合、旧条

例て・は階段の数が非常に多くなるので、集会場、

劇場なと' の役大の客席の床而殺によ って算出し

た最低合計幅による階段および避首位階段で避難

階まで迷せ られるように しました。

(5) 建築技術の進歩のテンポに即応でき得るよ

うに技術的細部の規制については、別途知事が

定め得られるようしました。

5，接道関係規定の整備

劇場などの敷地が接する道路の幅貝に若干の訂

正を加えたはか、大規模な物品販売業を営む庖

舗( その用途に供する苦11分の床商般の合計が3，

000 平方メートルをこえるもの) については、

2 以上の道路に接すること、その他接道条件の

強化を行ないました。

6， * 脅威および表現の整備

条例の構成および表現に関することであります

が、旧条例と異なり、法の体系にしたがい建築

物の用途別に改組するとともに、各条文の表現

を明石在、かつ、 簡略なものにすることにより条

例の理解を容易にしました。

( 大阪府建築部建築指導課 木 田 照 之)

o  

建築基準法第55条第 2項の指定に

よる建ペい率のa緩和について

45年 12月号法令コーナで紹介した建築基準法の

一部を改正する法律による改正前の建築基準法

第55条第 2 項の規定に基づいて、建ぺいE容の緩

和をする区域の指定を、大阪市については45年

10月、東大阪市については45年 12月、 堺市につ

いては46年 1 月に指定になっていますが、その

他 の区域( 笠中市においては近日) については

3 月 1 日に指定 しました。

建築基準法第 55条第 2 項の規定に基づく区域

信市計置E域名 指 定 区 埴 備 考

地田市 生量産署地車苦農学ザエ輯地地 (但し、
jl. J  h.  

810 

箕面市 住 Ｑｾ［ Ｎ ｪ 也埴Ｈｻ且し 、一 部除 ＨＩ 1，225 

世田市 竺量産患抱重苦震予ヂ- エ縄地地 {但し、 1，238 

茨木市 竺量産着厄重苦語学ヂ( { ! l し. 工躍地地 2，210 

指津市 竺量産農i也草子窓生霊泊孟警接手/ i且し 750 

高槻市 竺量産管抱章子事豊護厄孟警接字)(但し、 2，4∞ 

島本町 住居地地，t悼工語陸地域 293 

東能ｾＪサ 住居地域 37 

八尾市 住地区IZ(地但雄し.、抽楠工防火高地地畑埴氏、J一工部轄住地居埠地. 植工を車陣専。用 2，535 

牧方市
躍( 官官政:: : : 壬離1弘孟務長ヤ

1，373 

門真市 一住都居地住地問地. 抽植エを揖陪地〈雄} 、工富地埴{ 但し、 1，0田

守口市 一住F陣E地住居雄地、埠司自工を輯酷地〈埴) 、エ車地域 (但し.
1，090 

大東市 住居地減. 抽工業地域、工品陸地域 1，167 

寝屋川市 竺量産農地重苦語学ザエ描地地 {但し、 2，120 

柏原市 住11}地域、車工草地域. エ草地域 857 

松原市 住居地域、単工草地地 795 

交野市 住居地減、植工草地娘、工業地雄 6朗

四条畷市 住居地域、単工灘地戚 327 

蔵弁寺市 住居地峰、構工業地戚 723 

河内畳野市 住属地域、司自工業I也減. 工難地域 1，445 

羽曳野市 住居地凪. 車工業地埴 工草地埴 1，302 

按山町 住担} 地雄 624 

* 原町 住居地域. 増工草地域 477 

河南町 住服地域 75 

京子町 住居地埴 196 

皐佐野市 信居火地地域崎、増植間工火車地地埴域.風エ敢地書量地を轍{臥<Y'

1. 130 

困尻町 住J孟ー地峰、増エ業地域

貝阜市 続置守 ｬ Ａｬｾ瑞昂品 Ｔｅ 置袋理主務デ ｽ 1，220 

阜商町 一住居部地住地居地. 単域工を草陣地〈埠) ' エ揖地域 (但し. 820 

熊取町 住街地地. 醐工築地地 807 

東鳥取町 住J封地地. 準工業地峡 241 

間海町 住回ー地域、抽工業地域 498 

岬 IIJ 

住金居融地〈地) ' エ揖地地 {但し、 師住厄H也埠
548 

高石市 風住致居地地地区 一抽工陣輔住地部地埴埴、コをニ 曜陣地〈埴ｾ Ｈ 但しＮ
9∞ 

和阜市 議露地火地培植、申を語蝿〈地) 埴. エ曜地埴{ 但し‘ 1，986 

. 大量市 鑓f世 話 量 産 日 鶴 理 組 球 汚 用
920 

岸和田市 鰍賞品話路子Ｃ道府 ｾ｜Ｎｭ しＮ
2，430 

忠岡町 住届地雄、車工業地域

富国林市 工住業居専地1峡II 地.単区工業地域、工業地域、 1，536 

7  
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読者の頁

口文化遺産の保存と開発

一兵庫県下の実例とともに 一

今日お話するテーマは *文化遺産の保存と開発砂

一兵庫県の笑例からーということですが、笑は

このテー? は非常にむずかしい問題を多く含ん

でおり、簡単に結論づけることは困難です。

しかしそれだからとい って現在 の まま放置して

いてよいというものではなく、それカぜどのよう

な結果をまねくであろうかは、自ら明らかなと

ころです。

- 人間にとって文化遺産とは何か

そこで、この問題について述べるまえに、いっ

たい人聞が生きているということはどういう意

味をもつものであるかについて考えてみたいと

思います。

現代のこの文明社会といわれる世のなかで人類

は遠からず自らの手によって死をまねくに至る、

であろうということが予言されています。 それ

は、予言者の言葉としてでなく、また哲学者の

観念の世界からでなく、われわれにとって身近

かな周辺からかなり切実な問題として予感され

るようになってきている のです。

われわれは大気の汚染から、食物に含まれてい

る毒性から、騒音や緑や自然の喪失によって、

生態学のうえで地球上に生物を存在させていた

生物と無生物との栂E 作用のバランスの原理を

自ら崩し去ろうとしている のではないかと思う

のです。 それはゆっくりと、しかし着実に進行

し、われわれが気つ' いたときにはすでにとりか

えしのつかない結果をまねくおそれがあります。

生態学のうえからいえば、本来人間i は自然とふ

れあい、自然に寄生しなければ存立しえないと

いわれています。 それにもかかわ らず人聞は自然

を支配して生きることができるという大変おこ

がましい態度にいつしか姿をかえてしまいまし

た。現代文明の欠陥は、まずこのような人間が

自然を征服できるとい った誤った観念から是正

していかなければならないと思うのです。 そし

て、この支配し征服するという考えがどのよう

な道を辿ることになったかは、過去の歴史をふ

りかえってみるとき、これまた自ら明らかなと

ころです。

それでは人類の進歩とはなにか、人間がゆたか

な生活を過すということはなんであるかといい

ますと、それは人聞が新しいエネルギー源を発

見し、発明することや合理主義的な信条によっ

て新しい物質を生産し活用する ことであるよ う

に説くこともできるで しょう 。 しか しこの進歩

の思想の線底にある合理主義的な物質主義的な

考え方が人間の生き万を規定し、 入院i を管瑚 し

てしま っている結果を見 のがす こと はで きませ

ん。 このためにまねいた自然の般竣 、人間の精

神商の死、人間が生きて い ることの意味を自 ら

問う心の欠除は改め て関われな ければなら ない

でしょう 。 人間の心 のゆたか さ. 精神のやすら

ぎや狐; ぴ、 もっ と素朴な 、心 のこ もった生活、

現代の文明がいやおうな しに お しつ けてい る安

楽の概念を放棄し、問 い正したなかに 創造され

る新しい生活の係式、これこそ求 めな ければな

らないのではな いかと思 う唱〉です。

大変話がわき道にそれたよ うで すが、 まずこの

ような思考を前提と して 、こ の文化遺産の保存

と開発の問題を論 じなければ、 それは 全〈 本質を

見誤るおそれがある と思う のです。

・人間の生きていくための哲学

文化遺産とはなにか。 ー骨量的 にいえば、人類の文

化活動によってっくり出され た ＴＧ［物 、 ・ ｬｾ 象で文

11:.自ワ{面i1u査のあるも の ということに なりま す。

人類の歴史は I 万年以ヒま えの|日行昔前! 寺代か ら

始まり、日本の場合、縄文式文化(8 目C7000年 - 8

C  300) 弥生式文化 ( 8 . C  300 - A.  D  300) 内

墳文化 (A . D 300- A . D 480 ) を経 て、 61止紀

の飛鳥文化につながります。海外 では紀疋前4000

年ごろからオリエントに青銅器文化 が起り、ま

たナイ j レ河流減のエ ジプ ト文明 、エ ーゲ文明か

らギリシヤ、ロ ー7 の文化に つ なが ります。

このような数千年にわたる人類が生きる ために

営んだいろいろな活動のなかか ら、 文化的に l田i

値あるものについて 、それを保存 し活用するこ

とは、われわれが現代に生き てい〈うえで、ま

たわれわれの子孫が将来 に生き ていくうえでい

かに意味あるも のであろ うかは改め てい うまで

もないことと思う のです。

明治12年、工部大学: の第] 悶1 f . 業牛で、明治建

築の第一人者とな った辰野令吾 が、英国 に館学

した際、向こう の人か ら日本 の主主築史 につ いて

尋ねられたとき、 一言 もか えす言葉 がな く、 身

のおきどころカずないほど耳心か しい 忠、いカずした、

と述懐し、こ の ことが原因 して. 東大 にはじめ

て日本建築の講義が行 なわれ るように なったこ

とは有名な話です。 とくに筏築は 、その対象が

人聞の生きてゆ くため のう つわであ るだけに、

その設計態度や施工にあた って は、人 IHl 悦に線

ざしたものでなければ なら ないと 思 うのです。

人間性に様ざすと いう こと は巾すまで もな く人

間の生きてゆ くため の哲ザ: を，考えることであり、

その哲学を支えるも のは、入 院1が今 日まで生き

てきた人類の歩み、 すなわち 康史 を時解するこ

とであると，思 います。

・文化遺産の面的保存 へ /

建築が芸術であり、そ の時代相 を反映する象徴

としての意味をも っとき、そして 控築 と はｾ聞

の創造であるとする ならば、 それ はた とえどの

ように精微な図蘭や写真や文常 によって 説明し

ようとしても、笑在する獲物 その むのに まさる

ものはないのです。過去の優れ た文化ili 践を保

存するということは 、ニのような 怠味が背景に

あると忠、います。

ただわれわれは、いまま であ まり に もその保存

にあたって対象物を、たとえば建物そのもの、

いいかえるな らば点の保存や修理のみにかた寄

りすぎていたことを反省しなければならないで

しょう 。 いくら歴史的に価値の高い建築が残さ

れて いても、その背景となる自然や環境が切り

とられたり、現代の新建材による建物に取り閉

まれるな らば、そ の保存は物のみの保存に終っ

てしまうおそれがあります。

近年の急激な大きな開発の波からするならば、

過去 千年以上の安定 した景観を一瞬のうちに破

壊し去ることはいとも簡単なことです。

奈良や京都の世界的に第一級の文化遺産が無神

経な開発の波によ っておびやかされるのみでは

な く、現実に破壊されていきつつある姿をユネ

スコが他人 の家の こととして黙視できず、昨年

秋、京都でホ京都、奈良伝統文化保存シンポジ

ウム 砂 を聞いたのは、このような日本の文化遺

産の壊滅を世界の人々が衰えたからにはかなら

ない のです。 いまや文化遺産の保存は、点から

簡に拡大され、自然の環境、良好な環境のなか

で保たれ、活用されなければなりません。幸い、

日本の文化遺産のうち社寺建築は、自然を背景

に建つ ものが少なくなく、さきほど述べたよう

な人間にと って欠かすことのできない自然を保

殺し、そ の環境のなかに文化遺産を包括して保

存する方法が必要となってくるのです。

古噴や埋蔵文化財についても、公園や自然環境

の一部として のこされることがのぞましい姿て。

しょう 。 ここに文化遺産と自然環境とをあわせ

保存修最する景観保全の思考とデザインが必要

とな ってきます。 しかし近代の建築に ついては 、

それが市街地に建てられたものがほとんどであ

るため、そ の保存はなかなか困難であることは、

東京丸の内の三菱一号館や、帝国ホテルの例で

あき らかなところです。

. 兵庫県の実例から

ここでさらに焦点をしぼり、兵庫県あるいは神

戸市での例をご紹介します。神戸市では近代建

築の一つ である明治の洋風建築が市内各所でと

りこわされています。 そのうち、 |日ハ ッサム住

宅が相楽園に、 |日ハンター住宅が王子公園に移

築保存されています。 この移築保存の方法は決

して好ましい方法とはいえませんが、市街地で

地価の高いところでは、なかなか現地保存が困

難な理由によるものです。

この保存の経過をもう少しくわしく述べ ますと、

神戸 のまちは、明治元年の開港以来約 1 世紀の

歴史しかもたない のですが、そこに建てられた

多 くの洋風建築、あるいは異人館と呼ばれるよ

うな外人住宅は、日本 の近代建築の歩みを物語

る一つの典型として の意味をもつものです。神

戸とい う国際港の発展 のあとを裏付け、そ のま

ちの景観を形成するうえで少なからぬ役割りを

果し て きたの です。 そのような建物は戦争その

他が原因でそ の 多くが失なわれているのですが

わずかに戦火を免かれたものでもこのままでい

くと、なに一 つ残 らない状態になることが予ililJ

され、建築史家、その他関係者のアピールがあ

って、ハ γ サム邸やハンター邸が神戸市、兵庫

県の手によ って保存されることになりました。

しかしこの方法はどちらかというと学者や一部

関係者 の意志によ ってこの問題がとりあげられ

たも のであり、今後はやはり市民や住民の意志

9  



「空間防衛」という使命を果たすために

カマチの設計ひとつにも細心の注意が払われました

たとえ断熱ガラスを使 って

も、サ ッシ 部分は無防備だ

ったものに対し、エノレミン

窓は障子、枠ともに断熱材

ネオプレーンによ って内 ・

外側が完全に絶縁されてい

ます 。外気熱の影響はほぼ

完全に シャッ トアウトで き

ました 。その結果、空調コ

ストの大巾なダウ ンをお約

束できます 。

. 大型窓が180 度ダイナミ ッ . 外部の騒音を侵入させま

クに横軸回転 せん

清掃の時は障子部分を 180度反転させること 二重ガラス 、気密構造、断熱構造、特殊な引

ができます。ガラスの外面も室内側 』 きつけ型のロ ックなどエルミン窓の特長のす

から 手軽に安全に拭けるわけです。 司、‘ 』 べてが、高い遮音性能に結びつ きま

都会のピルではこの独特の機構が |  す。外部の騒音ほほとんど気になり

どんなに大きな経済的メリ ッ 卜を J ーー ません。

生みだすか知れません。 託手グ チ /三シj

も ち ろ ん ふ だ ん の 時 は 特 殊 な 笠芝i e: : : L: : : シ 寸

ロ ックで固定します。ヱルミン窓

は最大高2200弘、最大巾 3000"Ym、

最大面積4. 3ばという大型窓の製

作が可能。この場合も気密性、

断熱性、遮蔽性能の良さは変りません。

ブ ライ ン ド内蔵 ア ル ミ二 重 窓

工 ｪｾ 三 Ｓ 翠

精度の高い規格

品が揃し 1ます

ｾ｛ｕ ｕｬ｛ｍ｝ｾｾ＠

ｗｾｾ 回目 ｗ

高い精度こそ窓の生命

工ル ミン窓は枠材の組立

てからグレ ージングまで

一貫して 工場で行な われ

ます 特殊なペンデイン

クマシンとＯｾン チ ングマ

シンの使用 により窓の精

度は抜群 それぞれ完全

な互換性を持 っていま す

エルミン窓の性能比較褒

車の伺頃 エルミン軍 普過の 園膚ガラス君

アルミサ ッシ 内外 6・ガラス

内外 6・ガラス 一種ガラ ス6 圃 宮間空白，¥111 6圃
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によってこの問題が取りあげられるようになる

ことがのぞましいでしょう 。

また北神地区では、山田町街原に箱木千年家と

いう民家があり、これは日本の民家の現存する

もののなかでもっとも古い例の一つに数えられ

どんど

ていますが、これが呑吐ダムの建設によって水

没しようとしています。 また、鎌倉時代の和様

天台伽廷の様式をもっ国宝大山寺とそ の背後の

原生林は、その原生林の近くが最近売却され、

無届けの宅地造成が行なわれようとして神戸市

の宅地規制課よりスト ップをかけられましたが、

その伐栽された自然林は再びもとに戻らず景観

のうえで非常に? イナスになっています。 この

辺りは大都市に近く珍しく原生林や清流があっ

て、将来市民の憩いの場と、なりうるところですが、

残念なことです。 ここに寺関係の古文書や寺宝

を収納する資料館を建設して文化財と緑と公園

とをあわせもつにふさわしい環境にっくりあげ

ることができるにもかかわらず、今日までなん

の手も打たれていないため、このような心ない

行為が行なわれているのです。

11ぜ たに

また、明石の奥に伊谷というところがあり、こ

の辺りは数年まえまでまだのどかな農村地帯で

したが、ここに鎌倉時代の阿弥陀堂、 三重塔、室

町中期の文珠堂など天台の伽藍配置をもっ如意

寺が残されています。 それはちょうどスリ鉢状

の谷あいにあるのですが、その周辺の丘陵に開

発の手がのびるとその静寂ないままでの雰囲気

や景観はいっぺんに失なわれるおそれがあります。

このように地上にはっきり現われている建造物

などの文化遺産についてさえもこのようなこと

ですから、地下の埋蔵遺跡については全くその

処置が困難な問題となるのです。

. 埋蔵文化財の保存と開発

埋蔵文化財については、近年とくにその発掘や

破壊をめぐってトラブルが各地に起こっていま

すが、最近の県下の例を ニ 、三 をあげて参考に

供したいと思います。

まず、山陽新幹線の問題ですが、県文化課の調

査では、新幹線の県下総距離 116. 2kmのうち、

遺跡の数61ヵ所 を昭和42年から 45年秋にかけて

受託工事費約 l 億円で緊急発掘調査が行なわれ、

このうち、山田古墳群と播磨国分寺祉の西南隅

が原状保存となり、とくに後者は一部路線の変

更が行なわれたほか、予備調盗35件 の うち全面

調査12件、部分保存が 7 件、その他52件が工事

承認とな った経過をもっています。

f番磨国分寺跡については、この地は大正10年史

跡の指定を受けていますが、今回、姫路市、神戸

大学らの発掘調査によって北側の寺域がほぼ推

定され、こ の部分を史跡、として追加指定を行な

うべ〈土地所有者と折衝中、 一部 の土地所有者

から強い反対を受けることとなっており、 一部

ではプl レドーザを入れて遺跡、を破壊するまでに

至っている 。 この問題については県および国は、

一部反対者のもつ史跡部分の賃上げを計画して

いますが、なかなか交渉は難航している実状です。

これは開発と保存とが強〈対立した例ですが、

うまく話し合いがついて成功した例として、や

はり矯磨町で国鉄土山駅の近くですが、弥生後

期の古代住居跡が出て、昭和41年国指定史跡と

なり、これを い古代の村。 と名付けた史跡公園

にすべ 〈、地元の地主62名と県およひ格磨町が

交渉をもち、現在、全部で約13，550坪の地域の

うち 12，324坪 約90% が買収をおえて、 44年から

48年にかけて、住居跡の復原や植物群落、貝塚、

古代の村 13，55伊 Fのうち買収地12，324坪 S .44- 50年で造成 :3 .41 国史指定史跡弥生後期

( <.  '! 

' - - . __/ 

園主 ＱＲ 号線］歪 ｾｾＳＰＰ ｭＮ

駐 車 場

大中遺跡縮少復元

一
一

環実家、展示館などがつくられることになってい

ます。

これなどは遺跡を保存し活用しようとするもっ

とも好ましい方法の一例です。

ここで考えられることは、開発者はなにがなん

でも山や谷を切り開いて低地をつくり、住宅を

たてればそれが開発であり、家のない人に住宅

を提供し、あわせて金もうけをするという考え

方のみでなく、また文化遺産を守りたいとする

側も、どれもこれも残せというのではなく、お

互いの話し合いのなかで、お互いの立場を尊重

し理解する姿勢、たとえばさきに述べた人間と

自然という本来お互いに依存しあって生きてい

くという基本的な姿勢、保存ということも開発

の一手法であり、しかも原型を保つ、残すとい

うことは新しい、しかし重要な開発方法の一つ

であるということが、お互いに認識されなけれ

ばならないと思います。

.r 文化財保護法」の問題点

また重要なことは、現在の文化財保訟法の問題

があります。 この法律は昭和25年、ちょうど法

隆寺金堂の壁画焼失を契機として従来の古社寺

保存法にかわって制定されたものですが、この

法律の運用にあたって問題点が少なくなく、そ

の改正が必要だということです。

たとえば、文化財を守る法律ですが、その守り

方といいますが、各地方公共団体の任務分掌、国

が守る範囲、県や市町村が守る範囲が明確でな

く、現在のところ市町村で文化財保護の条例を

定めているところはきわめて少ないのです。

開発の盛んな大都市においてすら北九州市を除

いて文化財保護条例のようなものは設けられて

おりません。 このために文化財を守る純聞とい

マ

f持十提供 兵庫県教育委只会文化謀

主ァデローチ

すご工 《¥ - d

F 電工ニムよお/

ｾ＠ - _  !I 

主77. ローチ

A現状保存地区

B復元地区

c施設建設地区
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うか、義務感のようなものが地方自治体 ( とく

に市町村の場合ですが) にあまりなく、あ いま

いになってしまっていることがあげ られます。

またこのこともあって、地方自治体に文化財を

守るため の行財政措置をとる 意志理由が乏 しく、

たとえば緊急の発掘調査、あるいは文化財地域

の買上げなど、多額の資金の必要が生じなが ら

その資金めで るところがな いわけで、この菌での

行財政措置を強力に行な えるように法を改正す

る必要がある の ではな いかと思います。 笑際 に

ある地方公共団体、それ が小き くなればなる ほ

ど文化財を守ろうとする努力より 、開発 にお金

をかけて、町を繁栄させよ うとする意識が強 い

あまり、たとえば やあの遺跡は守らなければな

らない。とか、 自然を保護 しなければな らない W

といっても、開発による土地の値上りなどで受

ける物質的利益が大きければ大 きいほど 、 この

芦は部内でも立ち消えにされ、そのような発言

が圧殺される傾向が強いのです。

凶* 経済主義。 への反省を

わが国が、高度の経済成長を示し、 G. N. P が 世

界第 2 位とか第 3 位とかい い、それを自慢して

いたとたん、その成長がもたらした公害に つい

て頭をかかえなければな らなくなった姿は、ヨ

ー ロ ッパ諸国からみると全〈 ナ ンセンスなこと

なのです。、 自 ら墓穴を掘る' とはこのことで し

ょう 。 彼らは日本 の経済成長を 決して高〈評価

はしていません。あくせく 馬車馬めように働く

ことから生まれる富は、そ の代償としてわが身

をけずって い るわけで、そ の反動として今度は

レジャーだとい って 、享楽的な施設が日本各地

に出現する、貧しい住宅に住み ながら身なりは

最新流行を追うとい ったアンバランスが生まれ

ています。

人間 は、 一 生を苦しみな がら生きるために生ま

れてきたものでしょうか。人聞は生きるために

働 くのか 、働くために生きる のか 、私は働 くこ

とを決して否定するものではな く、また遊ぶ こ

とを決して奨励す るので もありません。 人聞は

なんのために生きている のであろうか、との問

いかけのなかに私はすべての問題が帰着するよ

うに恩えるのです。

・パリのマレ一地区 ・* 永久計画。

私は、昨年の夏、短期間 でしたがヨ ー ロ ソパの

都 市の開発と文化財の保護行政などに ついて見

学する機会を得ました。

ス ト y クホルムのア ー ラ ンダー空港に降り立 っ

たとき、その清澄な明る い空気、 ZEの色に 、空

気はこんなにおいしいものか、光はこんなに澄

んで輝かしいものであるかを感じました。

パリではマレ一地区という古い市街地で、歴史

的に由緒をもっ地区の保存状況を、マレ ー街 保

議建築事務所長 ミノ 氏の説明 と案内とで見学す

る機会を得ましたが、そ こにみ られる徹底 した

文化遺産の保存と活用との精神、目的、住民 と

の協力は、このテー 7 について少なか らぬポl疫

を与えるも のであ ること を笑感として受け取る

ことができま した。

この計画はまた ‘ 永久計画。とも呼ばれ 、 それ

は何十年かかってもやり遂げると い うねばり強

い、しかし決して一時的な妥協 の所産 としてで

はなく、非常にスケールの大きな息の長 い計画

自然と文化遺産 との景観が損われた例 神戸市垂水区特谷町如意寺周辺

のもとに実行され、さらにこれについて地区の IJJ 幽たった 上地 に灰色 の波型鉄板の外壁と波型

住民の彼 極的な協力古、あることを単解できた次 スレ 卜の 屋般を もっ工場建築が忽然と出現し

第です てしまっていたのです。

わが国の 文化遺産の保存 E 開発の問題につい C それは少なくとも 昨年 1970年 の米までは寺の主主

も、このような怠の長い、しかし決 L -c挫折す 卑以米数 百年の永き にわた って保たれてきた静

ることのない計画iのもとに、 地域住民の協力を 殺と 緑 と中世寺院とがおりなすゆたかな空間が

得 て行政体、企業体、文化団体らがお互いの立

場を理解 しあってこの命題に取 り組むことか肝

要 である と思 います。

( ニれは、昭平1146年 1 月23l l l ' 開催さ /Lfc新建兵庫設立総

会で町議議 をまとめたもので1

- 追 而

私 は、この話をして数日後思いた J て久L t 辰 1)

に西神戸の村 谷にある 仰怠寺を訪れてみま! た。

それは冬の粉雪 が舞 う来い日でしたが、け J も

仁王 門から 見て美しい景観 をな 1 ている: . >I ! - 浴

とそれを取り囲む 自然、このなんでも主いよフ

な自然 と文化遺産とのおおらかな調1' ll のある空

間が、なんと 無惨 に打 ち駿 されて L るではあり

ませんか。 ( 写真参照)

そこには、 七重踏 を望むパー スベ 7 ティブのあ

る空間 をあたかもきえき' るかのように、かつて

.U舜のうちに失な われ て しまったことを意味 し

ます。 数日前 、講演 で述べたようなもっとも恐

れれ、た 最観の破撲が、目のあたりに現実の問

題 と1 て現 われてし まっていたのです。

このI也か将米 、文化遺産と緑地 をあわせもつ公

聞 としてふさ わ しい 環境にある地域であること

は五位がみても 明 らか なところであり、このよう

な事態 をまねく まえ に、何らかの手を打てなか

ったものであ ろう か、 と悔いるとともに、現代

のわか凶の都市計画、文化財行政の貧困を改め

C なげかすには おれなか ったのです。 そしてこ

のよヮな事態 が 日本各地に起こりつつある こと

を妓念 ながらー予感せざるを得ないのであります。

開発 と文化泣迷 との 調和が、ゆたかな人間性を

われ われの生活 に取り戻すためにいまほど求め

られると きはな いで ありましょう。

( 坂本勝比古)

11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川111川11川11川11川l“川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川l“川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川111川l日川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川川11川1刊川
11  l  

口 明治建築土木史年表・関西篇( その45) ( 明治 II 年11月8 日) 口

明 治

11年 11 月 8 日 米京「ホ僑邑よ. ) ゑ[ ><.へ波る新繍 ( 駅 名 C布名会新憾 のこ と) が破損したのふそ

府 庁 i二本掛のt染織告書えの 6h向が報 l られる。 r ll 民銭 形の石 i主」 で 「御入費は太凡

きt

3000円程。」「雌立派で街 ませヮ 。と ある 。

ヲ Jj Q) t.;"'..

11 11 If 兵 ｬｬｉＱ県明治西魚捌 の煙最 ｦ 均ｾ 犀 ｗｲｔ 風 の安〈て 卜等 の 巻燈草が好評で、京都、長
つ‘ こづ らい

崎より注文 多 〈、 職 人7 、80名が T 伎 をH に継 C 製造 してい る。 また大阪町腿橋

2  ) 同様川 宗二郎は、 白洋式的レノアルを 発明 J して 売弘的、舶米品に劣らぬとい

われれ、る。従米外l司品をrli l 、心、た 虫色省ーからも 盛んに 貿い求め られているという 。

13年 1 月 1 I:l開館 F定と f五えられていた w..京上 野公園内博物館に r1岡島監獄署( 石

ご〈 れ ん が せ島

川島の話員。) ) の「 懲役人が製造 1 る僚 1-. 等の煉化石 ( 煉 瓦) を」使用することに

なった この「代価 は I h本に付 50lYo 1 本 5 雇でよの 頃の物価から言えば、

かなりのものと思われる。

午 前 11 時55分。 東 ゑ 京橋 新 4雪間Tの1 . 1也て. r ビ λ トルの王のドン ドノレを最IJ さ ん と 火

1，) 1...."'(..( 

軍専を以てこち った 職 l かあり 、 J-.i 緩lλl の 合薬 55斤 が爆 発。 5 人 丞 軽 症。 この土

蔵 lユ 「 滋 賀 県 半 民 大 倉紺 の投J l l 久氏ィ術ん の i:J緩 とある 。

* 京 府知 事 楠本正ド量的告示37号 新 設 の Iメ君111" 関 係 会〈、 従来の公立小学校は、

各 組 合 町 村 で 従 米通 リ維持 l ' " しと ある 他 の府 県 でも 同 じよ う な 通 達 が あ っ た

とも思、われる.

( 車京郷北区神谷2 ノ22ノ13 須藤欣ニ)

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111  
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建 築 と 社 会

-
ス-圃. 二L

ニュー λ 原稿をお送り〈ださい.

.r 大阪から公害をなくす会」発足

大阪府下 12地区の住民組織を核に、労組、大学

関係者な ど計55団体カ吻日盟 した「大阪から公害

をなくす会」結成大会が、 2 月17 日午後 6 時か

ら北区 ・中之島中央公会堂に約 2 千人が参加 し

て|井H佳された。

これは公害反対の広域的な住民巡動としては、

全国でも最大規模の組織で、会長に選ばれた丸

山博阪大医学部教授は「公害の元凶として企業

と政治め1 ' t 任を追及する。それには住民の団結

力しかな い」という 、 きびしい府民の立場を 打

出 し、こんご兵庫県下の広域住民迎動組織「兵

庫県か ら公害をなくす市民連絡会議」をはじめ、

各地の住民迩動と も述帯 を押 し進めていくという。

ついで各地区からの報告、映画、 学者の講演の

あと、こんこ' の運動の進め方などが訴合われた

結果「大阪から公筈をなくす当面の喜Z求」 とし

て、① 泉北一区追加l埋立てと企業誘致の 中止。

西淀川区外島地区への企業進出中止 。 ②限 Ｑ ｩＱＹｾＱｬ

力堺港火力 発電所七、八号機の本格操業の中断。

岬町 多奈川、大阪南港の火力発屯所建設中止 。

③大阪空港へのジェッ ト機乗 入れ規制、④府民

の上水 道 源 である淀川、大和1川、猪名 川 などの

汚濁防止め緊急措置 。⑤産業廃築物処理場は、

地域住民の同な なく建設させない。建設および

維持授は企業負担。⑥公害の実態調査、資料の

公開、厳密な監視体制のほか、住民の調査活動

の保障 。⑦府公害防止条例の抜本的改正一ーな

どを決議した。

運動の 第 一 ｾｬｾ として、 ＱＹ 日 からの Ｒ 月府議会に

提案される大阪府公害防止条例案に「工場の新

増設にきび しい規制 を盛込ませるなど、府民の

立場にたった条例制定」を働きかける 。

加盟団体に は、住民組織では西淀川 から公害を

なくす市民の会、日石から公害をなくす市民の

会、 日石か ら公害をなくす対策会談、 此花から

公害をなくす会準備会、堺から公害ーをなくす市

民の会ほか数団体、科学者団体では日本科学者

会議大阪支部、大阪府保険医協会、大阪民主医

療機関連合会ほか数団体、その他労組などがあ

り、府県段階の広域住民組織としては、去年 i

月「兵庫県から公害をなくす市民連絡会議j ( 40

団体 のほか 、個人力 ｵ ｩ｜ｦＱＮ Ｉ 、同年 ＱＰ 月 「 利 ｬ 衆川 ｴＡ ｬ ｾ 住

民即雌絡会脅し( 38団体) が結成されたのに次

いで、全国で 3 番目だが、参加55団体、榔成只

30万人という数は、公害反対の運動組織として

は全国批 大 規 枚。

- 建築基準法および建築士法施行 20周年記念表彰式・講演会

大阪府では、基準法 ・士法焔行20周年記念行事

の一環として、標記表彰式 ・講演会を去る 2 月

15日午前10時から正午にかけて、大阪府庁別館

7 階研修所説掌にて開催された。表彰式は午前

続演する竹腰健造氏

101時から 1011寺30分にわたって行なわれたが、ひ

きつづいて竹腰健造氏 ( 大阪府建築審査会長)

による 「新しい i時代の門出」のテー? で示唆に

とんだ講演があ って盛会優に終了された。

「設計に緑を J 一 一竹中工務庖の新しい運動一 一

竹中工務庖では、 1 月から設計部を中心と して守生計に緑を J という 運動を進めている。緑化連

動については、すでに各方面から多く の提案がなされ、大阪市をは じめとして、行政商でも熱心な

努力がなされている。同社の運動はこれら の動きに具体的に呼応するものといえるが、緑を単に、

樹 木 やr，caを意味するにとどめず、メ ンタ J レな領域を含めて、泣かな環境の創造を象徴する 官業と

してとらえているところに、その特色がある。御堂筋に面して大胆に緑を開放している伊藤忠、セ

ンターピル. 吹回市内に建設中の大同生命本社など、都市再開発、地域開発にともなう広場

と緑の環境づくりに、竹中工務底的すぐれた実績が、今固め運動の基盤となっている。今後、

この磁 の運動が、 一企業にとどま らず、社会全般に輸を広げることを期待したい。

設 計 に 緑 を

竹 中 工 務J吉

15 
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す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

-・圃圃

軽 量

比.tfi. O. 5

断 熱

而七人乙

法 定耐 火 材 料

。

宮

｀・ ｐｏｒｅｾ

ダ イ キ ン 工 業 ( 株 )滋 賀 工 場

設 計 株 式 会 社 日 建設 計

施 工 (株 ) 大 林 組 、 鹿 島 建設 ( 株 )

( 株 )竹 中 工 務J苫 ，J V  

使 用 場 所 ヤ ヰ ・カ ベ

@ シ ポ レ ツ ク ス は 工 場 、 住 宅 か ら 超 高 層 ビ ル ま であ ら ゆ る 建 物 の 屋 根 ・ 床 ・ 壁 ・ 間 仕 切 ・

耐 火 被 覆 に 使 用 さ れ ま す が 次 の 建 物 に は 特 に 最 適 で す 。

1  工J t ) J知 縦i を 要 す る す べ て の 雄物

・2 宅 制 を 要 す る てJ必 ・介i J j工 事 務 所 住 吉 等

3  鉄竹大張1 i ¥J の工場 ・体 育 館 等

4 陸出土化 を 要 す る 日 用 挫 築 物 ・軟 ω地 税 の 佳 物

5  鉄十li 耐 火 構 造 の 挫 物

号ポレ11/ ' 7ス 販 売 株 式 会 社

本 社 ・東 京 支 l苫 東 京 都 千 代 田 区 神 田 司 町 2 - 6  (平沼ピノレ)

電 置 舌 東 京 ( 256 ) 代 表 3 4  5  1  

大 阪 支 l苫 大 阪 市 西 区 立 売 堀 北 通 1 - 90 ( 第 三 富 士 ビ ル )

電 話 大 阪 ( 538 ) 代 表 0 5 2 1  

名 古 屋 支 l苫 名 古 屋 市 中 村 区 広 小 路 西 通 3 - 2  ( 大 高 ビ ル )

電 話 名 古 屋 ( 581 ) 代 表 7 4 2 1  



口写真と概要をどしどしお送り〈ださい.

凡例: a. 所 在 地 b. ill 築面積 C . 延面積 d  

640.  日 本 交 通 掛 鳥 取 本 社 I 641. 入

設計 : K K . 鍋建築設計事務所

施工 山 本 工 業 K K

a. 鳥 取 市 吉 方 7 9  7  - 5  

b .  666 .670 m
2  

c .  3，714 . 100 m
2  

d 目 S R C 造、 B 1 、 5 F

e  昭和44年 8 月~昭和45年 6 月

S主 ビ J レ I 642.  

設計 : K K 創 建 設 計 事 務 所

施工 : K K 竹 中 工 務 庖

a  神 戸 市 生 田 区 京 町 'f 6  - 2  

• . 408. 28 m
2  

b .  4 ，983 .63 m
2  

d .  S  R  C  造、 B 1 、l J F 、P H 2

e. 昭和44年 9 月~昭和45年 11月

法 華 ク ラ ブ 福 岡 支 庖

設計 : K K ゲ ン プ ラ ン

施工 : K K 大 林 組

a  福岡市住吉 3 丁目 l 搭 9 0 '¥}

b .  434. 565m
2  

c .  5，165. 7 m
2  

d .  S  R  C 泣 、 B 1. 11 F ，P H 3

e  日目制44年 7 月~昭和45年 8 月

643.  博 多 城 山 ホ テ ル I 644.  交 里 子 福 祉 セ ン タ ー I 645 大 阪 天 満 宮 会 館

設計 ・K K 大 林 組

施工 K K 大 林 組

a  福岡市中洲 5 丁目 3 番 4 号

b .  1，250. 93 m
2  

c.  12，255 .4 1  m
2  

d .  S  R  C ;車、 B 2 、9 F 、P H 2

e .  IItl 干U44年 9 月~昭和45年 12月

絞計 K K 赤松菅野建築設計事務所

施工 。前 回 組

a . 大 阪 府 北 河 内 部 伝 部

b .  596 m
2  

c .  1，684 m
2  

d .  R  C 造、 B 1 ， 3  F  

e  昭和45年 7 月~昭和46年 3 月

設計 岡 田 金 次 郎

総工 . 7也 図 建 設 K K  

a  . 大 阪 市 北 阪 大 c 町

b.  670. 50 m
2  

c .  2，057. 44 m
2  

d .  R  C 造 、 3 F  

e .  I昭和44年 10fJ - H(lflI45.!1'  8  fJ 

646.  兵庫県交通安全視聴覚センター I 647.  三重県立大学医学部基礎校舎 I 648. 公立学校共済組合名古屋宿泊所王山会館

設計 兵 庫 県 建 築 部 営 鎗 課

地工 ・三 協 K K

a .  尼崎市武庫元町交通安全公開内

b .  1，520 m
2  

c  .  256 m
2  

d.  R C造、 1  F 、反根 S

e  昭和45年 4 月~昭和45年 8 月

設計・ 近 藤 建 築 設 計 事 務 所

施工 K K 浅 沼 組

a 山 市 江 戸 橋 地 内

c .  9，84R. 994 m2  

d .  R  C  泣 5 F . S R C i1，: 3F  

e  .  11(1布144
S
ド10月~日目布145$1' 12H 

設計 : K K 石 本 建 築 事 務 所

箱工 K K 鴻 池 組 名 古 屋 支 底

a . 名古屋市下純正覚王山通 t) 8- 18  

b .  1，623 .55 m
2  

c .  6，889. 00 m
2  

d . 本fiiiS R C 造、 7 F 、P H l

1誼只1首令 R C 造、 4 F 、P H l

e  . 昭和44年9 月ー昭和45年 10月
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洗顔・化粧・はみがき用具がきちんと納まります

匝面白】

東 陶 機 器 株 式 会 社

旧社名 東洋陶器株式会社

大阪市東区高麗僑 5 の32 〒 541

( 06 ) ー 203 - 5701 

佐粧キャピ本v ト

Y 3 5 0 3  鋭出形 ・円形

￥7，600 意匠登録出願中

直径582X厚さ 12伽m

色 ・ア イ ボ リ ー ホ ワ イ 卜

Y 3 5 0 2  銭出形 ・角形

￥6， 600 意匠登録出願中

515X565X135mm 

色 ・アイボリーホワイ 卜

※ 浴室での使用はお避けく ださい



クラスメート

71 

〔大阪市立都島工業学校 昭和16年 12月卒〕

すわっている人左より (敬称略)

桃 園 精 介 (KK竹中工務庖・新東昭開発大阪支庖

営業部長に出向)

大 町 幸 一 (大成建設大阪支庖営業課長)

鳥 巣 次 郎 ( とす松浦建築事務所)

大 森 通 亘 ( 高田機工K K 営業課長)

和田善之助 (消水建設KK大阪支底営業部長)

木 村 敬 一 (KK乃村工芸社チー7 プロモーター)

後列の人左より (敬称略)

多 喜 久 (不二建設KK 営業部長)

堤 勝 司 (KK松村組見械部長)

天 池 清 (金井重要工業K K 営繕課長)

前 川 政 則 (KK銭高組本庖工事部)

賀 本 一 男 (KK大阪建築事務所工務課長)

吉 田 健 蔵 (貸 家 業)

竹 内 一 郎 (竹内工務庖自営)

小 林 久 夫 (KK安井建築事務所)

大阪梅新 ・大東方にて 昭和46年 3 月9 日

大 東 亜 戦 争 勃 発 の H寺と同じ昭和 16年 12月 に 卒 業 し た わ れ わ れ は 、 ち ょ う ど 実 業 学 校 卒 業 生 の 上 級 学 校

へ の進 学 制 限 が さ れ て い た 時 で あ り 、 ほ と ん ど み ん な 直 ち に 就 職 し 、 そ の 後 、 日 な らず し て 兵 隊 に 行

っ て し ま っ た 。 その結 果53名 の 同 級 生の うち 2 !1iI J にあたる 11名 の 戦 死 者 を 出 す と い う よ う な 、 し か も

そ の 人 達 は ク ラ ス で も l 、2番 を 争 う 偉 い 奴 が 多 い と い う 悲 し い 結 果 に な っ て し ま っ た こ と は 返 す が え

す も 残 念 な こ と で す。 し か し 幸 い に も 生 き 残 っ た わ れ わ れ は 敗 戦 後 の 苦 し い 時 代 を 頑 張 り 通 し 、年 令

も48、49オ と 油 も の り き り 、 そ れ ぞ れ の 職 場 で 大 い に 活 路 し て い ま す。 学 生 時 代 勉 強 も そ っ ち の け で

軍 事 教 練 に は げ み 、 背 春 時 代 に 戦 争 を 体 験 し た わ れ わ れ は 、 と く に 大 正12年生まれの猪年の者も多〈、

た だ ガ ム シ ャ ラ に 精 神 力 で 突 進 す る こ と だ け で 今 日 ま で 来 た も の の 、時 代 も 変 り 、 こ の 頃 ょ う や く 洛

ち つ き も で き 、 遊 ぶ こ と も 党 え 、 み ん な 集 ま る と 2、30年前にかえって、青春を楽しんでいるようです。

天 池 清 君 顔 と 頭 の 良 さ は ク ラ ス一 番 金 井 重 要 工 業の営 納 税 長 と し て 同 社 が 多 角 経 営 で や っ て い

る 「 サ ニ ー ヒ ル 」 や 有 馬 の 古 泉 附 の 方 で も 大 活 躍。 大 町 幸 一 君 大 成 建 設 の 神 戸 営 業 所 か ら 昨 年 大 阪

支 底 の 営 業 に 変 り 、 い つ も変 らぬ 笑 顔 で 営 業 成 紋 抜 群。 大 森 通 亘 君 鉄骨ーの 高 回 機 工 の 優 良 株 。 ゴ ル

フ の 方 も 仲 々 の 腕 前。 賀 本 一 男 君 大 阪 建 築 事 務 所 に あ っ て 工 事 管 理 の ベ テ ラ ン 。 先 年 東 南 ア ジ ア で

得 意 の ジェスチュア英語で大いに敏腕を振ってきた由。 木 村 敬 一 君 乃 村 工 芸 社 に あ っ て セ ン ス の 良 い

と こ ろ を 大 い に 発 揮。 万 博 で も 大 活 路。 小 林 久 夫 君 安 井 建 築 事 務 所 で 永 ら く 四 国 に 行 っ て い た が 大

阪 へ 帰 っ て 国 際 空 港 ピ j レなどをはじめ、現場管理で内外より評判の良いのは彼の頭の良さと人の良さか。

竹 内 一 郎 君 昨 年 馬 場 建 設 を や め て 独 立。 目 下 地 盤 固 め に 大 智 闘。 長 男 も す で に 建 築 の 実 社 会 で 活 躍

中 と か。 堤 勝 司 君 松 村 組 の 積 算 の 霊 鎮 、 昨 年 ち ょ っ と身体をこわして休んだが、すっかり良 くなり、

ま た ま た 活 躍 を 開 始。 ラ イ バ ル 会 社 か ら み れ ば な か な か の 強 敵。 鳥 巣 次 郎 君 同 級 の 松 浦 君 と 組 ん で

と す 松 浦 建 築 事 務 所 を 開 設。 学 生 時 代 か ら 仲 々 の フ ァ イ ト マ ン だ っ た 彼 、 目 下 業 績 も ぐ ん ぐ ん と 伸 び

て い る と 晩 ん だ。 古 閏 健 蔵 君 家 業 の 建 築 請 負 か ら マ ン ショ ンの経 営 へ 。 目 下 悠 々 と ゴJ レフを楽しん

で い る と こ ろ か。 前 川 政 則 君 銭 高 組 は え 抜 き の 現 場 マ ンのオ ー ソリティ 。 彼 の 手 に か か っ た 建 物 の

何 と 多 い こ と 。 桃 国糟 介 君 永 年 竹 中 工 務 庖 の 設 計 部 で そ の敏 腕 を 発 揮 し て い た が 、 今 度 見 込 ま れ て

傍 系 の新 東 昭 開 発 に 出 向 し て 同 社 の 営 業 を 担 当 、 大 い に 張 切 っ て い る 。 和 国 善 之 助 君 消 水 建 設 で 永

年 の現 場 よ り 大 阪 支 l苫 の 営 業 部 長 に 栄 転 。 若 い 頃 か ら の ポ ツ ポ ツ の 白 髪 が 二 の 頃 で は 半 分 位。 大 会 社

の 営 業 部 長 と し て の 貫 録 十 分。 多 喜 久 君 不 二 建 設 の 営 業 部 長 と し て 活 路 す る 一 方 、 母 校 の 同 窓 会

「浪速工業会 」 の理事や建築科の「背ｾｾ会」の幹事、クラス会の幹事などこまめに動き廻っている世

話好き の 男。

な お 建 築 協 会 の委 員 の 星野二 郎 君 、 そ れ に 沢 田 幸一 君 、 西 谷 正 雄 君 も 出 席 予 定 で あ っ た が 、 都 合 で 来

れな くな り 残 念 で し た。 ( 多喜記)
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防水層の保護と軽量、断熱に

共 栄 の ，¥0ーヲイトコ〉タリート (…ぴ1;)].

共 栄 パ ー ラ イ ト コ ン ク り ー トP C - D 工 法 採 用 的 京 都 工 芸 繊 維 大 学

( 設 計 教 育 施 設 研 究 所 、 地 工 K K大 林 組 )

PC- D工涼

作 業 が ー 工 程 省 け 工 期 の 短 縮 と

コ ス ト が 安 く な る 合 理 化 工 法

. 11:方水層の 抑えに使用し仕上モノレタノレ の 婆 ら な い 金 ゴ テ ー

ノマツ仕上工法

・デ ッ キ プ レ ー ト の 軽 量 化 や 露 出 防 水 下 地 、 ま た は 貼 物 下

地 に ナ ラ シモ/ レタ J レ の 要 ら な い 金 ゴ テ ー パ ツ 仕 上 工 法

畳下地の省力化と塩ビ系 タイル下地の防湿 、防温、軽量化、断熱( 結露防止) に

共栄の，芯ーヲイトモルタル

共 栄 パ ー ラ イ ト モ ル タ ル P M - C ( 普 iIfl タ タ ミ 下 地 ) 係 府

町住友' i l l . 工商品社宅 f ZE計 施 工 ｋｋ 竹中工務 ｾｬｮ

PM- - C工涼
- タ タ ミ 下 地 の 床 組 ( 大 工 仕 事 ) が 全 く 要 ら な い の で工 期

短 縮 と コ ス ト が 安 く な る

- 床 組 し な い の で 建 物 の ボ リ ュ ー ム の 節約 が でき る

・無 機 質 100% 絶 対1耐 火 そ れ に 多 孔 性 材 料の た め 吸 温 、 遮

音 に 優 れ て い る

・ 独 立 気 泡の 共 栄 パ ー ラ イ ト と防 水 液 を 使 用 し た 完 全 防

水 パ ー ラ イ ト モ ル タ ル で あ る た め 、 湿 気1を 全 く 透 き な い

比重・断熱共木材並 1 3  

( 比重0 . 85kg / 1 、 熱 伝 導 率 0. 14kcal / mhc')

遂 に 出 た ・・・ ベ ニ ヤ 仮 枠 コ ン ク リ ー 卜下地 の か ベ 、 天 井 の ー パ ツ 吹付 仕 上 工 法

本オ If-' I- XキZ4

化粧、吸音 、防湿、断熱( 結露防止) と多目的用に

- ベ ニ ヤ 仮 枠 コ ン ク リ ー 卜 下 地 ( 天 井 及 び か べ ) に 直 接 吹

付 して争Ij離の 心 配 が な い

・ か べ 面 は 金 ゴ テ 押 え すれば衆浴! l . i タイプの表面強度のあ

る ソ フ ト で デ ラ ックス なムードである( ヰオノマーノレスキ

ンの特徴)

・- 工 程 で 仕 上 る の で工 期 の 短 縮 と コ ス ト が 安 く な る

・下 地 は ボ ー ド 類 、 鉄 板 類 、 石 綿 板 、 モ / レタルなど何 ん で

もよい

・標 準 色 20色と特別j 色 も で き る

ネオ パ ー ル ス キ ン を ベ ニ ヤ 仮 枠 コ ン ク り ー ト 下地 内 天 井

( 吹放し) j ' ，! ( 金ゴテ j'l'; に仕上) 掠用町西宮トラピスト修道院

( 殻Z十 村野森主 ｬｬｾ ｬ ｬ＾ 務所 ［ 施工 K K 竹中工務用n

φ |  
共栄パーライト販売株式会社圃

大 阪 市 東 区 森 之 宮 西 の 町 代 表 941 9 2 4否E
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. 建 築 士 と 建 築 士 法

建 築 士 法 が 制 定の 意 志 に 反 し て 単 な る 資格 法 的 な 商 だ け が 強 調 さ れ て 巡 営 さ れ て い る こ と は 建 築 界 は も

とより 一 般 社 会 に と っ て 極 め て 不 幸 な こ と と い わ ね ば な らない。

建 築 設 計 監 理 業 務 法 の 制 定 が 強 〈 望 ま れ て い る の は 、 建 築 設 計 監 理 業 務の適 正 化 を 目 指 す と 同 時 に 資 格

法 と し て 士 法 を 正 し い 姿 に 改 め る こ と に は か な ら な い 。

ま た 士 法 に 1 級、 2 級 の 階 級 制l を 採 用 し た こ と は わ が 問 独 自 の も の と さ れ て い る が 、 現 行 の階級制lがそ

の ま ま で よ い か ど う か 、 特 に 2 級 建 築 士 の 存 在 が 果 し て 社 会 の 期 待 に 応 え て い る か ど う か 甚 だ 疑 わ し い 。

規 模 が ど う あ ろ う と 建 築 物 に 上 下 の 差 が あ る は ず が な い。 小 建 築 物 と い え ど も そ の 設 計 お よ び 監 理 は れ

っ き と し た 建 築 士 の 仕 事 で な け れ ば な ら な い 。 し た が っ て 、 も し か り に 区 別 を す る と す れ ば 2 級 建 築 士の

程 度 を 現 在 の 1 級 建 築 士 の レ ベ ル ま で 引 き 上 げ る とともに設計、 榔 泣 、 設 備 な ど の 専 門 分 野 に は っ き り

分 け て し ま い 、 l 級 建 築 士 は 2 級 建 築 士 を 統 幣 す る 設 計 監 到の プ ロ デ ュー サ た る べ き 人 々 の 資 格 と 改 め

るべきではないか。 ( F )

- 耐震 設計における f act or of  ignor anc e 

構 造 の 規 準 が 改 正 さ れ る た び に 「研究が進むほど、設計J ; I I . 機が厳しくなる J r 設 計 を 了 $ に や る ほ ど 、 非

常 識 に な る 」とかの言葉をよく聞かされる。去昆準の改正{ 立、学問技術の進歩の過程でやむをえないし、

構 造 の一 部 の破 壊 破 損 が全 体 の 崩 右 翼 に 進 む こ と の な い と い う 榊 造 設 計 の 基 本 理 念 か ら む し ろ 当 を え て い

る こ と で あ る の だ が 、 こ の 率 直 な 一 般 の 印 象 は な せ ・ で あ ろ う か ?

耐震設計において、 「 あ る 構 造 物 は い か な る 地 震 荷 主 に 対 し 払 汁 す べ き か」 と い う 命 題 が 解 決 し な い 限

り安全率は明確にならないので、 f act or of  i gnorance の 性絡 を 幣 ぴ 易 い 。 と こ ろ が、こ の 命 題 自 身 が

耐 震 設 計 そ の も の で も あ り 、 こ こ に 問 題の困殺さがあるとともに、上の率直な印象を招く原因になっている。

この factor of  i gnorance を な く す る た め に は 、崩 壊 建 物 詐 り で な く、 崩 壊 し な か っ た 建 物 に 科 学 的 メ

ス を 加 え る 必 要 も あ る 。 地 震ーの研 究 が 進 め ば 、 も し か り に す べ て の 建 物 は whi t e noi se ， 330gal の地 震

を 対 象 と す べ き だ と な っ た と し て も 、 設 計 安全 率 は 明 確 に さ れ る だ ろ う し 、 ま た あ る 建 物 に対しては、

こ う い う 地 震 は 考 慮 し な く て も よ い と い った 明 快 な 結 論 が で て くる 可 能 性 も あ る 。 ( G )

- 線 引 の ー 問 題 点

都 市 計 画 法 が 全 面 改 正 さ れ て 都 市 計 画 区 域 を 市 街 化 区 域 と 市 街 化 調 態 区 域 と に 分 け る 、 いわゆる線号 l が

行 な わ れ 、 開 発 許 可 制 度 が で きた。

大 都 市 周 辺 の 限 り な い ス プ ロ ー ル 現 象 を く い 止 め よ う と い う の が 最 大 の 目 的 で あ る 。 公 共 投 資 を 効 率 よ

く 計 画 的 に 行 な っ て 、 都 市 へ の 人 口 集 中 を よ り よ く 誘 導 し よ う と い う の で あ る 。 し た が っ て こ れ か ら の

都 市 住 宅 は この 市 街 化 区 域 の 中 に 建 設 さ れ な け れ ば な ら な い 。 い っ て み れ ば あ た り ま え の こ と で あ る が 、

これ が な か な か む つ か し い の で あ る 。 各 市 で は 開 発 に つ い て の 関 迷公 共 公 益 施 設 に つ い て の 費 用 負 担 が

問 題 に な っ て い る 。 通 勤 の 足 で あ る 鉄 軌 道 、 パ ス 卒 業 も ま た 開 発 者 負 担 の 問 題 が 提 起 き れ ている。

こ の よ う な 事 情 を 考 え る と 、 す べ て の 開 発 行 為 が 順 調 に 市 街 化 区 域 の 中 で ほ ん と に 起 る で あ ろ う か 。

さ ら に 線 引 に よ り 、 市 街 化 区 域 内 の 地 価 は 公 共 投 資 が 期 待 さ れ 、 そ れ だ け 価 格 が あ がることはないか。

ま ず こ の こ と が 区 域 内 の 開 発 を に ぶ ら す の で は な い か。 線ヲ| と公共投資だけで、市街化区域での 開 発 を

誘 導 す る に は ま だ 条 件 が 足 り な い よ う で あ る 。 ( M )

. 百 年 の 大 計 ・ 故 後 藤 新 平 を 称 え る

〔

一

月

号

よ

り

六

月

号

ま

で

上

記

四

氏

で

担

当

〕

明 治 、 大 正 時 代 の 政 治 家 後 藤 新 平 と い う 人 は 、 体 大 な る 人 物 で あ っ た と 思 い ま す 。 現 職 中 は 「 後 藤 の 大

風 呂 敷」 と さ ん ざ ん た た か れ た も の で す 。 何 事 で も 百 年 の 大 計 を た て て 計 画 し た 人 で し た .

私 が50年 前 台 湾 へ い っ た と き 、 台 北 の 新 市 街 の 余 リ に も 立 派 な の に 鯖 嘆 し ま し た. 全 部 洋風 で三 階 建 以

上です。人道は、 一 階 の 軒 下 4 メート J レぐ ら い 、 人 道 の 上 が 二 階 に な り ま す 。 車 道 は 、 人 力 車 よ り な い

時 代 に 、 実 に 広 〈 六 車 線 ぐ ら い は で き ま し ょ う 。 後 藤 新 平 が 、 台 湾 総 称 府 民 政 長 官 時 代 の 建 設 で す 。 総

督 府 も 立 派 な も の で し た。 当 時 大 阪 は も ち ろ ん 、 東 京 で も 洋 風 は 非 常 に ま れ で し た か ら ま っ た く 驚 き ま

した。台湾在住の内地人の方が、 「 台 湾 人 に 東 京 を み せ る よ り 、 台 北 を み せ る だ け に し た 方 が 、 政 治 的

効 果 が あ る り と い わ れ た も の で す 。

東 京 駅 も 後 藤 新 平 の 計 画 で で き た も の で す が 、 東 京 の S 氏 が、私に、 「東京駅 に ク モ の 巣 の 張 っ た マ ン ガ

をモド、て、 トテ.ツ モ ナ イ 大 き な も の を 追 っ た と 、 さ ん ざ ん た た か れ た の だ が 、 後 藤 な ら こ そ 、 よ く あ れ

だ け の も の を 巡 っ て く れ た の だ。」といってたたえられました。

後 藤 新 平 は 、 東 京 大 浪 災 の 後 、 内 務 大 臣 ヨIf帝 都 復 興 院 総 裁 と し て 、 画 期 的 な 復 興 計 画 を 作 り ま し た 。 現

在 の 昭 和 illi りは、 2 倍 か 3 倍 の 大 道 路 の 計 画 で し た が 、 議 会 で さ ん ざ ん た た か れ て 、だんだん釧くなり、

ょ う や く 現 在 の 広 さ に な っ た と 聞 い て い ま す 。 も し 、 後 藤 新 平 の 計画 泊 り に し て い ま し た ら 、 交 通 マ ヒ

も な く 、 世 界 の 桜 範 都 市 に な っ て い た こ と で し ょ う 。 ( Y )
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条第 2 項の指定による建ぺい率の緩和について… … … … … … … … … … … 7  
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企 1 階サロンより中庭をみる

村野・森建築事務所

J主計院理村' 1 ft ・4長建築事務所

総 工 鹿島建設K K

設 備 三機工業K K

pfr :(E 地大阪市阿倍野区阿倍野筋 2 - 3 - 8

t  則 昭 和45年 l 月ー同年11月末

附 造 地 上 3 階 地 下 l 階

地下部分 R C 進 地 上 部 分 S R Ci孟
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特集 : 都市生活とみどり

- 都市生活 におけ る快適性とは何か… … 。 乙れは早くから指摘

され，いくつ かのすぐれた分析もあるけ れど，あらためて，もうー

度探って みようという 気運になったのは， 最近の「環境」というものの

価値尺度が問いたださ れているか らである。

- 経済成長政策と都市化にと もなう自然環境 と生活環境の破壊という 事態のなか

'  

で， 「植物の被い」が地表か ら消えたらどのようになるか ・・・ … 。ある植物生態学者のい

うととろによると ，地球上をコンクリートで全部被ってしまうな らば， 2 千年 ....... 3 千年で，

乙の地球上から酸素がなくなるとの乙とである。

- 乙乙にあらた めて， 植物の被いの「自然の自然」たる姿を思い起すのである。 「都市 lζ 緑を ./ J は，

またわれわれ建築関係者にとっては， 「計画 lζ 緑を . / J  I設計K 緑を. / J  I住いに緑を ./ J のキャンぺンを

意味する。 ( M)  

- 都市生活の快適さと空間のしくみ/ 多胡進

- 都市と緑化運動/ 加藤一男

. ビ、ノレ緑化のすすめ/ 中川秀夫

- 住 い の 緑 / 近藤公夫・島村昇・鈴鹿幸雄・中田雅資・村田光平・城戸健一郎

- 生活環境 トピックス/ 生活道路さまざま ・都市の老人 ・子供と水 ・主婦と土 ・共同住宅と貸花壇

'  - 技術の頁/ 自動謹水装置/ 塚本正司

.  
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都市生活の快適さと空間のしくみ

多 胡 進

1. 都市生活の快適さ ，あるいは都市生活の楽しさを容れるためのしくみについ て， 安易に語るわけ

にいかない昨今である。都市生活の快適さに対する環境をとくに今回は社会的側面から書ければという

のがととでのテ ーマである。乙のような大テ ーマについては ，なおさら困難な事情を伴う。社会集団の

形成のされ方が大きく転換 しつつあると思えるからである。そ乙では ，都市生活の快適さに対する空間

しくみは ，現社会の しくみから単純にリ ニアな発想をしただけではっくりえまい。 一方素朴な空間の ア

イデアも無力な ζ とが多い。都市における快適な社会生活のための空間のしくみの問題を解決するにあ

たっては ，その底によ とたわる公害問題を生じさす基盤や土地問題，そしてそれらに対する社会の しく

み，さらにそれらに有効な計画の理論が解明されて乙そ新しい段階に入るととができる乙とは間違いな

かろう。しかしながら乙乙では社会環境の問題を別な面から社会生活ないしは行動をめぐって考えてみ

たい。一方都市における社会生活の環境の問題は ，社会生活そのものあるいは人間集団そのものに起因

するととであろうけれども ，物的環境にそれらの問題をおきかえて考える乙ともできょう。さらに ，物

的環境を通じて考察した方が現在の社会生活の環境の問題により直接的にアプロ ーチした乙と になる と

も思える。社会環境の中にある多次元の価値論がひ とつの物的環境の中に集約している ，あるいは ，そ

れらを通じて多くの人が考え方を展開させうると思われるからである。

2. さて ， 日常の社会生活についての環境づ‘ くりは ，いうまでもなく住区計画論，公共施設地域計画

論，コ ミュニケー シ ヨン システム論，緑地系統の計画論，そして上位の視点からの都市構造論，都市構

成論などがひとつの都市空間の中で折重なって行なわれていく。住区計画論に関連して ，若干のものを

あげてみれば，・ 19C末に組立てられ，20C初頭に実際展開された田園都市論 とその系類，Feder の生

活段階構成論 ，20C初頭の Ne w Yor k における混乱に対処しよう とし て最初に公的な立場で論とし て

書き表わされたという C. A .  Perr y ほかの近隣住区論 ，C. Stei n ほかによるラ ドパーンシステムの実

験による計画論，一方 ，20C初頭の工業都市の混乱に対しての合理性を貫ぬいた理想計画論，・ 第 2 次

大戦終了とともに出された乙れ、らの集大成ともみられる一連のロンドンプランのなかの コ ミュニティ ー

単位や近隣住区をつかった環境づくり ，ζ れらに引続く Ne w T own の計画のなかにみられる近隣住区

やクラスタ ー論，グル ーピング論による環境のしくみ，・ 1950年後期から 1960年代の Cumber naul d，

そして Hook の計画から初まる素朴近隣住区論に対する批判を通じてつくられた後期 Ne w T own か

ら出てくる計画論，別の系から考えられたけれども ，後期 N. T. における考え方と共通点が多いのは

興味をひく C . I . A. M. 以来の理想都市論に対す る批判を通じて生まれた T ea mX を中心 とする考

え 方 一Candel i s 他による新都市 Toul ouse L e  Mi rai l や P. A .  Smi  t hon などの計画，・ 現在に

ぎやかに出される市街地整備のなかにみられる コ ミュニティー計画論，再開発計画や生活環境整備計画

にみられる中心施設街区内歩行者路，個別公共施設整備による計画論がある。乙とにはとれらによって

新 しい環境をつくろ う， そしてなんとかして新しい環境の段階を確保 したいとい う期待がある。しかし

ながら環境のしくみについての乙れらの計画論が，今世紀前半につくられた理論に対して全く新しい方

法が出せたかとい う問題を残している。

3. 卑近な例をあげれば，1950年代後期には ，既成市街地をまとまった規模で再開発する乙とはでき

なかった。ょうやく大規模団地の実現の時期であり ，当時香里団地は実現したものとしては世界でも稀

にみる大規模団地であった。 乙乙では計画者の夢であった素朴近隣住区論の実施が多くの努力のなかで



ある程度達成されたのである。社会生活のための環境づくりのしくみは今から思えば条件 としても単純

であったといえるが，当初の居住者の状況は主人は職場と任意社会圏峨存し ，主婦の社会生活は? ま

つぶ しない しは手ならい であっ た。社会集団の構成が若夫婦とその子供中心としていたのであるから ，

環境のしくみを要求していたのは ，唯子供たちであった。しかしながら単純な素朴近隣住区の図式によ

るしくみはまもなく問題を提出したのである。古い意識の自治会と進歩派文化人による香里文化新開発

行のグル ープの聞には多くのあつれきがあったけれども ，先の文化・人を中心とした保育所や電話局の獲

得運動であり ，公団管理規程と居住者の要求との閣の矛盾であった団地内商居街の前の広場での周辺農

民を中心とした青空市場の開催と中止であり ，自治会主催による夏季の仮設ビニ ーJ レプールの設置等々

であった。乙れらは団地建設当初 ，学校教育施設， 日常生活必需品を中心とした団地センタ ー， 小診療

所( 後に有床病院がつくられた) ，公団住宅を中心とする小集会所 ，そして別の系としての近隣公園ま

での遊園の分布のみといっても過言でない環境のしくみであって，当初から予測されていたとはいえ ，

居住者の生活を環境のしくみとして容れきれていなかったといえよう 。

近隣住区方式をさらに整理した当初計画人口 15万人の千里ニュ ータウンにおいても ，行商や生協活動

が容れられる場所，住区方式を超えて行なわれる生活行動や単調な生活行動になっている住区に押し込

められた居住者の問題，社会環境としての社会集団をいかにするかという乙と ，住宅型配分計画 ，建設

プ ログラムとの聞の検討の未消化のために生じた社会集団の片寄りと集中化による生活の単調化 ，一様

化， 一公共施設は種類が少ないままで利用ラッシユが起ったー，等の問題があげられる。ラドパーンシ

ステム の形式はとったけれども人々は大部分自動車路によって生活を行なう ，等々がみられる。

とのようにみてくると ，新しい環境のしくみ論は新しい段階にうつっているとともに計画技術にうら

うちされる必要がある。以上にみてきた香里団地や千里ニュ ータウンにみられる環境のしくみがもっ社

会生活に対する矛盾は ，地区環境全体としての景観やその後につづく問題については別にして一応 ，I物

とり」が終れば，問題は片付いたといってもよかろう。しかしながら ，最近の市街地整備と並行してみ

られる環境のネガティブな面に対して行なわれる住民運動は環境計画にとっては ，新たな問題を多くも

っている。つまり ，どのような環境のしくみをつくろうと未だ整理して提示しているわけでない。何々

の工場を誘致しようとか ，何ベッドの病院をつくれとかいっているわけでないととも多い。また ，ある

ときは ，頑強に既成の環境を守ろうとするし ，新しい施設の計画に反対の意志表示を行なう ζ とが多い。

また乙れらには ，社会環境としてのとれまでの隣組町内会や，利益集団などで簡単に説明しきれないも

のをもっ ている。千里ニュ ータウンにおける生協活動もそのような意味であらたな問題をもたらすであ

ろう。 乙のような事態は ，計画における歴史では常 lζ 多かれ少なかれ生じていたけれども ，高度成長下

の昭和30年代に描かれていたような計画論では ，容れきれないものをもっているとみてよかろう。しか

しながら ，社会環境の新しいしくみは ，今みられるネガテ ィブな面での活動に対して， 自分たちの社会

生活を主体的に主張 し， 行ないだ した ときに実現する乙とになろう。またそのような社会環境のしくみ

は，ネガティブな面に対する要求 と表裏一体となっていると乙ろにある社会生活の トー タノレイメ ージで

あろ う。そのような トー タノレイメ ージに対して緑地のシステムや ，公共施設の設置は大きな役割をはた

すに違いない。また計画がそのようなイメ ー ジをえがいて乙そ社会環境のしくみもつくられよう。乙の

ような意味で，住区といったひろがりをめぐる空間のしくみについても ，種々の試みとす乙しの i時間を

要するであろう。そして都市生活のための環境のしくみはいつも住宅の水準とそれらの住宅の集合化の

問題に帰する乙とであっ た。

4. 社会環境にとって「似たもの同志の集まり」で表わされるもうひとつの問題がある。わが国のい

わゆる住宅需要階層論は京大西山先生の研究に始まる。住宅の供給型と取得者の経済社会階層の強い相

関のメカニズムを解明する乙とにより ，住宅問題がもっ矛盾を追求したものである。そのような研究の

目的とは ，はずれるけれども，ある住宅地の住宅供給型が似ていると ，収入，職種，従事産業規模，学

歴等の似たもの同志が集まるととになりやすい ζ とがもたらす問題である。乙の結果は ，ある街なみに ，

独特の社会的雰囲気をかもしだす。それは ，ひとつの社会環境として表わされる。阪神閣を例にとれば，
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古くは芦屋の独立住宅群は芦屋族を， 2 D K型による公団住宅団地は団地族，文化アパート地区では若

い単身者や共かせぎの若夫婦の集団 ，の想定等々が都市居住者にとってある程度描くととができょう。

人々は，独自のつき合い関係をそ乙にもっている。乙の社会環境はそ ζ に住まない人にとって，内の生

活は決してくわしくわかるわけではない。外の人からみれば界隈としてのプライパシイが厳としてそと

に感じられるからであろう。居住者は転勤 という強い外的強制を除 けば，常に庭付独立住宅，あるいは

広い住宅を得る方向で移住するとみてよい。今のととろ ，郊外の分譲住宅，土地柄のよい市街地のマン

ションで定着性が高いとみられるようにである。

と乙ろが，社会集団の基本的性格は ，そうたやすく消えるわけでない。また1950年代に英国の社会学

者で日本研究家の R . P. ドーア 著「都市の日本人」の中で分析された東京のホ ワイトカラー層が住む下

山町の近所づきあいにみられる隣組，町内会的関係と向う三軒両隣りのインフォ ーマノレな関係の重なり

合いはとわれつつあるけれども ，別の形態の集団としての共通の規範や ，一定の思考，行動様式が生れ，

それらは居住者が変ったから といってたやすく変るわけではない。おそらく とれまでに郊外住宅地 ，公

的団地をはじめとする各種住宅形式の調査結果( 人口構成の経年変化に関する研究) から推論すれば，

15年- 20年前後の間，ひとつの特徴をもっ乙 とになろう 。よく似た経済の階層があつまるだけでなく新

参者は ，古参者の集団 iζ 順応するからである。

5.  とζ ろがこの社会集団は ，見事に物的環境条件によって左右されるのである。古き個人主義の エ

ゴイズムの危険とと もに ，差迫った危険とし て組織への信仰に痛烈な批判を加えたフォ ーチュン誌の編

集者であった W. H. ホワイトは「組織の中の人間」において，米国郊外住宅地のパークフォレストで

の交友関係の網の目の形成のされ方を解析したけれども ，主要な要因が設計であるととを認めざるをえ

なかった。そして近距離やコ ー トを中心とし て結ばれた交友関係を中心にしてパーティ ーや趣味や助け

合いといった社会生活が営まれている乙とを。また ，建築のプランナ ーで社会学者である P. Ri t ter に

よって住宅地の社会レクリエー ション計画の空間のしくみとし てのラドパーンシステムの再評価のため

に行なわれた英国の新都市や古い市街地のテラスハウス地区での Soci omet ry 手法による社会調査は ，

Street 型と Cul - de- sac 型ないしは foot - path 型をくらべるとき ，hot な近隣関係は後者におい て多

く深くみとめられ， Pat h や Cul - de-$ac が形成の単位になっ ているととを明らかにしている。わが国

の社会調査においても( コミュニティーの形成，多胡，住宅建設No.， 16， 1967 参照) ，中層フラッ トの

.  団地では ，つき合いは階段室や様を節として，形成されている ζ とが検証されている。以上のように人

々によってつくられた社会環境は ，実は物的環境によって規定され，助長されていた。とのような意味

で，社会環境のしくみに対して住宅地の空間構成，公共施設の充実と 配置のされ方，ぺデストリアンル

ー トの設置などの空間の しくみで問いかけるととの意義は大 きい 。具体的な事物を通して人格を形成す

る子供たちにとって は，それは教育環境であり ，何十年間なりの老令期をすどす老人にとっては福祉環

境なのである。

6. さて ，社会環境のしくみを考えていくにあたって ，種々の空間のしくみについての試みが人々の

生活にどのように関係していくかを考えてもらうために ， 2 ， 3 の実態を通し て推してみたい。最近行

なった生活行動調査* 1のうちの 2 ，3 のデーターと 歩行行動調査本2から推論してみたい。

さて，生活時間構造は ，都市における生活行動をとらえるために行なった調査のどく一部である。く

わしくは改めて紹介するととにする。対象地は，神戸市の大中規模独立住宅の地区( 東灘区本山) ，文化

住宅などによる過密混合小規模住宅地区( 灘区宮本) ，住宅をもっ対個人消費商庖街地区( 灘区稗田)，

小規模住宅で住工混合の( 長田区真野) 地区 といった市街地の典型地区であり対象者は小学生， 中学生，

高校生 ，勤労青少年，主婦にわたっている。いずれにおいてもインフォ ーマノレな社会生活になりうる余

畷生活は日常的にもっているわけでその量は多い( 図- 1 ) 。

今のと乙ろ住宅内での T . V. などが圧倒的に多く余暇は家族を中心にし ているが，余暇時間の増大

は明らかである。またとれは外での社会施設や ，プログラムにおいて気軽に利用できるものがないか ら

である。
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小学生，中学生，高校生は ，それぞれの要求に応じ量の多少はあるけれども，平日でも放課後にまと

まって時間をもっている。休日は余暇のみといってよい。 ζ の余暇の展開される場は校区といったひろ

がりの範囲内である。今のと乙ろ公共施設やオ ープンスペ ースがないから学校と自宅の往復になりやす

い。いずれにしても ，校区内は彼らの生活空間のすべてなのである。

勤労青少年においては ，生活はひろがるけれども ，地域地区 lζ 対する需要と要求は強い。とくに先の

4 地区のうち大阪通勤の多い灘区本山以外は顕著であり，地区環境における社会施設への要求は確かで、

ある。しかしながら現状は公共施設とプログ ラム の古さは ，青少年の余暇を平日は職場 ，休日は自宅と

都心で、過ご させている。

主婦は ，年聞を通じて余暇中心，住宅中心といっても言いすぎではない。しかし ，地区によって差異

がある。第 3 次職業の多い本山では ，主婦はひまであり ，遠くへ出かけているものもいるけれども昼間

の T. V. や育児，子供の教育は多く，商業地区や住工混合地区に居住する主婦は家業手伝いのような

時間がかなりみとめられる。いずれにしても可能性は居住地での社会生活にならざるをえない。むしろ

ひまをもてあまし気味で子供の保護養育に熱中しやすい。

以上の傾向を計画ないしは今後の都市環境といった面でみれば，各種の社会施設やオ ープンスペ ース

をできるだけ分散させ地域地区で享受できる乙とが社会環境の新しいしくみになるわけである。それは

レクリエ ーションスペ ースのしくみであり ，もともと創造性に対する用意である。従来みられたような

縦割が形式化し ，中身がうすくなりがちな公民館や学校開放ではなく ，例えばクラブ施設や ，図書館と

プール の組合せといった複合化による計画であろう。そしてユ ースサ ービス施設も ，土， 日の青少年と

平日の老人といったふうに異った主体の利用を可能 lとするあらたな公共空間づくりであろう。

一方都心や自然利用はそ乙でしかえられない空間として，つまり ，自然の保全などを徹底させる ζ と

である。

7. 人々は ，都市環境のなかでどのように動くのであろうか。社会生活のより直接的行動に関する取

扱いの参考となろう。 図- 2 は，住宅地における主婦の 3 つの歩行行動一一買物，駅( 外出) ，散歩一ー

の実態である。乙 ζ でみられる住宅地は千里ニュー タウンの 1 住区のなかの公団中層フラット団地で，

団地の北東は近隣センタ ーと つながり，東西に中心となるペデストリアン J レート， 南北にボック ス型住

棟の聞をぬって 4 本のペデス トリアン J レート が通っている。いわゆる歩行者路の確保である。図中の棟

で網目のかかっているのは ，対象者の居住棟である。なお対象者は施設との配置関係や団地内の居住位

置によって選定してある。調査は 3 つの生活行為について最も近い晴天のー自における実際のル ート を

追跡記入してもらったものである。結果をみると設計者のしくんだ住宅地空間は居住者にとっていろん

な意味をもっていることがわかろう。また ，ひとつの傾向をしめしている乙とがわかる。わずか 3 つの

生活行為の動きであるが ，3 つは全く違った傾向をしめしている。

買物は自住区の近隣センタ ーを利用しており ，サービス 街路や他棟のアプロ ーチであろうが，で きる

だけ心理的に物理的 lζ 最短距離を通ろうとする。計画によってまとまったひとつのル ート にのせるとと

ができょう。しかし ，散歩の J レート は，団地全体に遊園などをつないでひろがっている。明らかに ，色

んなととろ ，普段通らぬと乙ろを見たり楽しんでいるわけである。緑の網の目や広場などが計画 される

ならその窓義は大きい。住区外へのノレートはばらばらの方向をもっている。バス停からみて，団地居住

者がいくつかにグル ーピン グされている乙 とがわかる。

以上は J レー トの設定や施設の配置や住区間のつながりなどで ，住区空間を社会生活からみたひ とつ の

統一体としてしくむ設計技法の有用性を示しているとみられる。とくにインフォ ー"7/")レなルートシステ

ムを他の目的 J レートと 重ね合せてもくろむ 乙と は重要な課題である。住宅地環境のアメニティ ーの密度

が高まるからである。

*1.  神戸市におけるコミ ュニテ ィー総合実態調査，生活行動，集計資料篇，1 - 5巻，神戸市 コミュ ニティ ー研究

会( 担当，大阪市大多胡，上堂，中回，荒木，坂田〉。

*2.  集合住宅地の歩行行動調査( 多胡，上堂，吉村，金次， 1966- 1968年) 。報告としては建築学会， 1967年10月，

大会号，集団住宅地における配置技法と近隣センタ ーへの主婦の歩行動線，集団住宅地における配霞技法と主

婦 の 散 歩 に お け る 主 婦 の 歩 行 動 線 。 ( た ど す す む 大 阪 市 立 大 学 購 師 ・工博〉
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都 市 と 緑 化 運 動

加 藤 一 男

1. 緑の文化革命

南北に細長く横たわる日本列島は，寒帯，温帯， 暖帯にわた

って緑に変化があり ，モンスーン， シベリアス ーン という季節

風によって年中豊かな雨量に恵まれ，植物の生長 lζ 最適の条件

下にあり ，し かも ，種々 な面で変化に富んでい るのが特色で，

ヨー ロッバ，アメリカにも見られない特徴であるといってもよ

し、。

われわれ日本人は ， 乙の美 しい大 自然の中で長い間その生を

楽し んできた。しかし人聞の智能と限 りない慾望はよりよい生

活を目ざして，森林を伐採して木材とし， 林を焼いて農耕地と

して， 衣，食，住を充足し てきたが， 人口の増加につれて，自

然の あらゆ るものを征服し，住むに快適で， 働くに便利な都市

をつ くり ，今日のよ うな燦然とした都市文化を築きあげた。し

かし， そ乙には昔の日本の姿はなく ，緑の面影すら失った。美

しい詩情と して映 った民のか まどの賑いは，もはや風情ど乙ろ

か，光化学スモッグ， coおよび鉛公害などの大気汚染の原因

とな り， 巨大化した過密都市は， 老人，子供の交通事故の増

大，遊び場不足による肥満児や脆弱な 子供の増加 ， 日照権の侵

害、災害に対する無防備な状況などの弊害を招来した。

人間の幸福を追求して営々として建設したはずの都市は ，今

や一生を託するに足る ようなと ζ ろで は な い よ う な 気 が い こ

のままでは都市は壮麗な人生の墓地となってしまうのではな か

ろうかと人々は不安を感じ始めてきた。

乙の乙とに気づいた 乙とは，人智の万能を誇っていたわれわ

れにとって全く予期しない乙とであり，乙の対策は ， 日本ばか

りでなく，全世界の大問題となってきた。乙の大問題 lζ 取 り組

んだ人聞は，その長い間の都市経営の経験から ，死にかかって

いる都市に活を入れ，人間性の回復をはかる有効にして且つ，

適切な手段で， しかも，人々が容易 に実行でき る方法として

は，人々の生活を自然に還すという単純な ζ とであると いう ζ

とを発見した。厳然とした自然の法則を無視しては人聞は生存

できないととに思い至ったわけである。
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記念樹の森の第 1 団結樹式にのぞむ大阪市長

アメリカ大統領の「生活環境の保全 lζ 関する教書J ， 1970年

ノレクセンブルグで聞かれた自然保護年の開会式でのヨ ーロッ パ

24カ国による「人間の 生活環保全決議」などにみられるよう

に，緑で代表される自然と人間との因果関係が重大な課題とな

ってきた。全世界は ，科学的な調査，研究にもとづいて計画的

に， 20世紀の新しい緑の自然の回復，創造に懸命になってい

る。 20世紀乙そは，全人類に与えられた緑の文化大革命の世紀

である。

2. 緑 と 人 間

人聞を含めてあらゆる動物の生存 lζ 欠く とと のできない緑

は，人閣の心と肉体 lζ 絶妙不可思議な影響を与えている。

(1)  環境気候の調節

人聞の活動を大きく左右する外的要因として温度がある。人

聞は 18

0

C を中心として上下 3

0

C の聞が最も快適とされている

が，樹木lζ は夏の暑い時lζ 温度を下げ，冬の寒いときには温度

を上げる力がある。アメリカの実験例によれば，夏の晴天時の

アスファ J レ卜面と樹陰地では実に16. 6

0

C の差が認められ る。芝

生と裸地 とくらべて見ると，互晴天時に芝生地が 3
0

C涼しく ，

反対に冬の晴天のときには芝生の方が 4

0

C 暖かい。と のような

狭い範囲の気候のととを微気候というが、乙の微気候学の立場

から都市のあらゆる空聞を緑一色につつむととが主張されてい

る。

(2) 酸素の放出

ドイツのべ J レナツ キ一 博士によれば，高さ 2 5 m， 樹冠直径

15m， 80年生のプナを例にとると ， との樹は 160m' の土地を覆

っており ，その葉面積の合計は 1， 600ばである。乙の樹木は実

験によれば， 太陽熱 6，075 カロリ ーをつ かって， 1 時間当り

2， 352gr のC Oz を吸収し， 1，712gr の酸素を放出 している 乙

とがわか った。 ζ の結果に よれば，理論上人聞は年間，葉面積

150m' から生産される酸素を必要とするわけで， ζ れを緑地に

換算する と， 1人当り 30- 40m' の緑地を必要; とす るととがわ

かる。

、



(3)  大気の浄化

樹木は大気の亜硫酸ガスをその濃度に比例して吸収し体内に

蓄積する性質がある。亜硫酸ガ、スの発生源からある程度の距離

にある樹林においては直接ガスにさら される樹木と発生源の反

対側にある樹木の硫黄の含有量にはっきりした差があるという

実験結果より ，樹木は発生源側の亜硫酸ガスの濃度の高い空気

を浄化し，濃度の低い 空気 として反対側に送り出す作用があ

る。クロマツ林においては 1 日当り林関空間 1 nf につき 20mg

の亜硫酸ガスを吸収する乙とから ，都市内の広幅員のグリ ー ン

ベノレトの有害ガスの路過機能が再認識されてきた。

(4)  煤塵の捕捉

幅わずか50cmほどの樹林帯においてさえも，直接排気ガス，

粉塵などにさらされている枝葉と反対側の枝葉の煤塵付着量「

は20- 60;; ぢほどの差がある。

(5)  騒音の減衰

音が樹林内を通過する場合 ，音の エネノレギーの相当量が失わ

れる。樹林の疎密度，下木の有無，音の周波数などによって異

なるが， 30 mの密な樹林帯と ，同じ幅の裸地とを比較した実験

例によると ，80ホーンの音源に対 して10m離れた場所での音の

減衰状態は ，前者が35ホーンと なり ，後者は70ホー ンにすぎ?

かったという顕著な効果が認められている。

乙のように ，数例あげただけでも人聞に与える緑の効果は，

どれも都市公害の根本問題につながっている 。

街路樹と芝生の温度表
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地表状態による騒音の伝播

。 ｉｴｦｾ : ホーン

音源ょ η の 距 離 5  m 10m 15m 2 0 m 25m 

コ ン ク リ ー ト 面 80 .5  78. 5 75. 5 81 . 0  79 . 0  

三乙 生 I也 80 . 0  75. 5 74 . 0  69 . 5  68 . 0 

柏f ヰヰ 卒事 80 . 0  71. 5 68. 0 65 . 5  63 .0  

生 士=!! 76 . 0  72. 5 69 . 5 67. 0 66 . 0 

(6)  心理的効果

樹木の人聞に与える効果は前に述べたような物質的な効果だ

けではなく ，人間と緑の関係の うち大切な乙とは， われわれの

精神 lζ 与える影響である。緑のもつ美しさから生まれる効果で

ある。とくに樹木の持つ美しさは，花や芝生の緑と全く異なっ

た美しさがあ る。

乙れは樹木が人間と 同じ生物であ る乙と，人間より，よりは

るかに長生きす る ζ と，さ らに人間より，よりた くま しく，大

きく生長する乙となどからくる親愛 ，憧 J慢，畏敬などの感情を

人聞が樹木 lζ 対して抱いているからである。

巨木を神木として敬ったり ，人生の楽しい思い出を ，木 lζ 託

して記念樹として値えたり ，われわれの世代の知らない過去を

知っている樹に思いをはせたりするなどは ，そのあらわれであ

る。また，情操を豊かにし，心をやわら げス トレスの解消に役

立つなどの心理的効果も見のがせない乙とである。

3. 緑 の 喪 失

われわれの祖先が集団生活を営み始めてから ， 生存のため

に，次第にまわりから樹木を無くしてきたが，それでも ，永い

生活の体験からすべてを失うような乙とはしなかったし ，それ

ばかりではなし合理的な生活を営む努力を重ねた結果，生活

環境の合理化のために樹木を選択し ，植裁にも工夫を乙らしな

がら ， 植樹をし ， 独特の風景を生んだり ， 風土 lζ 即 した産業

として特殊な樹木風景をつくったのもある。乙れらの風景がい

つの聞にか，独特の今日の日本の自然を生み出した。関東平野

のケヤキ の林，代々木の森， 日光の杉の森，三保の松原の防風

林，月カ i瀬の梅林，嵐 山や吉野の桜等々日本の美 しい 自然風景

は太古のものではないが，人間の叡智が生んだ祖先の造産であ

る。

と乙ろが一方，近年の都市への人口集中はさらにその速度を

増し ，昭和60年には総人口の7096が市街地 に集中するだろ うと

いわれている 。都市に集中する 人口は ，第 2 次，第 3 次の人口

であり ，大都市における事務所，事業所の見通しは昭和42年現

在の 2 倍強の床面積を必要とし ，また住宅についても大都市地

域では約 1，500 万戸の建設が予定されている。

限られた国土内において ，乙のような傾向は必然的に自然の

破壊を伴うととはわかりきった乙とであり ，森林および農地な

どの緑地は，昭和40年に比べて60年には約60万ヘクタ ーノレの減

少が見込まれている。

都市の緑の拠点である公園緑地の現況はどうか。

昭和44年現在のわが国の都市公園の面積は20，350ヘクタール

都市公園の数と面積
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4 大都市の公園比較

市 域 人 口 公 園

人口 i 人

間 査

者日 市 名 人 口
当 η 公園

面 積 密 度 面 積
面 4置

年 次

k m'  万 人 人 /ha krn'  年

東 京 23 区 578 876 8. 9 1. 02 1969 

ニ ュー ヨ ー ク 820 771 94 147 .0  19 . 00 1961 

モ ス ク ワ 335 490 146 47 .3  9. 7 1956 

大 阪 市 203 304  150 4. 5 1. 50 1971 
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で，都市人口 l 人当たりの公園敷地面積は約 2. 4 m' で ，都市公

園法に規定されている標準面積 Ｖ ｭＧの Ｔ Ｐ ｾ ちにすぎない。昭和 ＳＶ

年現在のものと比較すると ，面積は 5，960 ヘクタ ーJ レの増 ，都

市人口 1 人当たり面積でわずか0. 03rrf の増加である。乙の日本

の公園の現況をニュ ーヨーク ，モスクワ，東京23区，大阪市の

4 大都市について比較してみると ，日本の大都市の 1人当り公

園面積は10分の l 以下，貧弱な公園事情である。

乙れに対して，人間性の回復の都市づくりが大きな課題とな

っている今日 ，都市への自然導入にはかる公園緑地事業 iζ 対す

る国の公共投資の推移を見ると ，公園事業の占める割合は昭和

44年で公共事業 lζ 対する投資額の 0. 496 と小さく ，人口の都市

集中の激しい都市の公園緑地の充足は緊急を要するものの一つ

となってい る。

4. 緑 化 運 動

都市環境の整備の一環として ，緑の問題が大きな社会問題と

して取りあげられるようになったのは，何も今 Iζ 始まったとと

ではない。戦後はもとより戦前から，自然保護，都市の緑化が

強力に展開されてきた。

大阪でも ， すでに昭和11年に「大阪緑化 5 カ年計画」を策

定，とくに昭和14年10月13日から始まった第 4 期緑化運動には

「各戸にはもちろん ，空地には必ず植樹J [ " 木を植えましょう。

木を愛しましょう」のスロ ーガンのもとに， 53団体， 7，400名

の市民が参加して，公園 ，社寺境内 ，学校校庭，官公署の前庭

など28カ所に 2，825: t ドの植樹をしたという記録がある。

もちろんとのほか ，日本の各都市ではアメリカ各州法で制定

されているア ーパー・ デイ ー ( 植樹の日) にならって ，思い思

いに植樹の日を定めて ，都市緑化を推進してきたし ，毎年 4 月

1 日から始まる「緑の羽根J ，国土緑化推進運動も 20年の歴史

を持っている。

たしかに ，運動としては定着 しているが，もう一つ実効があ

がらなか った。

大阪市は昭和39年に「緑化は単なる都市美のアクセン トでは

なく，過密都市の体質を改善する重大な政策である J との信念

で強力な緑化運動を展開するにあたって，乙の乙とが最も懸念

された。市長はその年に「大阪をうるおいのある健康な町にす

るために，乙とに強力な緑化運動を開始する。乙の運動は ，全

市民の変るととのない願いとして，今後100年 ζ れを継続する」

と宣言したが，とれはたび重なる緑化運動の成果に危倶を抱い

ている市民に「とんでもない ，御堂筋のいちょうの並木をどら

んなさい。乙れは 1 人のある心ある市長が30数年前 K 植えられ

たものです。たとえ ，われわれの時代 lζ 緑濃い大阪にっくりあ

げる乙とができなくとも，私たちは555を持ち ，緑の願いをとめ

て，力をあわせて緑を育てる限り ，必ず緑につつまれた大阪が

できるに違いない。乙れまでのように線香花火のような運動で
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なく， 100 年がかりでもぜひ達成しなければならない。」とい・

う固い決意を秘めた宣言であった。そうして強力な緑化実践活

動が開始された。

(1) 緑化用地の確保

都市緑化の基盤となるものは公園緑地である。緑化 100 年 宣

言に即応するために ，まず財政上の困難をおかしてとの拡充に

手をつけた。その結果， 昭和36年と比較すれば，公園の数で

152カ所，面積で137ヘクタ ーJ レが昭和45年までに整備 ，拡充さ

れ，さらに拡充計画が進行中である。

大阪市都市公留の推移

年 度 | 公 園 数 | 公 図 面 積

昭和36年

昭和45年

2  5  8 ヶ所

4  1  5  

(2)  公共樹木の植栽

3  1  2  ha 

4  4  9  

1  . 0 0  mを

1  • 5  0  

市民の緑化の願いに応ずるため ，市内のあらゆる公共空間を

緑で植えつくす作戦をたて ，実行 lζ 移した結果 ，緑化運動を始

める前と比較すれば実に 67万本もの公共樹木がふえ ，町lと緑が

自につくようになった。

大阪市公共樹木の推移

年 度 | 街 路 樹 | 公 園 樹 言十

昭和39年

昭和45年

(3)  市民の植樹

31 ，320本

52，808 

364 ，746本

1，026，367 

396，966本

1，079 ，175 

いわゆる市民の税金で，役所がいかに大量の樹木を植えたと

しても，都市の緑化が成功したとはいえない。植えた木を育て

るととが緑化の要請である。大阪市民は緑化の誓いで「私たち

は一本でも多く木を植え ，家の木も ，町の木も ，みんな大切に

育てます」と約束した。まず自分で植えてみるととが，木を大

切に育てる心につながる。他人の植えた木には心が通っていな

いといっているのである。大阪市自慢のものに ，郷土の森，市

民の森，記念樹の森という三つの大規模な森がある。乙れは ，

いずれも市民自らの手で ，自らの木を植えたもので，現在，自

分の木として大事にその成長を楽しみにしながら見守ってお

り，第二，第三の森づくりも計蘭されている。

いずれにしても ，都市緑化運動を始めてから 7 年，市民の積

極的な参加によって，今や ，大阪市が全国の緑化運動をリ ード

しているとまで自負できるようになったのは，市民! C : ，大地 lζ

木を植える前 l乙 心 lζ 植える「き J を植えてほしい。心に植え

た緑の苗木は ，必ず，地面に植えられ，大切に育てられるであ

ろうという ζ とをマスコミを通じ ，あるいは ，あらゆる機会を

とらえて，キャンぺーンした結果の所産である。そうして乙の

仕事は根気のいる仕事で 100 年がかりの大事業であるというと

とも ，市民はよく知っているので，その成功にいささかの懸念

もない。

( か とう かずお大阪市公間部長〉



ビ ル 緑 化 の す す め

中 川 秀 夫

1 . は じ め に

われわれ人類の " すみか" については，今より 6 . 7 千年位前の石器

時代の後半と思われる竪穴住居 とか，遊牧民の幕屋なと‘ から ，農耕を生

活手段とするととによって定住生活に変っても ，やはり " すみか" は大

自然に とけとんだ点景であった。 しか し，職業の分化が進み商工業活動

がおとってくると ，単 lζ 住居だけでなく ，庖屋や作業場などの仕事場と し

ての建物が生まれてくる。人と人との コンタクトがさかんになり ，政治

権力が強大になるにつれ，それ との結び‘ つきもあって集落ができ ，人聞

は建築物など生活の場を作るために自然をリフォ ームしなければならな

いようになった。やがて集洛への人口の集中は都市という形をとるよう

になった。都市においては土地のスペ ースとシチュエ ーションだけが必

要なのであって，天然自然そのものは不要であり ，むしろ障害にさえな

る。技術的に可能であり ，経済的に成立つ極限まで自然を破壊しつくし

てしまう。その結果，都市の姿はまさに "都市砂漠" となってしまっ

fこ。

ζ のように都市の形成発展は自然の緑地の浸- 食をもたらし ，その環境

は人聞にとって生理的には居心地のよい場所でないのである。都市民衆

の人間性回復の願いの コンクリ ー 卜されたものとして何よりも市街地の

緑化を強く進めてゆきたいものである。植物が空気を浄化し，外気熱を

吸収，調節して，都市気候とよばれる厳しい気候をやわらげる乙とはよ

く知られている。それにもまして市街地の コンクリ ー トと 鉄におおわれ

た時間的変化のない三次元世界にあって，植物は日々成長し変化し， 春

には若葉，互には花 ，秋には紅葉lζ 四季おりおりの四次元舞台のアクタ

ーとなる。さらに自然の緑は造化の神の作品として ，その美しさが人工

の及ぶべくもない味わい深いものであって，人々の心iζ 深いやすらぎと

うるおいを与える効用は何物にもかえ難いものである。

2. ピル緑化のテクニック

樹 木 は太陽と水がなければその生々とした姿 ｾｌ 育つことはできない。

大地 ｾｌ 根をおろさせなければならない。市街地の地価の高い貴重な土地

を空ける乙とは大へんな抵抗がある。だが道路などの都市の公共施設の

キャパシティからみて，都市の建築物の容量にはアロ アンス がなければ

ならない。都市計画として地域どとに敷地の面積K 対する建築物の延面

積の割合の最高限度を定める容積制限がなされている。今までは容積地

区内だけになされている乙の制限は ，建築基準法の改正で今後は全域に

広げられる。技術的に高層化が容易になった現今，乙れからの建築物は

空地をゆったりととり ，その代りに高層化する乙とができる。そのよう

にして生まれた空地に公共性の効用を持たせる場合は ，規定の容積制限

を越えるポーナを与え，また道路や隣地からの斜線制限も解除しようと

いう特例的な制度がある。その手法の一つは特定街区の指定で・あり ，も

う一つは建築基準法52条 3 項および'56条 3 項による総合設計である。

乙のように ，敷地内にできるだけ空地をとる乙とを都市計画上も ，法

的にも積極的に誘導しようとする ものであ る。 乙う して得られた空地は

もちろん ，パーキ ンク。やプロムナ ード として も有用なものだが，樹木や

芝生を植え ，水面や噴水をとるなど建築物とよく調和して，しかも自然

的環境のスペ ースとし一般公衆にとっての，アメ ニティ の場としたいも

のである。乙れからの業務地区での事務所 ピルなどは，乙のような形が

最も望ましい。

場所がら ，平面空地の利用価値がそれほ ど期待できないときは ，建築

物の高層部は思いきってセットパックさせ， 低層部の屋上に広場を と

り，人工土地のように公衆が外部から自由に出入できて憩えるスペ ース

とするのがよい。交通のはげしいターミナルや商庖街などは，入車の交

特定街区標準{ 原則的なもののみ妓事)

敷地の規模 I  1 - 3 問符的地jK4，000m官、 4 - 8 H( 谷被地区2，000m' 、

9 ， 10純平?h'l 地区3. 000m' 以上

要

敷地の形 四周を広 いi Mr. て問 まれた街区( 例え 1: 9 、10H[容積

地区では主要道路20mその! 血の道路8 m以上)

公共性のある有効な。ド 1MセJ也、 屋上広場、ピロティ等

のl岡山のト - 1 J レが、放J也1M仙の30%以上あること

件

空地の規模

容積割増 しの I ｾｊ 也のｊＺ ｊｈ 見とれ地 ｉｩｬｩｦ 自に ｌｴＮ じて 、 Ｑ ＭＳ 般答桜地区

限度 I  4  ［ Ｇ ｾｊ ｬｩＧ Ｑ し、 Ｕ - 81応千Hu地区 3 ｾｬｭ ￞［ｲ［ し 、 Ｙ 、 ＱＰ 種答絞
特 I Ｇｗｾ 地 ｬ 正 Ｒ '，lilJ li' 1しまで

斜線制限緩和 |作i 1! ; 分か ら)!kJ 也.J A界線までの水平距離が当該部分の高

奥 1Ｇ，Ｂ，Ｂｾ＠ ".... ＢＧＮＮｾＮＮ＠ - 1さの j' J i fHI 7) ) { 以とまで、およ び 制lゅ の高 さが当該

の限度 |苦|巧知、ら，lIjlfliilmの中心までの 距離の 5 倍ま で緩和

その他の条件 ｉｾ ど ｩ 迎処理およひＧ駐車砲設が配 置されること

総合般針による特例許可取級基準

敷地の規模 ま
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U;'，じ; ) f ぺいネが 5 Ｇ，ｉ ［ｉｊ までのと こ ろは 、 ｕｾ￭ￋＧｪｾｬ 也 ｊ ＧｬＺ Ｑ こ ＱＮ Ｕ

'，I，:lj を}JII えたらの以! の -1をJ也、そのi也のところでは 2 '，I;IJ 

を加えた七の J;J， I-_ の全I也

h

 

1 - 3 トF'r'ト fUJ也1< については 3 ;'，<1]まで 4 - 10H(芥的地

| 主については 2 ［Ｇ［ｉｊ まででしか弘、 ｉ ＧｉＨ ｉｉ Ｇｾｊ 也、 ピロティ 、

同 1.:JJ; i J)j にj と々 i品l a3 、2 、1 をjj いナたらのの 1- - 1

J レIflih'!以ドとする

ト一目

斜線車 ｉｊ 限緩 和 ｬ ま た ［Ｑｾｾ ＧｩＧの五 Ｑｊｍｴ 生していないので ｊ Ｉｌ ｻｉ 検ＢＮｪ ＧｪＧ
の限度

L 一一一

その他の条件

1，' :].;11のJ，υ31判j i Y，ji'J j のため 、11 ＡＡＨｾ，＠ j:の )j ｉｾｾ 、， Ｑ｜ｩＺＧｪｕ ，持

ｊ ド ｪ ￶Ｚなど ｴ と ｩ 凶緩和 Ｑ ＷＩ［苛烈など ［Ｈｪ 凶 ＱＭＭ 、ＧムＺＮｾそ」二、 ＱＺＱｩＧｬ 卜 白

のAc! 在がなさI . Lていること |  

註) 現在は改正I刊の法令適用に付き 1 - 3 種容積地区で150()平方米以上，4- l() 種容積地区で

1，0ω 平方米以上である。
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通勤線の分離を立体的 lζ 処理するシステムが考

えられるので，地区の交通計画に合わせて，う

まくプランニングさせれば，自動車交通から隔

離された都市のオアシスが得られるであろう。

行政的にも乙うした低層部の公共性の高い有効

な利用を高く評価して，平函空地に準じて建築

物』ζ 特典を与えられるように取扱っている。

高密度化した都市では，細分化された敷地

IC，それぞれ勝手気健に建築していたのでは，

互いにディスターブして，街区や地区の ｭｾ 訟が

怒化し，街の発展のためにも大きなマイナスと

なる 。そ乙で都市再開発法なと ，共同建築化，

立体利用化の一層の促進をはかり，まとまった

空地空間を生み出すととが，街にグリーンをほ

んとうに呼び戻すための要件である 。

さて全国 IC先駆けて緑化 l∞年宣言を打出し ，

都市緑化ICカを入れている大阪市では ，昨年か

ら市内の優良なピ J レ緑化施設を市長表彰する制

度を作った。昨年は 4 月22日の緑化推進大会に

2 件 IC対して表彰状を贈り ，12件に対して感謝

状を贈った。表彰した 2件には復刻，石碑を現

場』ζ 建立して贈呈している。それらのうちのい

くつかを紹介しよう。

道路，地下鉄の整備などで立派なビ J レ街に変

りつつある大淀町に朝日放送の社屋がある。乙

乙の低周部である 5 階屋上に美しい庭園が造ら

れている。ピ J レの窓からその景観が楽しめると

ともに ，屋上の散策や休憩の広場として使われ

ているものである。乙乙から南へ向かい堂島河

畔に出ると ，白亜の容姿をみせている新大ピ J レ

の屋上樹園は，今や大阪名所ともいえるほど

あまりにも有名である。川上のハイウェイか

ら，対岸のビ J レから樹木の茂りが眺められる。

3，000平方米もある広い圏内に入れば，小鳥のl特

りさえ間かれるという別天地である。新大ピ J レ

の東仮1]1ζ 高さωmの威容を誇る三菱銀行は ，2 階屋上に 1.(間平方米もあ

る広い植込みが造られている。御堂筋は大阪の代表的メインストリート

として，街路樹のいちょう並木が素晴しいが，両側に林立するピ J レ群の

緑化はいささか淋しい。その中にあって平野町のガスビ J レと今橋の日本

生命ビ J レは ，ともに屋上が庭園として緑化されている。それぞれ面積も

1. ∞Orrf 位あり ， ピノレに働く人々に憩いの場と して質重なものとなって

いる。平宙空地のとりにくい都心部ピノレに少しでも緑の自然的環境をと

り入れる一つの工夫であろう。さらに南へ行けば，大阪名所のーっとな

った築港深江線と御堂筋との交文点 IC伊藤忠ピ J レがある。高さ 46米のシ

ックな暗色の壁面と広く空けた前庭一面のさっき と車輪梅の植込みとが

よく調和した風格ある景観をあらわしている。福島の堂島浜通lζ 関電病

院がある。 ζ 乙の表玄関前Iζ 7，αxl 平方米もある立派な庭園があり ，一

般公衆も自由に散策，休憩ができるようになっている。谷町 3 丁目の大

阪銀行協会は建物j周闘を形よく樹木で飾り建物を引立たせ，やわらかみ

を与えている。街行く人々の自にやすらぎを与えてくれるものである。

法円坂の近畿電気通{ 言局は建築物を高層化してコンパク トにまとめ，敷

地内 lζ 大きな空地を残すととができたので，緑の植込みをとっているほ

か，石敷の広いペーブメン卜の上に季節の草花を盛ったフラワ ーベース

をジオメトリックな模様に並べ，白亜のピル外壁と調和してま乙とにカ

ラフルである。附近は官庁街であるがーきわ華やかさを示 している。ま

た面白いのは関西市力の我孫子現業所である。職員が仕事のあい聞に所

大 東 市 の ビ ル 緑 化

内の空地IC，自らの手で植樹し造園したものだそうだが，市民の緑化iζ

対する願いの乙もったものといえるだろう。なお今後もますます乙うい

った立派な緑化ができる乙とを期待するのだが，昨年市内で 3 つの超高

層ヒツレが着工した。堂島の色々公社データ一通信局会，本町の ユニ チカ

ビJ レ，天神橋の大林 ピノレである。乙れらは計薗によるといずれもオ ープ

ンスペ ースをゆったりとって緑化をするようになっている。また ，大阪

の容積地区内で容積割増し許可第 l 号となった関電曽根崎 ピJ レも着工し

ており ，乙れも立派な緑化の計画がある。さらにもっと雄大なプ ロジェ

ク トとして，東区の弁天町を緑の森 lζ 閉まれた新しい形のビジネス街に

開発する計画がある。その名も " ビジネスパーク" と称 している。

現在強くク ロー ズアップされている公害問題のうち ，さまざまな都市

公宮の原因は，都市における建築物の無秩序な過密であるとされている。

一方，第二の産業革命といわれている脱工業化社会では ，人聞が人間

本来の創造的業務を主体とするようになって ζ ょう。

いずれにしても ，緑豊かな都市が乙れからの正しい都市像であり ，自

治体も企業も市民も相携えて市街地の緑化を図ってゆかなければならな

い。その中にあって都市の象徴ともいうべき建築物の緑化が推進される

ζ とがとくに大切な乙とである。

りわお4. 

〈なかがわ ひでお大阪市述築局〉

Ｔｾ＠
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通りの軒下へと延長し，育くまれる。農家を緑の空間の中の住いとする

ならば，町家は住いの中の緑という乙とができる。乙れは緑の住空間へ

の内部化の典型である。日常生活空間，日常生活時間の中での乙のよう

な緑の存在は ，緑の Interi or izat i on ( 空間的 l ζ) と同時!C Fami l i a-

r  izati on  ( 意識的に) の歴史的典型である 。

京の町家群の中には ，さ らに ローヂ( 路地) タイプの住いがあり，乙

れは一軒ローヂと数戸の小住宅がはりつくローヂ裏長屋のニタイプがあ

る。前者はそのアプ ローチ のロ ーヂ一一細長いダクト状 Open space 

のリニアーな緑の空間が特徴であり，後者は共同の コート ヤードをもっ

乙とによって緑の空間を確保している。共同のコー トヤードは数戸の共

同スペースとして，共同の緑をもっと同時に ，各住戸からもち出された

鉢植類によって，いっそうにぎやかな緑の空間を実現している。およそ

数lOrrf の小空間にあらわれる乙れらの緑は向乙う三軒両隣りの近隣の紳

として，またいかに往生活の中で緑が要求され F a mil i ari ze されねば

ならないかを物語っている。それはおそらく居住空間の高密化における

緑の空間のあり方の貴重な Sampl e である。農家や町家はわれわれが

生活空間や住空間を考える湯合の貴重な歴史的遺産であり，緑の問題も
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A. 京 と .

現在，われわれの都市生活空間の中か らは緑が次第に少なく なり . と

くに日常生活サイク J レの中で緑と接する機会が少なくなりつつある。都

市生活空間の高密化は人工的環境を次第に発展させ，その中の空間の質

を，たとえば地下街やデパートの売場のように Art i f i ci al なものとし

て人々に印象づけ， 高層化の傾向はま すますわれわれ人聞を大地から切

り離し，空中スラプの上での生活 IC追い込んでいる 。

生活空間の中でも ，と くに生活時間のながい住空間や居住空聞におけ

る緑の問題は ，その空間がし、かに人間的であるかの一つの指標としての

意味をもっている。それゆえに ，住いとそのまわりの緑の状況は，生活

空間創出の場合の大きなテー 7 である。われわれは乙のテー7 について

考える場合に，とりあえず現存するいくつかの「住い」のタイプについ

て，緑の顕在化状況をサーベイし ， i 緑」のもつ窓味を確認する作業を

お乙なった。緑の顕在化状況は「住い」のタイプによって著しい相違を

みせると同時! r . 都市高密空間へのアプ ローチを是否の両面においてあ

らわしていると考えられた。

Art i f i ci al  な都市空間に対照的な第二の自然としてわれわれに新鮮

な印象を与える農村， もっとも緑の環境K 恵まれた存在として，農家が

ある。農家はその地方性によ って種々のヴァリ エーシヨンをもつが，都

市およびその近郊に開発されつつある団地や新興住宅地などと比較する

とやはりそ乙に一つの共通性をもっている 。 i 住い」内部の床や神棚，

仏壇におかれる緑，軒下の鉢植ーーまわりに豊かな緑をもっているのに

なぜ鉢植がおかれなければな らないか，縁側のすぐ近くに 7 ツ，サザ ン

カなどを植えた庭，その南側 IC花壇，菜園， また果樹園がしつらえら

れ，乙れらの緑は観質的なものから食用までを網羅し ，生活のあらゆる

側面で住人と Communi c at e する 。現在の都市空間では考えられない

緑との Communi cat i on の多面性が存在している 。 しかもなお，乙の

ような農家のまわりにはさ らに大きな緑の空間，山，森，川，池が存在

し， それらは Dai l y の接触を可能にしていよう。乙のよ1うな登かな緑

の空聞にとりまかれた「住い」か ら，われわれは都市住宅の原型とされ

る町家に視点を移す。

農業人口が大半を占めていた近世初期に完成さ

れた町家は，その欄密性のゆえに「住いJ におけ

る緑の空間が Mi n i mumの状況で実現されてい

る。それはいまもなお生きつづ、けて現存する京の

町家群をもって典型とする。関口が狭く奥行の深

い短冊形宅地の中 IC，スペクト J レ光線のように何

カ所か打ち抜かれた Open space ( センザイ，

ナカツボ，ナカニワ，ウラニワ ，ニワサキ) は ，

農家の大きい豊かな緑の空聞に較べて，何と僅少

な空間である乙とか。それゆえに乙の空間のもつ

質はいかに密度高く対象化されているととか。そ

れゆえ乙の空間はへヤ ・住スペースと強度の相互

浸透性をもち ，たんなる観質的対象化にとどまら

ず行為的対象化にまで積極化するのである 。従来

町家の庭がすぐれた質をもっ・観賞的緑の小空間 ・

小宇宙として評価されているが，乙の小空間はた

んに植え込まれた庭木やオブジエの観賞にとどま

らず，ヘヤからの行為の流出があり ，観賞性と行

為性の錯綜する空間である。そして町家lζ おける

緑はニワからさらに日照条件のよい物子やオ モテ



A 奥行きのながい町I !

A 相E準的な町家

P  

11肝ローヂタイプの町寧

ζ れらの住スペースとの関連で考えねばならないが，とくに戦後の住様

式の急速な変化は，住いと緑の関係をさらに複雑にし ，そして，相互の

関係を尖鋭なかたちで問題化した 。

いわゆるモダン ・リビ ングやテラスハウス ，コートハウス ，文化アパ

ート， 団地，単身寮，< ンション，高層住宅などがそれぞれ新しいタイ

プとして住宅開発途上にあらわれ，それぞれのタイプK したがって緑の

状況も種々相を呈 している 。 しかし庭っき住宅のイメージはいまもなお

根つ. よく残り， 一つの住いに専属する庭面積は広ければ広いほどよいと

いう持家指向の一つのモメントがある 一方，社会的状況からテラスハウ

スやコートハウスのようにコンパクトな緑の空間を附帯する住形態から

さらに非接地住宅ー一一中 ，高層住宅のように住いと緑の隔絶せる住形態

が生じた。文化アパート ( 2 ，3 階建) では，過密地域 IC しばしばみら

れるように，共同物干場や共同洗溜場で箱，鉢類にささやかな緑を育て

ている。それらは町家のローヂ裏長屋にみられたのと同様に住人による

緑の F a mi l i ari zat ion の容態として見すどしてはならない。しかし ，
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センザイ

④ 

. . . ローヂウラ長屋

現在もっとも住いと緑の関係について尖鋭な問題をはらんでいるのは非

接地住宅の場合であろう。

中居住宅における緑の問題は，集合住宅団地lとみられるように，住い

の集合，集約化によって外部 lζ 大きい緑の空間，共同スペースを獲得す

るととによって解決されるとい う乙とになっている 。そして乙の考え方

は高層住宅団地( とくに面開発) の場合にはさらにおしすすめられる。

しかし ，われわれはすでにみたように住いと緑の関係はその近接性をも

必要とし，また共同と専用による Fami l i ari zat i on の度合，したがっ

て緑との Communi cat i on の度合の 差異を考えないわけにはいかな

い。住いか ら都市レベル，さらに広域な国土的空聞に拡がる生活空間の

H i erarchy  K 相応して，緑 もまた一つの系 ( Green syst em) として

Hi erarchy をなしている 。乙のよ うな Sys t emの考え方は生活空間の

各階層に充分な緑をとり入れ，乙れ らとの日 常的な接触によって，意識

的，無意識的に人閣の情操を酒裳する 。中層住宅団地の屋外空間の扱い方

にみられる ，平行配置手法か ら囲み型配置手法への移行は乙の Syst e m
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⑩ 

植木鉢 2  F  

植込

植込

木造アパート

共

同

ウト ・ドアー
洗

タ - グリーン

場ク

もち

出れさ

た

緑

壁面のヲナに

育てる共同物

干場の緑

化の一例である 。平行配置の場合の均質的，発散的な外部空間，また管

理上空〉問題から「立入り禁止」の芝生など，広い共同スペースも実質的

には共同化，生活化がお乙なわれにくかった 。乙のような外部空間グリ

ーン ・スペースをさらに住人のためのものとして . 空間化し，生活化す

るためにあらわれた囲み型配置は ，原則的には住棟によって固まれた中

庭空間が，近隣単位の生活空間としての機能を獲得し， I nt i mac y ある

空調となる 。そして ，乙の中庭空間 lζ 周辺の住戸から流出する種々の生

活行為が顕在化し，したがってその中の緑との接触も活溌化，多頻度と

なり F ami  1  iar izat ion がお乙なわれる 。とのような意図をさらに活溌

化するために，共同花極，立入り可能の芝生，柔かい裸地などの装置が

工夫され実現されているが，住戸にさ らに近接した緑が不足している。

乙れは住棟内部の共用スペースの僅少性がさらに身近かな緑を疎外して

いるものといえよう 。つまり乙 ζ では， Gr een Sys t em の連続性が破

綻 しているといえる。 ζ の乙とは面開発高周住宅団地の場合にはいっそ

う明確なかたちであらわれる。高居住宅の自動滋水装置による窓辺の緑

くこれは都市景観にも寄与する) や，屋上の緑化が初歩的な段階で試み

られ，緑の住いへの接近化が努力されているが，一般にはまだまだ充分

なものとはいえず，とくに点開発市街地高層住宅はコンクリー トの空間
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である 。それゆえノかレコニー園芸や室内の窓辺K 鉢植えがおかれ，空聞

にいろどりを与える行為があ らわれている 。乙れらは住人の生活意識を

如実IL物語るものであり，先にふれた農家や町家，文化アパー トな どの

緑の顕在化状態と本質的には何 ら異なるととろのない人間的行為のあら

われであり，逆に乙のような行為を疎外する空間構成は人間疎外の一つ

の要因として作用し ，アパート居住者をコンクリ ー卜化する 。乙れはよ

くいわれるコンクリー卜 ・スラムの一つの現象形態なのである。しか し

ある種の多忙な都市生活者K は緑のない住いも適合すると考えられるか

も知れない。だがとのような状況の累積が疎外状況をおしすすめ ，その

ような状況の中での思考( 窓識) が乙の状況を是とし，疎外状況をさら

に加速する 。まさに「人間は環境の産物」である 。

生活空間が次第IC発寝する過程で( 歴史的に) ，緑は次第にその空間

内部1ζ とり入れられ， Domesti cate され，さらに Fami l i ar ize され

身近かな ものとなった。Urbani zat i on は人工的空間の拡大，発展であ

ったが. それは同時に Wi l d な自然を Domesti c なものとして生活に

組み込む過程でもあった ( Domest i cat i on) 。たとえば， Wi l d ani mal  

が Domest i c ani mal  IC馴化される過程がそれである。そして，緑の

場合にも乙のととは真実である 。 Domest i cat i on はさらに深化，発展
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する ( Fami l i ari zat i on) 0  Fami l i ar i zat i on の極点は Pet である。

乙のような発展過程 ( Do mest i cat i on→ F ami li ar izat i on) は，同時に

また Wi l d なものをいっそう Wi l d なものとして対象化する 。われわ

れをとりまく自然が Domes t i cat e され. Fami l i ar i ze される度合 IC

応じて，相対的に残余の自然は Wi l d なものとして対象化される，そ

のような関係にある 。両者は本来的には相反するものではなく. 共存す

る乙とが生活空間成立の条件である。

われわれは緑を住い，さ らには生活空間との関連で考える場合，それ

は実にわれわれの歴史的経過がその中 IC含まれている乙とに想到するべ

きである。 Gr een S y s t em は渦去における向然の Domest i cat i on や

Fami l i ar i zat ion の諸様態がf空軍な遺産として現代の生活に受け継が

れた結果としての形式である 。T abl e gr een (E X. パセリ) . I nt er ior  

gr een ( EX . 性花) .  Tndoor  gr een ( EX. 鉢植) .  Out door  gr een 

( EX. アサ ガオ) .  St r eet  g r 巴en ( EX. 並木) . . . . . といった一連の

Gr een Hi er ar c h y が考えられるのも，廃史的な緑の I nt er i or i zat i on.

Domest i cat i on.  Fami l i ar i zat i on がそのまま現代に流れ ζ んでいる

からである。とくに住いの緑は多面的で，持続的で，近接した緑との

C o mmu n  i cat i on を実現する日常生活空間成立のための重要な要素で

あり，乙れの欠落はたとえていえば，下着なしに外套だけをまとった状

態IC似ているのである( 住いに緑を与えずに公園をとればよいという考

え) 。とのような状況を克服するためのプランナ ーの認識とその実現へ

の努力が必要であると同時に，いまやグリーン疎外( 人間疎外) の状況

にさらされている居住者の意識喚起，技術的アドバイス，情報提供など

のシステムの確立を急務としている。

「都市 IC緑を」は単 IC為政者の手によっておとなわれるのではない 。

それは「住い」からはじまる。われわれの創りだすものである。乙 ζ で

われわれは豪華なホテルを想起しよう 。厚いジュウタンの敷きつめられ

たホール，美しい緑や花や水が身近かにあるロ ビー，暖冷房の完備した

空間 ，美味しい料理の用意された食堂等々， ζ のような空間をさらに拡

大，発展させ，さらに堂かな装置や施設を内包する住空間が出現しなけ

れば， そしてそれに向かつてわが国の住居水準が上昇するのでなけれ

ば. G. N.  P はどま かしである。

Syst emat i c  Di agr am of  Gr een  and Li vi ng by U D O membr e and K .Kondoh 

→L i ving Cl ass Room 
I H ω 1 8

1<川 I N叩 bour I  Communi t y 
1

5e伽
I p山

I  Metropol i s 1M削 op山 I  ｅ｣ｵｭ･ｮｯｾ 山
1  nterior Green 生花※

1  ndoor G  reen テラス園芸※

Outdoor Green 庭園※ 屋上庭園※ 住区庭園

5treet Green 生垣※ 街図※ 街路樹 生活緑道 地区緑道都市遊歩縁道 広域縁道

Urbon Green 幼児遊園※ 近隣公園運動場 地区公園都市公園緑地 広域公園

Rural  Green 集落広場※ ヰ土寺境内 生産緑地( 花弁園芸 ・農業生産・林業生産 等)

Natural  Green 
自然緑地 国立定公園 国際自然景勝

↑ Green 5yst em Popul ati on 
10'  10

2  
10

3  10
4  

10
5  

10
6  

10
7  

10
8  

10
9  

注意 1 )  Street Green が prtvate green と publ ic green の境界と考えられる.

2  ) 燕印何項目が「住いの紋」に関連して考えられる .
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お わ り に

緑を生活空間の中でいかに意味付けるか。

その観点は歴史的にいろいろの変遷を経てきたが，現在IC至ってもき

わめて多様なものが見出される。

その観点の中から 比較的1 c 普遍なものを求めると ， そのひとつに ，

「緑はかつて自然人であった人類の郷愁に速なる」という発想がある。

郷怒という感覚は多く感傷と同視される。

しかし乙の感覚は人類が多くの動物の中でひとり持つ本性でもある。

だからその終駕は，人類iζ 本性を変化させる契機になり得るとする

と， i緑と人間との関係はその変化が H u mani t y 自体の変化に速なり

得る危機である」といえよう。

さらに ， 乙の発想でさえ人類の生存にかかわる問題を示唆する事実

は，緑が生活IC対 して持つ，より積極的な影響に注目するとき ，より深

刻な観点を発想させる。

たとえば，人間の生活の場が都市に集中して，その思考が人為的な環

境に強く影響される現在，既成の人為を超えた思考のためには自然環境

の存在がその超人為的な多様性ないし非固定性なと・から高く評価されよ

っ。

それは，人類の存在意義を各人のもつ人間性の向上が可能な社会の実

現1 c 求める思想から結論される ， i 多様な経験の可能な環境の創造的保

全」が指摘する自然環境の保護という思想とも共通する。

多織な縁の存在の中で，自然環境の経験に連なる代表に原始林などの

景観は誰しも考えやすいと乙ろであるが，乙の経験という人間的ないし

生活的観点では「床の間の 1枝の生花J ICも「庭の 1; 本の樫J ICも自然

は存在する。

否，新芽ひとつの息吹きにも ，人間 とは 自然の存在を実感 し， それか

ら自然の偉大を想い， 自省を深くする存在であるのが， その本性であ

り，それゆえに乙そ人類が今日の大をなし得たのであろう。

乙のように緑のあり方を理解する とき，その小なるものから大なるも

のへ，あるいは日常的なものから稀少なものへ，自然の象徴としての緑

lζ はある Hi er ar chy の存在を念頭に浮かべざるを得なくなる。

この Hi er ar chy という言葉を想起するとき，筆者は 10年前Paki st an

回教共和国の新首都 Isl ambad の Capi  tal  Devel opmen t  A u  thori  t y 

で，同じ Pl anni ng Di rect orat e にあった Doxi adi s Of f i ce での 乙

とを思い出す。

それは Dr. C. A .  Dox iadi s が Eki st i cs の理念をもって活躍する と

乙ろであり ，彼が主張する Huma n Happi ness のための原理のひ とつ

として ，Hi er ar chy  of f unct i on という言葉はくり返し自身のロから

説かれたのだった。

では，緑の Hi er archy とはいかに考え得るだろうか。

それは「住いの緑」とはそ乙でいかに位置付けられるものであるか，

の示唆としても怠味を持つ議論を形成するであろう。

乙乙 iζ 示す Di agra m は， U D O 同人の提案する Envi r onment al

ecology ともいう観点からする Gr een syst em と， 主在者が Eki st i cs

の発想からする Human ecolog y 観点の Recreat i onal l i vi ng hi e-

r ar chy の総合である。

乙の試案的な発言に対して，今後IC諸方面からする検討のえられる乙

とを期待し，乙乙での問題提起とする。
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生 活 道 路 さ ま ざ ま

嶋 田 勝 次

昨昭和45年 8 月 2 日( 日) の昼間，東京の銀座 ・新宿 ・池袋 ・浅草の

四つの凝り場から車が締出され， i歩行者天国」 が実現した。同じ日，

関西では尼崎 ・神戸 ・姫路なと‘の各市の中心地でも，人聞が牽から道路

を取り戻した。狭い歩道に押し込まれていた人々が，生き生きと車道の

真中にあふれ，不思議な興奮と楽しさを味わっていた。 ζ れは，その少

し前， 7 月11日( 土) ニュ ーヨークの目抜き通りの五番街で朝10時から

晩5 時まで車がシャットアウトされて好評を得た実績を引きつぐもので

あったろう 。乙のような道路を歩行者に開放すると ζ ろみはもっと前か

ら提唱されていた。しかし東京でも京都でも道路交通行政管理当局の無

理解によって，一年以上も「歩行者天国」は実現lζ 到らなかった。わず

かに昭和44年 8 月6 日から 17日まで北海道旭川市の駅前平和通りから長

さ 1 kmにわたって「頁物公園」という形で，道路が市民に開放されたの

である 。

道路はし、うまでもなく交通空間である 。高速道路や幹線道路は都市活

動を支える多くの物や人の流通機能の役割を果しており，車の通過交通
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が多大である。補助幹線街路から区画街路その他の細街路に到るまで，

人と車が往来し ，沿道施設へのサービス ・アクセス機能を果している。

さらに道路は市民のための生活空間である。都会の表通りはともかくと

して裏通りは，昔は住宅のひろがりとしての戸外の生活空間であり，カン

けり ，カクレンボ，夕涼み，井戸端会議，縁台将棋など，近所の人々や

家族や子供たちとの楽しい一時の生活の場であり ，遊び場でもあったの

である。しかし表通りのみならず裏通りまで道路は車に占領され，たえ

ず交通事故におびやかされるスペースになってしまった。その市街地道

路の中の生活空間的場面を復活させようとして，最近いろいろな ζ ζ ろ

みが行なわれてきたのである。前述した「歩行者天国」 一一オアシス道

路一ー は，その現われの一つである。しかし，乙のオアシス道路はなに

も最近はじまったものではない。大阪の心斎橋筋，京都の新京極，神戸

の元町通りなど ，関西の有名な都心商庖街は ，普からの立派な「歩行者

天国」である 。今さらという感なきにしもあらずであ るが，より多くの

歩行者の道路を確保する現われとまで理解すべきであろう。

歩行者のため，都市生活者のための道路確保のアイデアは，ショッピ

ングストリ ート にとどまらず，さまざまの形で生まれてきた。

グリ ーンロ ー ド一一 幼稚園や小学校の子供たちを交通事故から守るた

め，通園 ，通学路を親の受校時に限り，学校周辺ー，ニヵ所を限って，

車の全函連行禁止するもの。

買物道路一一近隣商庖街，市場周辺における買物客やドライパーと搬

入搬出のサービスアクセスの混乱をさけるため，午後，車の出入禁止を

するもの。

安眠道路一一 閑静な住居地域における夜間の通過交通をシャッ トアウ

トするもの。

遊戯道路 ・お年玉道路 ・休日道路広場一一いろいろな名前がつけられ

ているが，夏休みや冬休みの期間中 ，都心部の裏通りなどを子供の遊び

に開放しようとするもの，および休日に道路の交差点を含めて広く道路

を人の利用 IC提供しようとするもの。

青空市場一一市街地または団地の路上で，生産地直送野菜果物類を露

庖的に利用するもの。

その他，好き勝手な名前をつけて，道路を生活空間化しよ うという努

力が，各都市で爆発的に行なわれている。

しかしいずれもなんともわびしい生活空間であり ，借りものの感をぬ

ぐえない。オアシス道路の真中に机や椅子を持ち出し ，植木鉢を置き，

車道の真中で落書をしたり，竹馬でたわむれたりしていても ，何か箱庭

的である。一時的な開放区であり ，兼用の場であり ，のびのびとしたス

ペースで、ないからであろう。やはり豊かな生活環境の造成は一朝一夕で

は無理というものである。

都市市街地における緑地広場を積極的に導入する方法 IC ，緑道 ・散策

道の定着がある。大阪市のマイノレ作戦 ・神戸市のグリ ーン作戦など，都

市の中に失なわれた緑を復活しようという意欲がみちてきている。

各種の道路の中で，厳密に「生活道路」と規定できるものはないが，

今後，道路の性格を明確に区分し，それぞれの性格を一層盛り立てる方

向を検討していかなければならないであろう 。その中で，通勤 ・通学 ・

買物 ・散策などの歩行者専用道路や自転車専用道路などを具体的に定着

していく乙とが，都市の中で「生活道路」を実際にっくり出していく乙

とになろう。

昭和33年 8 月公布施行の| 日道路構造令は，本昭和46年4 月から施行さ

れる新道路構造令κ 改められるが，その新道路構造令の改正の中で，高

速道路の各種基準ととも ! L : . 道路の安全諸施設設備の配慮，および自転

車専用道路や歩行者専用道路の規定を新たに設けている 。都市空間の中

で道路にも市民の生活環境を持ち込もうとしている意図をうかがう乙と

ができる。都市の中で早急にその生活道路を一本でも多く実現していっ

てほしいものである。それらがつながり，安全で快適な歩行動線やグリ

ーンのネットワークの中を喜々として歩き廻る人々の姿を今，思い描い

ている。

( しまだかっじ 神戸大学工学部建築学教室助教侵〕

都 市 の 老 人

安1I田 孝

現在，日本では65才以上の人口は総人口の 7 9ぢで，欧州の国々の 12-

14%1L : 比べると少ないよ うに恩われるが，実数は 7∞万人で，世界中で

は米国についで二番目の大集団を持っているととになるだろ う。 efJ 才以

上人口は1 ， 100万人. 10. 6%であるが昭和70年には2. 250万人，国民全体

の18;; ぢという高齢化社会 IL : 突入する乙とになる。そうなると 2. 000 万人

のポリテイカル ・パワ ーとして動く可能性もあり( もっともその時点で

は老人問題の内容 もいくらか変化していると考え られるが) . 老人問題

の重要性は今後急速に増してくるととは疑いない。だが，現在は，老人

問題に対する意識も ，対策も決して充分とはいえない。そ乙で，都市に

おける老人の生活の一面を紹介しよう。

大阪市社会福祉協議会が，校下着人クラブ( 校区どとに老人福祉を目

的として組織化されている) とは別に〈青空老人クラブ〉というものの

存在を市内で 7 カ所つかんでいる。それぞれ適当な場所を見つけて焚火

をか乙んで世間話や将棋を楽しんでいる。そのうちの二グループをのぞ

いてみた。

一大阪市内膏空老人クラブー

名 称 所 在 地 特 徴

藤 老
文字通りの青空クラプ。雨をしのぐ場所もない。四

人 天王寺区元町

棚のプクフ

天王寺の軍要文化財のため焚火は禁じられている。

四天王寺境内

簡単な集り場がほしい。

旭区千林町 3- 16

公園内の藤の翻 IC集っている。

環境は好ましいとはいえない。

千林公園内

焚火 は禁じ られている。女子がすくない。

城東区北中浜町 5 - 6  

者人会で鍍りうけた地蔵吉んを中心 IC集り ，早朝の

ラジオ体操を日銀 IC している。公翻の清掃につとめ

中浜公園内

ている。1 : 1 : は女子が多い。何の設備もない。

児童公園の一部にある休息所をい ζ いの場にあてて

丁目 いる。しかし周囲のか乙いがないので寒い。

此花公闘内 手洗い場がない。

聖老
お堂の一部をいこいの家として提供されている。仏

人 阿倍野区松虫通 3 - 2

天ク 前のお ｾｌ 境内の掃除をしている。社会多加をした

山 プラ

聖天山海円寺内

い希箆が多い。

み 老
土木の材料置場から発展。いといの家をもち ，踊り，

ゆ人ク

住吉区浜口町

将織などで楽しんでいる。社団法人という法人絡を

きプ7  

住吉公園内

もっ特異なクラプ。

福島区鷺州本通 1- 9

聖天住臓が境内 IC集る者人のため絵馬所を改造し，

いE いの場に提供。

歓喜聖天内

運営費がないので苦しい。
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2 月18日四天王寺境内で

2 月16日干林公園で

一 ・一 ・一 ・ー ・- ・一

京阪千林駅か ら西へ5 分足らず，千林商庖街の人混みを通り抜けた と

乙ろ に 1. 500 平方米ばかりの小さな公園がある。中央11 : 植込みと砂場が

あり，南側にすべり台とブランコ，北側には作りつけのベン チとトタン

屋根の吹き抜け ，西の端lζ 藤棚がある。小さい公園ではあるが非常によ

く整備されている。 2 月中旬の比較的暖いある日の午後 2 時ごろ，砂場

には 15. 6 人の幼児が走り回っており ，子守の奥さんも数人，北側のベ

ンチや値込みのまわりには将棋還を囲んでる 3 つのグループ，藤棚の績

では 4 . 5 人の老人が焚火を囲んで話し合っている。そのなかの一人の

おじいさ んに声をかけてみた。

3 年前11 : 会を作り，その会長をしていたが，毎年減ってきて，今では

解散状態である。眼があっても金のない人が多く. 200 円の会費がなか

なか出せない。乙の公園には乙うして集まってきて，将棋の好きな人は

道具を用怠してきて楽しんでいる し，話相手の欲しい人はそれぞれ若い

乙ろの自慢話，失敗談や世間話をしている。おばあさんも少し集まって
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くるが， 余り話をしない人もいる。春には ω人ぐらい集まるとともあ

り，互には近くの商庖からコ ーラを買ってきて飲んだりするが，今は会

費もなく ，自由 lζ やって米て，好きなときに帰る。それで・も焚火も禁止

されている乙とだし ，皆で集まる部屋が欲しいという声も多いので市役

所へ 4 . 5 回頼みに行った。乙の簡は必要金額( 集会所を作るための)

を見積ってくれ . 64万円の半額を準備してくれば建ててくれるという。

なかなか集まらない。それに ，集会所ができた場合は，会を作って維持

貨の負担と管理をしろとい う。維持には最低 2 ，3 万円は必要だろう。

ベンチでは質物の途中，ひと休みしているおばあさんなど 3 人が話し

込んでいる。家庭内での不満，苦労話で，女には隠居がない，孫、の世話，

着物のつくろいなどをやらないわけにいかないという。守口の公園でも

集会所ができたという乙とを聞いたが， ζ 乙でもトタン屋根でよいから

鐙てて欲しいというととであった。

3 時過ぎになると夕食の準備のため近所の奥さんが買物かごを持って

通ったり，公園内は一段と活気をおびてきた。

四天王寺境内の東門，土塀の片隅 lζ 中央の焚火を囲んで木のベ、ンチが

4 つ据えられて，それぞれ 2 . 3枚の座プ卜ンが敷かれている。午前11

時過ぎ. 4.  5 人の老人がひっそりと坐っている。つい今しがた ，昼ち

かくなったので何人かの老人が帰ったばかりだという。時折，仲間のう

わさ話をしたり，次の旅行の計画の諾をしていた。そのうちのおじいさ

んの話。

会員は約90人で，天王寺区の 11の老人クラブの l つであり ，旅行も年

6.  7 回計画している。前回は男IJ 府へ 3 . 4 日行ってきた。会長，会計

などの役員も決まっており，会' i ' 1 . 100 円，近々総会を開く予定だ。乙乙

は自由』ζ 集まって話をし，弁当持参で 1 日中いる人もあれば午前中で帰

る人もいる。四天王寺では重要文化財があるので焚火は禁止されている

が冬は寒い。朝の 5 時どろから来始めて午前中は 9 時 . 10時ごろ が最も

人数が多い。皆世間話をして帰ってゆく 。

お茶の用具が準備されており，会で購入 した ものだという。通風で身

体の不自由なおじいさん ， リュ ー7 チで、松葉杖をついているおばあさ ん

などが弁当を持ってきており，話の途中には仕事の道すがら立寄ったと

いうおじいさんもいて，メンバーの出入りがかなり頻繁であった。

こういった老人のたまり場は他にも 10数カ所，老人の総数も千人近い

のではないかと思われる。

既成老人クラブは老人個々の経済的，身体的条件の差異に充分対応し

えないと乙ろにその限界を示していると もいわれるが，四天王寺の老人

クラブの例のごとく組織に開放性をもち ，適当な溜り場の設定によって

新しい可能性を開きつつあるものも見られる 。一方，千林公園の例では

金銭的な問題がネックになっていて，グループそのものがまとまらない

と考えられる。

千林公園では周辺条件，公園内施設の整備状況によって老人，近所の

幼児と奥さ ん，近くの商庖のおじいさんなどそれぞれが楽しんでいる光

景がうかがえた。コミュニティにおける老人問題解決の手掛り となり得

ないだろうか。

現代社会での変化の急速化，価値観の相違などによって失われつつあ

る老人と若い人の接触，社会の第一線を退いた後の生きがいの問題など

は一朝一夕では動きょうもないだろうが，住宅内部においてと同時に ，

コミュニティとしての老人問題解決への具体的，恒久的手段も必要にな

っている。

( やすだ たかし 大阪大学工学部環峻工学教室)



子 供 と 水

P L A Y  WA T E R の提案

近 藤 公 夫

諺l ζ. 1水ハ方円ノ器ニ従ヒ ，人ハ友/ 善悪ニヨ J レ」というように ，

感受性の強い人格形成期の世代が融通自在な動的存在である水の百態と

接して何を学び得るか，は彼らの生活環境を考える上で興味深く示唆す

る所の多い問題である。

7 l < は彼らにその視覚のみならず，聴覚や触覚に加えて運動感覚や情感

を通じても訴えると乙ろをもっ。

したがって，水が語り得るものを子供の心身の径として登かにうけさ

せ，それを彼らの体験 l乙美しく結晶させる乙とは，造園人， 建築家をは

じめとする生活環境計画者逮の責任ある課題にほかならない。

多分，子供が水辺iζ 喜々とした振舞を見せる乙とは，人類がもっ郷愁

のひとつであって，それは歩きかけた幼児でさえ水と余念なく戯れて自

分も衣服も水だらけ泥だらけにする日常の情景や夏の水辺の有様にうか

カi えると乙ろである。

昨年末の新聞に報じ られた淀川の 3 人の幼児の悲劇l もそれと無縁では

ある まい。

11970年の日本は幼児から安全な水遊び、の場を奪い ，あえてそれを欲

する彼らには死を与えた。」のである。

では彼らに償なうべきものは何か。

彼らの欲すると ζ ろに近い何らかの場を ，その生活環境( C . 与え得るの

であれば，そしてそれが問題解決の緒たり得るのであれば，われわれは

償ないの途をそ乙 lζ 求め得るであろう 。

この小文は ，そのために空間と資本と意志が役入される条件が整った

とき，その実現により彼 らに償ないをする「水遊びの場」を鑓案しよう

とする 。

それをかりに P lay Wat er ないし P lay Pool といおう 。

それは彼らが容易に到達できると乙ろに安全な水遊びを保証する場の

計画であり ，現実的には学校どとにある水泳プーJ レや幼稚園にある徒渉

プールを発展さ せる方向をも示すものとなる。

たとえば，水深を徒渉池程度 lζ 保って，その水辺 iζ 近接のための変化

あるテラスなとを設け，さらに水中にかけて遊戯施設類を設置するなど

の技術的な開発はひとつであろう 。

またその利用をそれぞれの児童，園児から解放し ，その管理を施設維

持から利用指導の分野まで鉱大するとともその発展方向を示唆しよう。

そ乙では幼稚園以前の幼児でも . 7. k ! C 脚を浸して歩き戯れ，玩具を浮

かべ操り，互には7 . k をあぴたり7 . k1C. I"xったり，の遊びを安全に楽しみ得

る等がイメ ージされる 。

そして乙のプーノレは 1940年代にデンマ ークに起源をもっアドベンチュ

アプレイグラウンドのよ うに ，アドベンチ ュア プレイプールとして子供

達が水遊びにつかう遊具を白から作り出す試みへも発展し得るであろ

つ。

ただそ乙には ，寒冷季の利用をいかに開発するか，子供を行儀良くし

つけるため衣服の汚れをいとう親への対処をいかにするか，などの問題

が未だ残される。

具体的にプレイウォ ーターの考えを指向した遊び場について若干の例

をあげると . 1子供の国」の「ジャブジャブ池」や「万侍エキスポラン

ド」の「創造遊園」などという乙とになる 。

それらは多くの誌上に紹介されたと乙ろでもあるから ，乙 乙で乙と新

しくは説明しない。

そのかわり，それらをさらに発展させる提案として，神戸港に建設中

のポ ー トアイランドで計画されている公園の局部 " アドベ ンチュアプレ

イプール" を図示 しておきたい。

それは 2ha 強の敷地に 0. 2ha 前後の遊戯プーJ レを多数もうけ，その

聞を流れのカナ ーノレで結んで，プ一Jルレそれぞ

れlばま，そのカナ - ) レも動的な利用の対象とな るキンダーランドである。

そ乙では ，パースハウスないしプレイ センタ ーで更衣 した子供達が，

水を安全な遊びの友としたあ らゆる遊戯の体験をつみ，それを囲むテラ

スや ブリ ッジは子供の保護者速の休み場 とな る。

いうまでもなくその実現には多くの問題がある。

しかし子供と水との結びつきに数々の望ましい可能性があり，海や湖

や川やそして水たまりにさえ磁を輝やかす子供を思う時，われわれはそ

の結びつきを高める努力を怠り得ないのではないだろうか。

(1: んどう さみお 奈良女子大学住居学科助教授)
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主 婦 と 土

団地共同花壇の草花づくり

鈴 鹿 幸 雄

四季を彩る草花は数ある造園植物材料の中でもとくに親しみ深いもの

である。花の色の美しさもさる乙とながら，短かい生育期間のなかで，

日々生長変化する様が新鮮さをもって感じ られるのは日常生活の中にと

け込んでいるからである。趣味としてあるいは子供の植物観察教育を兼

ねて主婦の草花づくりが盛んである。団地居住者も入居後しばらくして

団地生活に慣れてくると草花づくりをしてみたくなる。と乙ろが団地の

屋外空間 はすべて共用空間のため，専用の花壇をつくる乙とができな

い。共同住宅には独立住宅ではもてなかった大きな共用庭空間ができる

はずである。乙の共用庭空間は居住者の要求，欲求から ，計画的なプロ

セスを経て，時間とともに形成されてゆくべきであり，当然，共同花塩

の欲求も出てくるであろう。そして，共用の場I r 参加して草花づくりを

楽しみながら ，人々と接触し ，ともに観賞して相互の コミュニケ ーショ

ンをはかり，団地コミュニティーづくりの一途をたどるであろう思想の

もとに計画設計された例として，千里ニュ ータウン内の新千里西町団地

および千里竹見台団地がある。

新千里西町団地は中間 534戸 ( 3 DKl 64戸，3  K370戸) が4 クツレー

プより構成され，各グルーピングの核としての中庭共同園地にはプレイ

コーナー， 砂場コーナー， 小広場，およびレストコ ーナーがあり ，レス

トコーナーの装置として共同花壇が設計された。花壇は l クツレープに10

7 ス計407ス ( 1 7 ス1. 5 Mx 1. 5M) あり ，入居時には何も植えず，花

新 千 里 西 町 団 地

塩の使用方法も決めず，入居者に花壇の説明もないままとした。そ の後

バルコニーでの草花づくりや ， 1階ノイ j レコニ ー廻りでわずかの草花を植

えたりしていた入居者から ，遊び場の花壇を開放してもらえないかと相

談をもちかけ ，入居後約 3年経過した昭和44年 3月，申込者の責任にお

いて管理する乙とを条件I r 無償で貸与し，契約期間を l カ年として申し

出がない限り自動的に更新されていくものとした。使用申込受付期間中

にほぼ予定数の申込者があり ，現在34世帯が使用 ( 3 7 ス使用 1世帯，

2 7 ス使用 4 世帯) しているが，その他にもかなりの申し込み者がいて

順番を待ったり，使用者に植えさせてもらっている人もいるようである。

また花壇開放と同時に使用者の中から会員を募り ，園芸サーク J レ会も誕

生し，用具の管理当番を決めたりして花づくりを楽しんでいる 。

サークノレ会の会則は次のようである。

( 名 称〉 西町団地閣芸サークル会と称す。

( 組 織 ) 閣芸同好者をもって組織する。

(目 的〉 閤芸を通じ会員の観睦と西町団地の環境を誕化するを目的とす る。

( 活 動) 1. 西町団地内プレイロット花壇造り。

2  プロック毎の花壇コンクールを行なう。

3  ベランダ闘芸の普及と指噂を行なう。

4  花の展示会，交換会などを行なう。

5.  植物園，悶芸展示場などの見学を行なう。

6  緑化運動 IC協力する。

7.  サーデル IC必要な活動を行なう。

千里竹見合団地中層 ( 540戸) 部分の囲み型配置の中庭に西町同様の

共同花壇がωマスあり，現在30世帯が使用している。当団地は入居後 1

カ年以内に西町団地と同時に開放し ，募集したが，と くに熱心な人だけ

となり ， 1世帯で数箇所も使用しているものが多い。その後申込み者は

多くなったようであるが，現使用者が熱心にやっているため， / 1頁番が来

ないようである。花壇使用開始の時期，使用者の決定方法，花壇の大き

さ，区画数，給水設備設置場所など，今後設計上ならびに使用上ICも問

題はあるが，主婦や子供達にとって，生活の大部分を過どす団地近隣居

住空間の中にみどりを，花を育てたいものである。

( すずか ゆきを 日本住宅公団大阪支所〉

新干塁西町団地共同花坦
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共 同 住 宅 と 貸 花 壇

塚 本 正 司

1. 住宅公団で乙のたび" 貸花底のある団地" 伝法面開発市街地住宅が

完成した。

今日都市生活の中で" 緑" に対する愛着と要求が高まっている乙と

は，切実な実感である 。住宅公団が行なうような集合共同住宅では屋外

オープン ・スペースをいかに計画し使うかが集合と共同のメリットの指

標であるが，貸花塩は乙の切実な要求』ζ 答える一つの試みで:ある 。

2. 伝法面開発市街地住宅は大阪市此花区伝法町の約一万坪の工場跡地

を再開発して高層集合住宅 ( 10階建 2 棟 ，11階建 2 棟) 1，072戸を実現

したものであるが，立地的 lζ 緑の少ない地区であったため ，団地全体を

緑豊かなものにする乙とが計画当初からの念願であった。

貸花壇用地にあてられたのは，乙の敷地の一部 1，110 rrl であり，その

土地利用の内訳は表のとおりとなっている。

1 区画 4. 5 rrl !C分け られた95ブロックが貸りれる部分で，草花のほか

パセリ，セロリなどを禁固する乙とも自由である 。水槽は花組給水用の

水絵を備えるとともに ，農具洗，足洗いなどの場となる 。倉庫は種苗 ・

堆肥 ・スコップ ・バケツ ・ホース ・ホーキなどを収納し ，貸花担のため

の共同のものである。

貸花壇全体!C常緑と花どりを供えるため，周囲はウパメ生垣 ・ヒラド

・ハコネウツギ ・サツキ ・アジサイ ・ヤマブキ ・クチナシなどの草花木

の混植で囲っており，一部はパラの花痩で，これらは公団が管恩する。

季節'C応じて色どりを与える周囲の花が，貸花壇の手入れの怠欲と喜び

をかきたてる乙とであろう。

貸花屋の入口にあたる部分はバラア ーチとシンジュの木がつくる木陰

にベンチがある。

3. 貸花極を実現し乙れを運営してゆくためには， i欠のような乙とが問

題となる。

イ〕貸借方式有料か無料か。対象者。

ロ) 逐営 ・管理 : 公団管理と自主運営。

ハ) ブロック割 : 一区画の規模と分区のパタ ーン。

ニ) 指導 : 種苗 ・肥料と図芸の指導。

ホ) 設備と共益費 : 給水，用具など・。

貸借方式については有料であるべきか無料であるべきか，管財の立場か

プ ロ ッ ク 宮i 貸 圏 (4.5m'  95 プロ γ ヲ)
4  2 7 m' 

通
路 ( 佃 1.， ・1. 0 ・0.5 m)

1  6 3  

水
情 ( 恒 り を T む)

2  3  

，E  
域 ( パ ラ) 1  1  

倉
111 Ｈ鉄 Ｑ ｾ ｴ 造 スレート 隈Ｉ 6  

周 間 組 栽 ( 公 団 管 理 地 } 4 8 0  

メロ言、 百十
1， 1  1 0 m'  

旬日書よ産された η ある べき かというのは変な亘い方であるが，無料とする

とタダだとい う，む識かるついつい身か人らなくなって荒れたまま放置さ

れることも考えられるか らである 。兵庫県西武庫公園の分区図では有料

としているが， 1∞円/ 月 ( 進国雑誌昭41年No. 4 報告) と非常に安い賃

貸料しかとっていないの も，乙ような意味が強いのではないかと恩われ

る。 しかし，住宅公団の場合，有料とすると地代と家賃の関係、も反映し

て難しくなり，原価償却的な根拠が成りたちにくい。

結局，対象者を入居者に| 渡るという乙とで，乙れらの人々の共用のもの

と考え無料となった。

対象者を入居者とすると ，1072戸に対して95区画だから ， 1戸に 1 区画

なら9 %弱の人しか借りれない。乙のあたりから運営方式をグルーピン

グによって全住戸による共同自主運営とするか( 1 区画 IC対して 11戸)，

年限によって持ちまわしてゆくのか( 多年草を考司えて段低 2 年限とする

と22年自に再び借りれるという乙とになってしまう) ，それより前lζ ，

本当にやる気で希望する人々を対象とすべきで，一体どの程度の人々が

申込むだろうかといった論議がでてくる。

正式な運営管理要領は公団としてもまだ決っていないが，計画の理念と

しては全戸のグルーピングによる自主運営を期待し ， その中でのやる

気，嫌気を問う乙とにした。断絶が言われる昨今，貸花壇の運営が契機

となって自治組織や コミュニケ ーションの場が拡がる乙とになれば幸い

である。

給水，用具，公団管理地の現定 ・清掃などの共益費は乙の前提のもとで

調整される乙とになるだろう。また図芸の不慣れや種苗，土佐目巴などの指

導は公団管理人のほか，大阪市公園協会のような団体の巡回指導などの

体制が望まれる。

一区画の大きさや分区のパタ ーンについては ，使いやすさ ，美しさの

観点から，できるだけ土地利用の効率のよい乙と ，園芸作業に支障のな

い 1 区画の大きさと通路割，整然とした美観の保持などをチェック し

て，矩形整列状のパタ ーンとなったが，乙のほかに六角形の鯵巣状ノマタ

ーンや コインモザイク状のパタ ーン案があった。

区画は 1. 5 x 3. 0の4.5rrl であるが，乙れは通路からの手の届く範囲と

手入がいきととき飽きの乙ない規模という乙とから考えた。( 西武庫公

園分区では約 10rrl ) 。ボーダーはコンクリ ー ト縁石とレンガプ ロッ ク，

通路は 1. 5m幅を裸地のまま ，花園内の0. 5 m幅は平板敷である。

4. 鉄骨コンクリ ー 卜の高層厳居住宅では ，草花園芸や小動物の飼育が

どうしても制限される。伝法団地ではノりレコニ ー を止めて広縁ルーム

( 幼児のサン ・J レーム，児童の勉強部屋，主婦の家事室，主人の笹斉と

なりうる) としたため，鉢植えや盆裁の代償を求める必要があった。乙

のために ，貸花組のほかに ，自動潜水装置つきの住棟プラント ・ボック

ス，プラント ・ベースも実現している。乙れらの計画技術がみどとな貸

花壇の運営となって，共同住宅の住環境と生活の豊かさとして花開いて

ゆくものと，思う。

( っかもと まさし 日本住宅公団大阪支所)
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自 動 濯 水 装 置

1. 都 市 の 緑 化

今日の都市化と建設ラッシュは ，われわれの都市生活から緑を怒って

しまって，いまや生活環境保全の認識と保全技術の必要性が叫ばれてい

る。地表のコンクリ ート 被覆と高層化がますます進む中では，公園，庭

園，街路樹などととも IC ，立体的な植樹帯が都市計画上の技法となるべ

きであると思われる。

住環境の中の緑は重要な基準指様であるが，既成市街地に市街地住宅

方式で高層の住宅供給を行なっている住宅公団では ，その都市再開発上

の任務を認識して都市の緑化拠点となるべく努力を重ねている。

ととでは，とくに植栽帯の維持管理と省力化のために段林省東海近畿

農業試験場で開発された自動泌水装置の概要と採用の実例を紹介する。

2. 自動潅水装置の概要

植樹への滋水方法1<::: は，一般的に次のような方法がある。

イ) 地中滋水法: ポーラス ・パイプなどを地中に埋設して水分張力を常

に適正な範囲内 IC維持するもの。

ロ) 地表流水法 : ヵナ J レ，配管などによって給水するもの。培地の特性

に左右される。

ノ、) 散水法: スプリンクラー，パーフ ォレインなと‘ の装置をパJ レフe操作

によって作動させるもの。

乙れらの滋水方法に対して，その自動化の主な方法には，

イ) 土護水分張力計測法
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ロ) 定時J稜7.1<法

ハ) 水面蒸発畳計測法

があるとされる 。

塚 本 正 司

住宅公団で採用した型式の自動潜水装置の原理は乙のうち ，水面から

の蒸発畳と植物の培地およびその枝葉からのまま発量との聞にある相関性

に着服した水面蒸発! i l : 計測法で: あり ，港水は配管ノズ J レによる散水方法

である。

装置の概要は液面制御部分，弁制御部分，配管部分，散水部分K よっ

て構成されており，液面制御部分である蒸発水槽の水面が蒸発によって

潜水を行なおうとする植物の枝葉蒸発散2 測定値に応じた水面( 滋水線〉

まで下ると，電極が感知し，リレーにより弁制御部分の電磁弁を開き ，

給水なと‘の水道圧によって配管散水部分のノズJ レから散水する。同時に

蒸発水槽にも給水され，植物への必要散水置に応じた水槽水面( 止水線)

まで上昇しでもどると包滋弁も閉じるように設計されている。

装置は季節，樹種，土議保水力( 有効根域群深さ) ，生育段階などに

よって蒸発散量と水面蒸発盃の関係を調整する必要があるが，各種の植

物の測定によって，一般的に植物の蒸発散畳の水位換算値( 止水線と漉

水線の間隔) は平均20弘前後であり，現実の散水量はその 7 - 8 割 1<::: セ

ットするのが適当であるとされる。

ノズルは各種ノズルの流畳曲線などの解析によってビーノズノレが採用

されている。また雨水による蒸発水槽の増水に対してはオーバーフロー

パイプが処理する。

J'  

伝法市街地住宅

自動j益水器IJ 御 器

1 電極砕

2  ｾＧｬｊｾま弁

3  ; を水配管

4 蒸発水得

。オーバーフローハイフ



3. 特 長

乙の型式の自動滋水装置の特長は他の自動瀧水法に比較して次のよう

な点があげられる。

イ) 水面蒸発量との関係で自動的に濯水を行なうため，気象条件ICよく

追従し ，土議水分を植物の栽培に好適 lζ 維持する。しかし，冬季乾燥

時κ は不向きである。

ロ) 滋水労力の省力化がで・きる。

ノ、) 機構が比較的簡単で操作容易であり . 設備費も比較的安く ，水源と

電源、 ( 1∞V ) があればどこでも使用できる 。

ニ) ベンチ ュリー管部分 lζ 取付けた注入器! とよって，液体肥料を滋水に

混ぜて施す乙ともできる。

ホ) 水源、が地下水などのポンプ湯水の場合lζ は，水道電磁弁のかわりに

ポンプモー ター用のスイッチボックスによって，手持ちのポンプモ ー

ターを自動化し ，作動させ使う ζ とができる。

伝法市街地住宅衛生設備工事自動潜水の設備配管系統図

2- 10階配管図

一④ j

③|  

ー⑨

一生jし-

屋上 1階配管図

一⑥

一⑥ i

ー⑨

④… !  
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潜 水 管 /  
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4. 管理上の要点

イＩプラン 卜 ・ ベッ ド への漉水量は蒸発水槽水面蒸発量の Ｗ 寄 ｉｊ ｾ Ｘ 苦手 ｪ 値

IC応ずる水量を基準とする。

ロ) 冬季は蒸発水槽水面蒸発畳( 大気中湿度と対応) と植物散水必要量

とはズレがあるので，植物の特性K 応じて十分に注意し ，根腐れなど

をお乙さないようにする。

潜水停止とする場合には，凍結防止のためパイプ末端の開放と蒸発水

槽の排水を行ない，電源は切っておく。

ハ) 潜水開始時および定期的にフローシャフト ，蒸発水槽，パイプ端，

散水ノズ J レ孔などを清掃し ，ゴミ落葉，主主などを除去する。

ニ) 花木の生育は滋7]<. とともに土譲の物理性，日照条件，排水などが大

きく作用するから ，乙れらに応じた潜水量，潜水時間を考慮する。ま

た配管は植樹なと‘ の葉10]<. 泡を生ぜしめないよう注意する。

ホ) 立体的な植樹帯( たとえば各階プラント ・ボックス) への散水は各

@  @  

花だん / '  

ぺ主主主L
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花 だ ん 配 管 詳 細 図

5. 500 

温水笠管

一一一ー一一一一、

伝法団地プラント ・ボックス断面図

階の水圧が巡ってくるので，ノズル間隔や数および弁の調整によって

散水量を均ーにする必要がある 。

5. 事 例

住宅公団ではとれまで ζ の自動態水装置を ，又糖、市街地住宅，伝法面

開発市街地住宅，北大路堀川市街地住宅，山科市街地住宅などのプラン

トボ ックス，ペラントベースで実現し ，今後とも採用してゆく見通しで

ある。

又穂市街地住宅は名古屋市北区又穂町の敷地約一万坪lζ 昭42年，15階

建を含む高居住棟 3棟によってし 044戸の市街地住宅団地を開発したも

のである が，との団地で初めて自動滋水装置を採用した。 ζ の地区は，

当初，工業地域であったものを住居地域として整備されるべく指定変更

を受けたもので，計画当初から "緑と太陽と空の団地" のキャッチフレ

ーズがあった。

B ' C各線では E ・V ホール窓外側の各階縦方向 lζ プラント ・ボック

ス( 深50c田巾35cm，長 2. 2mのボックス 2 - 3 基) を備え ，15階建のA

線は l 階施設部分をおおう庇の外廷に沿って深さe l J c皿，巾 120cm，延長

さ192mのプラントボックスをはち巻 きのようにめぐらせている。

ζ のA 棟の庇屋上は全面プラントベ ースにする乙とが検討されたが工

費や管理上の問題から実現しなかった。

・工事仕様

配管 : 水道用亜鉛鍍鋼管

ノズJ レ. ピーノズル普通型 ( 19φ) ，ネ ジ込取付

流量調節弁 : ( B ・C 棟プラント ・ボックス) ファンコイ J レユニット

用バルブ2.5φ ( 8 k&/cnl 以上)
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i. t : 水ノスル 5 ，，1 X  6  j固

( B壬 ノスル)

500 ｾ 一一一 ＵＰＰ

伝法団地プラント ・ベース断面図

撒水制御器 : ' i l ! 極作動水位20'%，( 日機装電工K. K )

制御盤: 電気工事，カパースイッチ6 1 F - G付

電磁弁 : 100V- N- 40W 

液肥注入装置 : 注入用ベンチュリ - 40- 50φ

・機器調整

プラント ・ボックスにおいては流畳調節弁の調整により最上階を全開

とし，乙れを基準lι 各階ベッドの撒水畳を単位面積あたり同ーとなる

よう調整する。撒水制御器付属の弁調整は，プラントボックスの蒸発

置と撒水制御器の蒸発計よりの蒸発置との比が 0.7 :  1 となるよう調

整する。

伝法面開発は大阪市此花区伝法UITの約一万坪の工場跡地を 10階と 11階の

住棟によって ， 1し.0ω72戸を昭4“6年 4 月』にζ再E傍開昨問l発し fたこh 。"緑tκζ 浮ぶ団地"

"貸花包壇皇のある団地" がキャッチフレ ーズで，屋外スペースは少年ひろ

ば，にわひろばなどが自由 1<: 遊べる団地であるとともに，芝日占植樹によ

ってそのまま緑のじゅうたんと樹陰の場となっている。

自動議水装置を装備したのは い 3 ，4 号線の E ・V ホーJ レ窓外側各

階のプラントボックスと 3 号線 l 階庇のプラントベース である。プラン

トボックス( 深40cm，巾70cm，長さ 5 m86cm'  3  m86cm) ではサツキ，

ヒラド，ア ベリア ，マノレパ ・シャリンパィを階ごとに配列して植え，プ

ラントベース( 深 25c田・巾80cm延長 165m) ではドイツヘデラを植えて

いる。

いずれもパーライトを下地とした用土( 山土 . パーミキュ ライト 4 :

1  ) を使い，プラン トボッ クスは専用排水立管，ベースはルーフドレイ

レによって排水している 。

( っかもと まさし 日本住宅公団大阪支所)
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株式会社大阪建築事務所

取締役社長 高 橋 慶 夫

本 社 並 び に 支 所 大 阪 市 西 区 京 町 堀 2 丁 目 75 電 話 大 阪 (441) 93Sl (代)

東 京 支 所 東 京 都 港 区 赤 坂1丁目 l 番14号( 溜池東急ピル) 電話東京 (583) 8 169 

名 古 屋 支 所 名 古 屋 市 中 区 丸 の 内2丁目2番目号( 東照ピル) 電話名古屋 8566 

九 州 支 所 北 九 州 市 小 倉 区 紺 屋 町1丁目20- 1(丸i原ピル) 電 話 小 倉 (52) 4  2  8  5  

分 室 福 岡 ・ 大 分 ・ 水 島 ・ 室 蘭

株式会社竹内建築事務所

代 表 取 締 役

専務取締役

内 藤

林

真

茂

大 阪 市 南 区 長 堀 橋 筋 2 丁目 35の 1 ( 日亜ビ j レ) 電 話 ( 211 ) 2706 - 8 番

株式会社東畑建築事務所

代表取締役 東 畑 謙

本 社 大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 丁目 1 9 電 話 大 阪 ( 06) 202--D391

東 京 事 務 所 東京都千代田区永田町2( 永田町ピル) 電 話 東 京 ( 03) 581- 1251

名古屋事務所 名古屋市中村区堀内町2(堀内ビ J レ) 電話名古屋 (052) 57ト8471

九 州 支 所 ・ 広 畑 支 所 ・ 大 分 支 所

株 式 会 社

日 2重

呈n .

E 叉

4

1

 

==ロ

取締役社長 塚 本 猛 次

大 阪 市 東 区 横 堀 2 丁目 3 8 番 地 電 話 2 0 3 - 2 3 6 1 ( 大代表)

う民

t--!--. --l J _.  ...， ｾコｴＮ ｨ チず二円二三 ｱ ｟ τ 土・討し］ ....... 

株式会社安汗建染設計事務所

代表取締役社長 佐 野 正

本 社 大 阪 市 東 区 島 町 2 丁 目 7 番 地 電 話06(943)1371(大代)

大 阪 事 務 所 大 阪 市 東 区 島 町 2 丁 目 7 番 地 電 話06(943)1371(大代)

東 京 事 務 所 東 京 都 千 代 田 区 平 河 町 1 丁目 1 番 地 電 話03 (261)  5101 ( 代)

名古屋事務所 名古屋市中区錦 3 丁目 2 4 番( 日本生命ピル) 電話052(961)  1861 ( 代)

神戸事務所神戸市生回区三宮町2丁目 18番地( 阪神相互ビル) 電話078 (32) 1533(代)
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秋吉緑地計画設計事務所

所 長 秋
土

口由布

大 阪 事 務 所 大 阪 市 浪 速 区 桜 川 1 - 1 0 3 9 (宮部ビル) T  E  L  562- 2776 

東 京 分 室 点 京 都 杉 並 区 南 荻 窪 1 - 37 - 10 (  L  A  C 内) T  E  L  332- 4564 

株式会社 荒 木 造 園 設 計 事 務 所

代表取締役 荒 木 芳 邦

大阪府池田市鉢塚 2 丁目 8 番21号 電 話 0727 (61)  8874 代 表

井 上 造 園 設 計 事 務 所

井 上 卓 之

京都市右京区宇多野福王子町 5 4  電 話 075 ( 463)  3  3  7  7  

E DA 
22エダ造園・地域計画研究所

代表取締役 吉 村 元 男

ENVI RONMENT  

DEVEL OPMENT  

AS S OCI AT I ON 

東 集 盛 矢 野 興 河 合 至 三 田 村 和 雄 糸 奇 正 俊 山 本 部 子 王 樫 芽

本 社 大 阪 市 東 区 内 淡 路 町 2 の 1 6 恵 ロ ビ ル 電 話 (942) 4577 

東 京事 務 所 東 京 都渋 谷 区渋 谷4丁 目 3・17常 盤 松 葵 マ ン シ ョ ン 309 電話 (409) 2921 

ア ト リ エ 京 都 市 左 京 区 北 白 川 下 池 田 町 6 7 電話 (781 ) 4418 

続 大 塚 造 園 設 計 事 務 所

代表取締役 大 塚 守 康

大阪市北区北同心! 日T 2 - 3 7 (正善院ビル) T  E  L  351 - 9  3  3  2  
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公共庭園・ 一般庭園の設計

管理、また、庭園施工部 ・

材料部も設けておりますの

で、お気軽に御相談下さい

造園設計・施工・監理

環 境 設 計 株 式
At-.  

ｾ＠

代表取締役
井 上 芳 治

社

大阪市南区安堂寺橋通り 2 - 2  6  ( 大阪写真会館内) T  E  L  261- 2144 ・5

東京都渋谷区神宮前 4 - 2 8 - 1 7 (田沼ビル 3 階) T  E  L  402- 8  6  5  9  

近鉄興業株式会社造園部

取 締 役 社 長
ム寸、

里
7ー矢J 4. ・

常務取締役造園部長 A  寸
キす

' =と，

彦日

本 社 大 阪 市 天 王 寺 区 上 本 町 6 - 1 - 1 電話 (771) 3  3  3  1  

奈 良 営 業 所 奈 良 市 西 大 寺 町 1 3 5 5 番地の 1 2  電話0742- 45- 0971- 3  

駒 井 造 園 設 計 事 務 所

代表者 駒 井 隆 雄

京都市北区大宮薬師 山東町 1 0 番 地 電 話 京 都 (075) 491- 3  7  8  6  

中 根 庭 園 石野 究 所

所 長 中 根 金 作

建設コンサルタント (造園部門 ) (建 設 省 認 定 第445号 )

京都市左京区下鴨車しの森電停前 生産開発科学研究所内 電話 075 (781 )  11 07 

自宅京都市右京区谷口唐回の内町 1の 6 電話 075 (463)  5  5  48 

株式会社 リオス設計事務所

代表取締役 横 谷 義

大 阪 市 南 区 東 平 野 町 1 - 1 2 - 2 (東平ビル内) T  E  L  761- 8 0  1  8  
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造

株

取締役社長 森 俊

本 社 箕 面 市 新 稲 7 0 5 番 電 話 0727 (21)  3  0  5  8 番

新 営 業 所 大 阪 市 福 島 区 鷺州本通 2 丁目 38番 地 電 話 大 阪 (458)4812(代)

花 豊 造 園 株 式 会 社

代表取締役

代表取締役

山 田 米 治 郎

山 田 昌 次

京都市下京区大宮通五条下る T  E  L  075- 341- 2  2  4  6  ( 代)

字 治 市 木 幡 南 山 畑 1 4 T E L 0774- 31- 8  2  3  6  

@  阪 急 園

ｾ＠

株 式

4 企h

社2 玄 Z 玄

取締役社長 茂 原 ネ手

造 園 土 木 設 計 施 工

フェニックス芝刈機製造販売 大阪市北区芝田町 3 5 番地の 4 ( m 530)  

各 種 園 芸 用 品 の 販 売 電 話 大 阪 (06) (372)  4  8  1  7 ・4 8  2  4 ・4 8  2  9 ・4 9 2 6 ・4 9  3  4  

富 士 造 園 土 木 株 式 会 社

取締役社長 金 岡 秀 輔

宝 塚 市 山 本 字 蚕 2 7  - 2  

電話0797 ( 88)  0  5  0  1  ( 代)

⑨ 
阪神造園建設業協同組合

理 事 長 木 原 五 市

組 合 員 一 同

事務 所 大 阪 市北 区高垣町86 福 田 ビ ル 内 電 話 大 阪 ( 313) 0975 ・4010
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8  

VI 友 宜 団 体 と の 交 流

VI - 1  民主団体・科学者運動との交流

綱領をも ち， 社会性をもった建築辺動として，社会とのつながりを重

視する立場から ，他分野の民主的な文化団体，科学者団体などと交流 ・

連帯をつよめると とは，当然であった。乙れは，さまざまの科学 ・芸術

分野で，それぞれの立場からその民主的発展をめざして活動している組

織と手を結んで，そのなかで，つくる側の立場から建築をみるだけでな

く，使う人の立場，住む人の立場，国民の立場からも建築をただしくと

らえてい乙う とする乙とを意味する。また建築家 ・技術者の社会的責任

にもつながるものである。そうした交流 ・述帯活動は ，運動の発展にと

ってすぐれたプラス面を与えてきたし ，技術の分野に他分野のすぐれた

経験が導入されてきた。一方，他の迩動のなかに解消してしまって ，建

築領成における運動の独自性 ・創造性を失ってしまうという 7 イナス面

もあった。

戦後25年間をふりかえってみると ， そのプラス面かあらわれたとき

は，運動が高揚し ，生き生きとしているが，マイナス面があらわれたと

きは，運動は停滞するか消滅してしまったりしている。 ζ のような歴史

的な教訓からみて， 技術者連動の独自性 ・自主性 ・創造性を貫きなが

ら，友宜団体との提携問題を強めていく乙とが必要であろう。

結論めいた ζ とが先になったようだが，さて，民主団体，とくに科学

者団体と連帯して活動してきた点について，以下ふれておきたい。

およそ ，戦後の民主的科学者運動としては ，5 つの時期{ζ 分けられる

と思う。

第 l の時期は ， i民主化」闘争時代である。 i 民主々義革命のための

科学運動」といわれた時期で，民科( 民主々義科学者協会) などの活動

がその代表であり ，民文速く民主々義文化連盟) に文化諸国体が参加し

た時期であった。 1950年頃までの活動時期。

第 2 の時期は ， i 国民的科学」運動時代である。アメリカ帝国主義に

よって朝鮮戦争が強行され，民主化コースを押しつぶす反動化政策と植

民地化のなかで，科学者たちは「国民大衆との結合」をめざして活動し

た。民族解放の運動と不可分に結びついた科学運動で，乙れを強調する

あまり「国民的科学」という表現は一面，科学の自主的創造活動をおろ

そかにする否定的側面を与え，全国組織としての民科が崩壊するひとつ

の因をなしたといわれる。しかし ， i 国民的科学」は，一方大きな成果

も残した。卑俗な実用主義や近代主義 IC対して，国民のなかにはいり ，

「科学の創造と普及」を旗じるしにして ，調査活動などを通じて国民と

ともに闘う という長初の試みであった。 民科の京都支部は独自の専門部

会として ，全国組織の崩嬢後も残って活動をつづけた。また民科とは別

の形，たとえば，自治研，教研，社医研，新医協，国土研， ミチュ ー リ

ン迩動，燐業生物研などの活動IC生かされていく時期である。 1952年の

メーデ一事件をはさむ前後数年の時期。

第 3 の時期は，科学者の層としての再結集運動の時代 である。乙れ

は，科学者たちが専阿部会どとの研究会を中心とする創造活動のわくの

なかだけにとじ乙もりがちな点を反省 し， 世界科学者連盟の「科学者憲

章」にいう「科学者の社会的責任」を果すために ，創造活動と社会的実

践 との関係を結び、つける速動であった。 i科学者を庖として結集し ，乙

れを国民の運動と結び、つける J という立場である。とくに安保闘争の経

験をふまえて ，19，ω年を中心に してその前後数カ年の時期。

第 4 の時期は， i 自国に根をおろした科学」の創造普及運動時代であ

る。後述す る ￭ｾｴ 京 科 学シン ポ ジ ウム」の 精 神 にのっとって ， ベ トナム

戦争や新旧植民地支配に反対 して，戦争lζ 科学は使わない， 其 lζ 「自国

の人民に役立つ科学」をという立場から ，i科学者を屈と して結集する」

組織方針をはるかにとえて ， i科学の破猿 ・腐朽と闘い，われわれの科

学をいかに創造するか」をはかった時期である。各科学者団体( 研究会

も含めて) が一堂! c 会して ， i 自国に根をおろした科学J を追求し ，科

学の内面から創造活動を追求し ，各学問分野の総合的発展をはかろう と

した。 1964年の北京科学シンポジウ ム運動から数カ年の時期。

第 5 の時期は，それ以後の住民運動と科学運動の結合の時代である。

国土問題 ・公害問題 ・都市問題 IC対 しておきた住民連動に対する科学者

の社会的責任の追求である。第4 の時期lζ 結成 された全国組織としての

日本科学者会議なと‘ の活動がその代表的あらわれである。

以上のように ，5 つの時期を経過しているが，建築家技術者連動も ，

ときには乙れらの科学者運動と手を結んでその交流のなかから学んでき

fこ。

第 l の時期 lζ 対応するものとして，民科大阪支部建設技術部会! こ N A

U Oの会員がいた ζ ともあって，民科とは，法隆寺問題をはじめ，つね

に連帯してきた。当時の民主々義文化連盟関西地方協議会とも述けいし

ていた。

第 2 の時期に対応するものとして，水害調査や農村調査に関連して，

民災対や 民水対， あるいは地図研， 気象職員組合，民科の各専門部会

( 経済，生態学等 )々 とていけいしてきた。 ζ のととは前 iζ 記述したと

乙ろである。全国組織としての民科の機能を失った時期は ，全国組織と

しての N A U本部の機能を失った時期とほぼ一致していた。しかし ，関

西の民科京都支部が残って最近まで独自活動を続けた ζ とと， N A U O  

やN A U K も残って独自活動を続けた乙とが一致するのは，偶然で‘ はな

い何かの要素と教訓をもっている。

建研速に結集した各研究サークルの「総結運動」は ，1955， 6年頃行

なわれたが，乙れは ，科学運動の第 3 の時期の「屈として結集する迩動」

にあたるもので，技術者運動の方が科学者運動より先行していたともい

えよう。乙のなかで，建築インタ ーへの代表派遣，東京における総評会

館の設計，全港湾労組会館や関西の尼崎市文化会館の設計活動などを通

じて，民主団体や労組と述帯してきた。 i 大阪府市民の会館建設をすす

める会Ji 関西国民文化会議」との連帯などもあった。乙れらも ，前章で

ふれたとおりである。なお，ついでながら ，東京の「ポドコ」に刺激さ

れて ，i 関西ポドコ J ( 女流建築技術者の集い) が，1955年 9月に結成さ

れ，2 年ほどつづいて自然消滅した。女性建築家との交流については，

1961年に N A C と懇談会をもったことを付記しておきたい。

第 4 の時期( 自国 lζ 根をおろした科学の創造普及活動) に対応するも

のとして，関西での都市化時代を迎えての N A Cや日中建築交流センタ

ーの運動が対応する。乙れは「京都科学シンポジウムJ IC参加の形であ

らわされている。

第 5 の時期 IC対応するものとして，住民運動と技術者運動が具体的に

結び‘ ついたものがある。建設公害( 地盤沈下，振動等) に対する調査や，

アパー ト騒音に対する調査補償活動などが，東京ではあるが，関西では

まだ少ないし ，乙れからの問題として残されている。 i 大阪から公害を

なくす会」が住民組織や科学者団体ら数十団体で結成されつつあるが，

乙れにも協力していきたい段階である。

以上の科学者団体のなかで，とくに「地図研」と「国土研」の活動ス

タイノレは，乙れからの技術運動にも参考になると思うので，簡単にふれ

てみよう。 i 地学団体研究会J (地図研〕は 1947年 iζ 設立され，一時，
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民科の部会となったが， i 国民的科学」の総括のなかから再び民科をは

なれて，独自の学習活動と実践活動をつづけてきた，日本の科学運動の

なかでももっとも ユニー クな位置をしめる団体である。学習の基本的態

度として， i創造・普及・条件づくりの三者を統ーした三位一体の方針」

をかかげて活動してきたのであった。

三位一体のひとつである創造活動において，団体研究をさかんにして

総合化と近代化を結合して，たとえば「日本列島地学構造発達史」とい

うすぐれた寄をつくりあげる役割を果した。普及活動では，学生，生徒，

教師，一般市民，労働者，農民とともに地学を正しく普及し ，僻地l乙長

く定住して活動するスタイ J レを生みだした。そうしたなかで創造 ・普及

活動を行なうための諸条件の向上をはかつていったのである。 40才以上

は役員になれないという不文律があり，つねに40才以下の若々しい人々

で運営されていると ζ ろは特徴的である。

話は重複するが，建研速の「総結運動」はとの地図研の三位一体( 創

造 ・普及 ・条件づくり) スタイ J レに刺激された点も多いし ，関西の N A

U Q， N A U K，それから N A C もいろいろと刺激をうけてきた。地図

研著の「科学迩動」はすぐれた運動史である。

つぎに ，i国土問題研究所J (国土研) のやり方にふれる。国土研は 19

59年につくられたが，日本の国土の各地にお乙っている自然環境や生活

環境の破壊や災害lζ 対して，科学者の社会的責任を果そうというととか

ら生まれたものである。乙の国土研の活動スタイ J レの特長の第一は，一

定の職業をもった専門家が住民に奉仕する精神で運営しているとと。第

二は，科学者も象牙の塔からでて問題の起っている現地へいって科学的

に調査する乙と。第三は，専門のせまい枠を破って，自然科学者も社会

科学者も含めて総合的に団体研究する ζ とである。乙の「住民主義Ji 現

地主義J i総合主義」 が，ζ の国土研の三原則で，乙れにのっとって，

幾多のダム災害，水害問題，大気汚染，公害問題などにとりくみ，委託

調査も行なってきたものである。乙の三原則は ，N A Cが「国土を荒廃

から守り，住みよい国土や都市の創造のためにカをあわせよう」という

立場を貫く上で，学ばねばならぬ点であった。 N A C会員の若干は国土

研メンバーである。

百- 2 建築学生会議・建築労組との交流

(1)  建築学生会議の活動

「建築という同じ世界IC生きる全国の学生が手をつないで、，当面する

さまざまな問題や希望をとりあげ，相互に研究討議して，解決の道を見

出し，伝統の上lζ 新しい生命を築き上げるため，われわれは日本建築学

生会議を結成する J

ζ れは， 日本建築学生会議 ( J C  A  S  =  J apanese Conf er ence of  

Ar c h i  t ect ur 巴 St udent s) の規約前文である。 1954年に設立して以来，

全国の建築科の学生が，つぎつぎと後輩に申し送りなが ら，れんめんと

つづけてきたその地道な活動は，いろいろな意味できわめてユニークな

ものといってよかろう。との間IC卒業した建築科の学生なら ，たとえ直

接参加しなくても，大なり小なりとの学生会談の活動にふれたはずであ

る。また，学生会議は，建築迩動と深い関係があった。乙乙では友宜団

体としての学生会議のいきさつをふりかえってお乙う。

学生会議ができる以前，学生はおもにN A Uのなかで活動をしていた。

しかし， N A Uの学生誕Eも，N A Uが活動停止してからはシリ切れトン

ボになってしまっていたが，その後も学生たちのなかには ，なにかやり

たいという気分がくすぶっていた。 1953年のはじめ ，全学速をつうじて

国際学速から「学生サナトリウム」の設計コンペの企画が伝わった。関

東では芸大，武蔵工大，都立大，東大などの学生が集まって討論する機

会がもたれ，関西では京大を中心としてとりくまれ，数案の応募がなさ

れたが，学生聞の連帯運動が大きく発展するまでにはいたらなかった。

54年 1月になると ，やはり国際学速から全学速をつうじて，ローマで

関かれる 第 2回国際建築学生会議へ代表派巡の招請状がとといた。日本

の建築学生の代表をおくるか らには，まず，建築学生が集まる機関 ，横

のつながりがぜひ必要であった。乙うした乙とから ，乙れがきっかけと
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なって学生の連帯は急速に進展しはじめ， 2 月ICは日本建築学生会議関

東ブロック準備会がうどきだした。また，関西では，乙れとは別個に関

西建築学生会議がもと N A U K学生会員の努力 ICよって 2 月12日IC正式

に結成されていたが， 3月ICは，乙の両者が日本建築学生会議全国協議

会をつくるまでに乙ぎつけた。そして，代表派遣のために ，東西の学生

が協力して，レポー ト作成とカンパ活動にあたったのである。絹谷祐規

( 京大) ，北野幾造( 日大) ，磯崎新( 東大) ，石村勇二( 大阪市大)

が代表候補にあがったが，結局，北野幾造を代表として ローマへ送りだ

すととに成功した。当時の乙のレポート「国民的伝統」の問題は建築界

でも討論をよんだものである。

日本建築学生会議は，ロー マ大会から 2 カ月経た 6 月，正式に設立す

ると乙ろとなった。そして設立後その余勢をかつて取組まれた富士山縫

農村調査， 56年に おける あやめが池住宅展，鳥取県農村調査などの活動

をとおして，次第にその基礎をかためていったのである。

富士山麓調査は， 55年 9 月， i 関東，関西の建築学生が共同行動をと

るとと J ， i大規模，多人数の参加する農村建築調査をする乙と」を目

的として行なわれたが，東西の建築学生約80名が富士山麓に結集したの

である。調査は形式的な調査はなにもいわないの と同じだという信念の・

もとに ，建築相談，幻灯会，座談会，う たやおどりなども計画し ，じか

に村人にとけ乙みながらすすめた。ともかく ，乙の調査は，東西の学生

をむすびつけたと同時に教室では学べなかった多くのものを参加した学

生たちに与えたのである。

一方， あやめが池住宅展は ， i現実の生活と結びついている住宅問題

や往生活についての問題をとりあげ，学生の立場から研究 し，一般の人

たちとともに考え，何らかの解決の道を見出す」という趣旨のもとに ，

朝日新聞の後援，建築協会の協力をえて，奈良あやめが池で約 2 カ月間'

にわたって開催された。乙れには，関西から 10大学，関東から 5 大学が・

参加し，老朽住宅，公営住宅，分譲住宅，アパート などの問題点，理想

の住宅，コミュニティ計画，すまいの歴史など多彩な出品があった。

また ，54年12月ICは，機関誌「核」第 l 号が創刊され，以後毎年発行

される乙ととなった( 写真〉。そしてお年10月には ，名工大において第 1

回全国大会が聞かれ，規約( 資料羽ー 1怠照) が決定され，正副委員長など

役員も選出されて，学生会議は組織としても形をととのえ，次第に新し

い段階へと入っていった。

乙れ以後，学生会議は ，毎年開かれる国際建築学生会議への代表派泣

あるいはレポ ート参加， 全国コンペの実施，全国キャンプ，戦災都市復

興調査，連続シンポジウム ，交流大会などの活動を通じてさまざまな好

余曲折をへながら ，建築学生のなかに確固たる位置をきづいていったの

である。たとえば国際建築学生会議へは ，55年第 3 回パリ大会レポート

参加，57年第4 回コペンハーゲン大会レポート 参加，58年第 5 回レニン

グラ ード大会代表派遣( 関西より京大の湯川利和参加) ， 59年第 6 回ハ

ノーパ大会オブザーパ派遣，61年第 7 回メキシコ大会代表派遣，63年第

8 回スペイン大会レポ ー ト参加などの運動があった。

日本建築学生会議は 1968年現在で，中部ブロック，関西ブロック ，九

州プロック，北海道ブロック ，東北ブ ロック，関東ブロックの 6 プロック

からなり ，約50大学の建築科の加入支部を有していた。( 資料 羽- 2 怠照〉

関西プロックでは， 1963年 1月に ，関西ブロック機関誌「動線」創刊号

(写真〉が発行された。なお61年 8 月には ，N A C と学生会議関西プロッ

クとの懇談会をもっている。

と乙ろが，大学におとった全共闘運動のなかで1ヲ'68年 8 月 6 日， 関東

フ. ロック代議員会は，学生会議の存続の理由がないとのと とで，日本建

築学生会議関東ブ、ロックの解体を行なった。乙れが各 7' ロッ クIC波及

し，日本建築学生会議は実質的に68年末からなくなっている。最後まで

残った関西フ。ロックも69年に自然消滅した。

最後に ，学生会議と建築運動との関係についてふれておきたい。

建築学生は ，正確にいえば，まだ建築家あるいは建築技術者であると
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「動線J (63年 1 月発行)

はいえない。いわば，それをめざして学ぶ過程にある ものである 。 しか

しながら ，その学ひ、つつある建築にたいする認識，期待や疑問などを通

じて，あるいは ，生活不安や就職問題などを通して，建築界そして社会

の状況を敏感に反映する ものである。したがって ，建築学生の当面する

問題について，みんなで手をつないで解決してい乙うとする学生会議の

基盤は ，当然の乙ととして建築巡勤のめざすと乙ろと多くの共通点をも

っているのである。

乙れまでいくたびカ泳、れてきたように，建築運動にとって建築学生の

カは大きな推進力のひとつであった。たとえば，N A Uでは学生班を組

織して活動を行ない，あるいは ，J1 l 村建築研究会などによって段村調査

に入ったり していた。また，とくに京都支部では ，展覧会や段村調査な

どに積極的に参加し ，つねにその中核的な役割をになっていた。

また， 日本建築学生会議ができたいきさつについて も，乙うした建築

迩動とやはり無縁のものではなかった。たとえば，ローマ大会への代表

派遣のレポ ー ト作成やカンパ活動のさい，学生たちは建築運動の先輩に

大いに援助を求めた。そして期せずして，乙うした学生のうどきを援助

する乙とを直接のきっかけとして， N A U消滅後のいくつかの小サーク

J レが述絡組織をもつようになったのである。乙れが，建研速である乙と

は，すでに別項でのべたと乙ろである。

学生会議と建築運動のあいだで，乙れ以後もたがいにいろいろな援助

を行なったが，より本質的な関係として ，とくに次の乙とをあげる必要

がある。それは ，学生会議の活動のなかで，建築の問題をみんなで手を

とりあって解決してい乙うという姿勢を学んだ学生が，実践社会へでた

とき ，建築運動をつうじて，さらに乙うした考えを発展させていくとい

う関係であろう。現に学生会議の推進者の多くが，ひきつづいて建築運

動の推進者となっていったのである。学生会議は， I建築のよき学校」

であったといってよかろう 。

〈おととわり : 54年の年表中，学隼会議の役立が54年 3 月となっていま すが . c れは周年 6 月

のあやまりです)

(2)  建築労組との交流

建築技術者運動はけっして政治巡動でもなければ， 労働運動でもな

い。けれど，建築技術者の生活と職場の諸条件をよくする乙とは ，技術

者が技術を修得し， それを生かしていくため，ひいては技術の発展を保

証する条件づくりにもつながるものであるので，労働組合とくに建築関

係諸労働組合と ，課題によっては行動をと もにする乙 とは， 定、義のある

と乙ろである。いわゆる建築産業におけるひとつの統一戦線の一環とし

て必要な乙とで もある。もちろん ，その場合でも ，技術者の自主性 ・独

自性は保 つ ζ とが大切である乙 とはい うまでもない。

それはさておき，関西で建築迩動団体が建築労組関係と交流して統一

行動をもった遂動を展開した大きな波は ，二つあった。ひとつは ，N A  

U O時代 で，建築インタ 一代表派巡IC関連してのカンパニア運動であっ

た。他のひとつは， N A U OがN A C Iζ 発展してから「関西建設労懇」

をもって ，建築労組閣の統一と実態の交換をはかった乙とであった。

はじめの波は， 1954年- 5 6年頃で，当時，建築産業の労働組合の統一

組織をはかる「全日本建築産業労働組合協議会準備会J (建築労協〕が

1954年頃につくられ，55年には「第 2回国際建築木材資材労働者会議

(建築インター) J ( 1955年 3 月17日- 2 3日於東ベルリン) IC代表派遣を

送ろうという運動が展開された。乙のとき，建研速より「ポド コ」の船

越輝子を代表 lζ 送るととになり ，乙の派遣カンパニヤがとりくまれた。

関西でもとのカンパがとりくまれたが，代表団が帰国後，新日本建築家

集団大阪支部 ( N A  U O) ，同京都支部 ( N A U K) ，神戸建築クラブ有

志，住宅研究会の連名で，1955年 8 月 15日付で， I 日本建築資材労働者

国際交流委員会連絡準備会」を呼びかけ，統一的に報告講演会をもっ準

備活動を行なった。乙の「日本建築資材労働者国際交流委員会関西準備

会」には，全建設省労働組合近畿地方本部，大阪建設労働組合本部，日

本建設産業職員組合大阪地区，国鉄労組大阪地方建築協議会，日本セメ

ント労組大阪支部，新日本建築家集団大阪支部らが参加し， 9 月には報

告会をもっ ζ とになった。

東京では「建築労協」という ニュー スを毎月発行されていたが， 3 カ

年の連絡協議会という準備期簡をへて，1956年 12月20日「全日本建築産

業労働組合協議会J ( 建築労協) が結成大会を開いて正式発足したが，

その後の述動経過は資料がないので割愛する 。

第 2 の大きな波は ，関西で1961年より 63年まで ，いわゆる「関西建設

労懇」が結成され活動した時期である。日住労， 日u協，京都建労，

兵庫建労，奈良建労，全建労 ，国鉄労建協，N A Cが参加し ，毎月例会

を聞いて，当面それそ台れの組合の実態や労働者の実態について怒見交換

しあって当函する課題を統ーして解決してい乙うという迩動であった 0

62年末頃まで十数固にわたって例会を開いた。その聞の特鉱すべきこと

は，62年 6 月 2 日と 3 日にわたって，兵庫県川西市の北摂山荘において

「建設労働研究集会」をもったことである。当日の参加者は ，日 住労，

全建労，日建協，全建総連の一翼である兵庫建労や京都建労，新建 ( N

A C) らの代表30名が集まり ，テーマを①労働時間( 全日休制を含む) ，

②合理 化 Ｈｾ背負制度を含むＩ ，③賃金の三つにしぼって討論した。助言

者には ，徳永勇雄( 明大) ，向笠良一( 大阪市大) にきてもらった。新

建 ( N A C) よりは「中小建築設計事務所の実態 と問題点」を報告 した。

また，1962年頃来日した中国建築工会代表の張委員長を大阪，鶴舞団地，

奈良などに案内したり した。

乙の「関西建設労懇」の活動のなかで ，N A C として建築労組との速

;車交流を深めたが，1963年以後は，また独自活動にかえった。

東京でも「建設労懇J ( 建築関係労働組合懇談会) をもって建設産業

労組の統一化の動きがあった。参加組合は，建設労懇ニ ュース ( 1962年

4 月20日) によれば， 日本労働組合総評議会( 総評) ，金建設省労組

( 全建労) ，全日本自由労組( 全 日自労) ，全港湾建設労組 (全港建) ， 

国鉄労組建築協議会( 国労建) ，全国建設労働組合総連合( 全建総迷) ，

全日本建設産業職員労働協議会( 日建協) ，日 本住宅公団労組( 日住労) ，

金北海道開発局職員労組らであった。

なお ，N A Cはとの時期 ，1962年 6 月19日， 20日， 21 日の三 日聞にわ

たって，全日本建築士会の招待で来日したソ速の建築家 2 名を関西に案
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日中建築交流センターニ ュース (1963年- 1965年) 中国建築学会機関誌「建築学報」 1964年北京科学シンポジウム日本代表団報告書

(1965年)

内し ，懇談会をもって，社会主義国との建築交流を深めた ζ とは ，印象

に深いと乙ろである。すなわち ，当時，モ スク ワ建築大学教授 ・ソ述建

築アカデミイ会員である ピリンキン氏と ，ソ連文化省設計研究所理事 ・

ソ連建築家同盟モスクワ支部副会長のホムトフ氏の二人を迎えて，中村

登ー，上林博雄，松井昭光，早川和男 ，上村ーらが大阪，奈良，京都と

案内 し， また ，N A C会員 と懇談会をもって社会主義ソ速の建築事情に

ついて質疑応答した( 参加者45名) 。最後にお互いに歌いだしたカチ ュ

ーシャ の歌の合唱で送りだしたとい うな ごやかさはいまも忘れる乙とは

できないものがある。

ifI - 3  日中建築交流センターと

北京科学シンポジウム

(1)  日中建築交流センターの動き

中華人民共和国( 以下，中国と略称〉が1949年lζ 生れて以来，わが国と

中国との正式の国交回復が今日に至るも樹立されていない。けれども ，

隣国中国との友好交流をのぞむ多くの人々によって，日中友好協会など

の民主団体がつくられ，経済交流，文化交流などがすすめられてきた乙

とは周知のととろである。しか しながら ，建築分野では， 個人的交流や

労組の交流はあ っても ，組織的に建築家や研究者の交流がなかった。た

またま ，西山タp三教授が19，ω年lζ 中国建築学会の招待で訪中されたので，

N A C  (新建築家集団) 設立総会( 第 1回) の方針の具体化によって ，

「西山勿三中国帰朝報告会」が1960年12月に開催されて以来，N A Cが

中心となって「日中建築交流センター」の設立準備に非常な努力が払わ

れた。 とくに 1961年 6 月以降， たびたび設立準備会を もち，最後1<:: 発

起人 (荒木正利， 飯田精次郎，石原正雄，上林博雄，西山知三) の名で

「日中建築交流センタ ー設立にあたってー建築技術者によびかけるー」

( 1961年10月15日) を各方面へ発送して ，1961年11月 10日，設立総会が

もたれて発足されたものである。会員は約60- 70名ぐらいであった。

「日中建築交流センタ ー」はその規約〈資料VJ - 3 ) にあるどとく「中撃

人民共和国の建築事情を明らかに し， 日中両国の建築技術の提携と交流

をはかり ，両国建築家の相互理解と友好を深め，世界平和に貢献する乙

と」を目的としている。乙の目的に したがって ，主として ，中国建築学

会と ，①文献 ・雑誌の交換，②中国建築事情の紹介，③両国建築家の交

流などを行なってきた。

具体的に 「文献・雑誌の交換」では，中国建築学会より ，毎月その機

関誌「建築学報J (写真) 50冊と「土木工程学報J 20冊の寄贈をうけ ，日

中建築交流センタ ーより ，日本で発行されている「建築雑誌J i新建築」

誌など代表的建築雑誌を毎月贈ったり ，あるいは ，資料 ・論文を贈った

りする活動をつづけた。中国からの手紙によれば，センタ ーを通じて送

った ，住宅計薗についてのある博士論文などは ，弁証法的にとらえられ

ていて，中国各地の学会で好評だという 乙と だった。

第 2 番目 1<:: ， i 中国建築事情の紹介」では ，講演会や例会を通じて，

また f 日中建築交流センターニュースJ (写真〉を通じて会員に知らせた。

講演テー マやほんやく題名などを追ってみると「新中国における建築芸

74 

術論J ( 1961年) ， i建築理論についてJ i計画原論 (設備〉 について」

「住宅計画についてJ (以上， 1963年第 2 回総会) ，i最近の中国のホ ーJ レ

建築J ( 1963年) ，i建築学報による 中国の建築の推移J ( 1963年) ，i 内蒙

古建築の概要J i 北京市1963年度都市住宅設計 コンクール作品の批評と

紹介J ( 1963年) ，i 中国の工場建築J ( 1965年) などある 。

1964年より ，後述のとおり 「北京科学シンポジウム」代表派逃と論文

作成にとりかかり ，それにともなって訪中した代表( 松井昭光〉から ，

中国の建築事情をきき ( 19ω 年) ，あるいは北京科学シンポ ジウム に参

加 した他分野の代表 (歴史学者，政治学者〉からそれぞれの立場からの

中国の事情を知る乙とができた( 第 4 回総会1965年〉。

さらに ，1965年に訪中学術代表団に参加 した石原正雄から ，i 中国の建

築 と大学J ( 1966年〉をきき ，またその後学術代表団 として，文化大革

命の まっ ただ中で・訪中した向井正也から「最近の中国の建築界J (1966 

年 ・第5 回総会) について話をきいた。

第 3 番目の「両国建築家の交流」については，日本からは，上記建築研究

者たちが訪中し ，交流を深めてきたが，中国側からは ，1964年の大阪の中

国経済貿易展のため来日された中国建築学会の顧啓洪技師を囲んで懇親

会を もったり ，大阪の建設現場やニュ ータウンを案内 したり したと とと ，

中国物理儀器関係代者団が来阪したとき懇談会 ( 1965年) をもったぐら い

なものだった。 1964年に中国建築学会と交流の話をつけてきて，乙れか

ら拡大という 1965年- 66年の時点で，交流はとだえてし まった。直接的

には，中国に文化大革命の嵐がおきたと ともあって 「建築学報」も「土木

工程学報」も 1965年 1月号より発行中止となったと いう連絡が届いた。

1966年IL は年賀状が届いたきりになってしまった。その後，1966年 7

月に，具体的に両国建築家の交流の打診を行なったが，返事もなかった。

1966年11月の第 5 回総会をへて，若干の活動もみられたが，それ以後，

センタ ーとしては理事会( 最後1968年 1月) は数回もったが，関庖休業

のまま ，乙んにち ( 1970年〉に至っている。

しかしながら ，本来なら ，日本建築学会なり ，日本建築協会なりが，

中国建築学会と交流をすすめてしかるべきであろうが，国交回復のいま

だない時点でそれもできぬという事情がある間は， 運動として，N A C  

とともに「日中建築交流センタ ー」が率先 して，1961年はじめから 1968

年はじめまで，実質的に，両国建築交流の窓口 として，日中建築友好の

たね

ため果してきた役割は評価されてしかるべきであろう。まいてきた種は

小さいが，いずれは実るととであろう 。

(2)  北京科学シンポジウムの運動

1964年 8 月 lζ 「北京科学シンポジウム」が北京で開かれた。アジア ，

アフリカ ，ラテンアメ リカ，オセアニアの四大州の科学者が団結協力 し

て「帝国主義と新旧植民地主義に反対し ，民族独立をかち とり，乙れを

守り ，真 l ζ 自国』ζ 根をおろした科学を創造」し「自国の人民に役立つ科

学」をつくりだしていとうというのがその精神であった。 四大州の44カ

国の科学者367名が一堂に会しての歴史的な科学大討論会であった。

日本から各分野の民主的科学団体の代表61名( 団長坂因昌一〉が参

加したが，建築分野から 2 名が参加した( うち l 名は東京か ら全日本建
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築 士 会 の すい せ ん で 徳永勇雄〉。

日 中 建 築交 流 セ ン タ ー と して も ， と の シ ン ポ ジ ウ ム の 精神 を 支 持 し て

乙 れ に参 加論 文 を 送 り ， 代 表 派 遣 す る と と は 日 中 両国 の 建 築交 流を す す

め ， 世 界 平 和に 貢献 す る と い う 目 的 に か な っ た 運 動で あ る と と か ら ， 建

築 各 団 体へ ζ の 乙 と を 訴 え た 。

学 者 団 体 に よ る 総 合 的 シ ン ポ ジ ウ ム で あ る 「京 都 科 学 シ ン ポ ジ ウ ム」 が

計 画 さ れ . i科 学 の 破壊 ・ 腐 朽 と 闘 い ， わ れ わ れ の 科 学 を い か に 創 造 す

る か」 の統 一テ ー マ の も と に . 1965年 度 . 1966年 度 . 1967年 度 . 1968年

度 の 4 固 に わ た っ て 開 催 さ れ た 。 法 律，哲 学 ， 政治 ，歴 史 ，経 済 ， 教 育 ，

物 理， 生 物 ，地 学， 薬 学，考 古 学 ， 国 土 研 等 々 の 分 野 の科 学 者 と 一 緒に

な っ て の討 論 で ， そ れぞ れ の 交 流 を は か り ， 腐 朽 した 科 学 に 対 し て 新 し

い 総 合 的 学聞 の 創 造 を 考 え る と い う 点 で ， み の り 多 い シ ン ポ ジ ウ ム で あ

っ た 。 日 中 建 築 交 流 セ ン タ ー では「文 化 財 保 存 と 地 域 計 画 一 奈 良 計 画一」

(1965年 ) . i生 活 空 聞 に み る 国 土 破 壊 ー と く に レ ク リ エ ー シ ョ ン 資 源 に

つ い てー J ( 19“ 年 ) . i都 市化 に よ る 災 厄 の 予 測 一 京 都市 の 交 通 問 題 」

( 1967年 ) . i地 域 計 画 と 住 民 参 加J ( 1968年 ) を 報 告 し た 。 大 阪 で も 同

様 の 「大 阪 科 学 シ ン ポ ジ ウ ム」 が 関 か れ た 。

そ し て ， い く た の 準 備 会 が重 ね ら れ， 討 論 さ れた 結果 ， 数 人 の 参加 希

望 者 が あ っ た が， 代 表 に は 松 井 昭 光 が 選ば れ， 提 出 論文 は 「 日 本 に お け

る 建 築 産 業 と そ の矛 盾 」 と な っ た 。 ほ かに ， 論 文 参 加 と し て . i 工 場 建

築 の 換 気 計 画J ( 石原 正 雄) . i 日本 の 小住 宅 の 型 計 画J ( 西山知三)

が あ っ fこ。

セ ン タ ー と し て は . N A Cの 全 面的 協 力 の も と に ， 派 遣 の た め の カ ン

パ 活 動な どに 精力 的 に と り く み ， ま た 論 文の 討 論 会 を 飼 い た り した 。 京

都 実 行委 員 会に 加 盟 し て ， 他 の 科学 者団 体 と 平等 ， 相 互 尊 重 の 原 則 の も

と に ， 交 流 を 深 め な が ら ，ー 絡に 派 遣 活 動や 学 習 会 や 討 論 会 を 開 い た り

して ， 総 合 的 な科 学 者 運動 と して の一 端 を に な っ て い っ た 。

代 表 が 帰 国 後，建 築界 で は 「北 京 科 学 シ ン ポ ジ ウ ム と 中 国 の 建 築事 情 」

と い う テ ー マ で ， 小集 会 も ふ く めて . 14回 も報 告 会 を も っ た 。 シ ン ポ ジ

ウ ム の 成 果 と意 義 の ほ か に ， 中 国 の 自 力 更生 の方 針 ， 中 国 建 築 政 策 の 7

つ の 方 針. i比 ，学 ，超 ，務 J ( す す ん だ も の を 探 究 し ，学 び，追 い ぬ き ， お

く れ た も の を助 け る ) と い う技 術 革 新 運 動な と、に つ い て も 報 告 さ れた 。

ま た ， 北 京 科 学シ ン ポ ジ ウ ム の 精神 に の っ と っ て ， 各 分 野 の 民 主 的科

乙 の 北 京科 学 シ ン ポ ジ ウ ム は . 1968年 に も 北 京 で 関 か れ る 予 定 で あ っ

た が， お そ ら く中 国文 化大 革 命 の 激 化 の せ い も あ っ て ， 結 局 開 か れ な か

った。 日 本国 内 で も 学 者 の 聞 で 分 裂 さ わ ぎ を 起 す 事 態 も あ っ た が， 全 体

と し て ， そ の 精 神 は ， 日 本 の 科 学 者 連 動 !Cい か さ れ て い っ た の で あ る 。

前 述 の 京 都 を は じ め ，大 阪，札 幌，仙 台，東 京 そ の 他 の 各 地 域 に お け る 総

合 的 科 学 シ ン ポ ジ ウ ム が も た れ た の も ， そ の あ ら わ れ で あ る し ， ま た ，

か つ て の民 主 々 義 科 学 者協 会 ( 民 科) に か わ る 全 国 組 織 と して の 「日 本

科 学 者 会議 J (1966年 12月 設 立 ) と し て 実 る 大 き な き っ か け を 与 え た 乙

と は ，強 調 し で も しす ぎ る 乙 と は な い で あ ろ う 。
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日 本 建 築 学 生 会議 規 約

前 文 建 築 という閉じ世界 1<:: 生きる全国の学生が手をつない

で，当面するさまざまな問題や希望をとりあげ，相互に研

究討援して，解決の道を見出し ，伝統の上 1<:: 新しい生命を

築き上げるため ，我々は日本建築学生会畿を結成する。

第一章 総 則

第 l 条本会は日本建築学生会議と称す。

第 2 条 本会は ，会員があらゆる活動 IC怠加1 . . - . 自由な立場で

研究対践を重ねる事 1<:: よって. 社会の発展 1<:: 寄与する事

を目的とする。

第二章 組 織

第一節 会 員

第 3 条 本 会 は . 次の会員より成る。

1. 正会員 学科の名称にかかわらず建築学を専攻する学部

学生を主体とし ，特 1<:: 全国代蟻員会において承留された学

生

2.  司自会員 名称にかかわらず建築学を専攻する工業高校生

3.  賛助金員 本会の趣旨に賛成する個人又は団体

第 4 条 本 会 の 速 営 は ，正会員が行う。

第 5 条 正会員としての加入は全員加入を原則として学科単位

とし，全国代l I i 員 1<:: て承題決定される。但1 . . - . 司直会員 ，賛

助会員の加入は細則で定める。

第6 条会員は定められた会貨を納めなければならない。

1$ 7 条 会員は峨関紙，ニュースの配布を受け ，本会及び践当

プロックの企画する事業全て 1<::#加し ，全ての会畿で発

言できる.

第二節 ブロ ックと支部

第 8 条 本会の運営を円粛にする為 1<::. 学科単位を支部とし ，

己れらの地域統合 1<:: よりプ ロックを構成する。

第 9 条 各プロックは本規約 1<:: 基づいた独自の細則を持ち ，活

動する。

第10条 各プロックは ，プロック代隠員会を持ち，プロック寮

員 長 ，プロック安員長会餓1<:: 出席せねばならない。

第三節 全国執行部

第11条 全 国 執 行 部 は ，正副餐員長，事務局長，財務局長，情

2 局長で構成される。

第12条 各役員は各一名として ，全間代議員会において . i E会

員より選出される。その任期は原則として一年とする。

第13条 全 国 安 員 長 は ，本会の般高責任をとる。

第14条 全 国役員は，全国代蟻貝において，又は各支部の連名

で. 全国支部数の三分のこ以上をもってリコ ールされる。

第15条 全国執行部は本会の運営を円滑に行なうために ，各種

実行ｾ員会を鑑き，又支部間，支部と執行部と の 連絡の

為に機関紙又はニュースを発行する。

第四節 全 国 代随員会

第16条 全 国 代 銭 員 会 は ，本会の股高決蟻機関である。

第17条全国代磁員は定例と臨時の会合を行なう。定例全国代

畿貝会は ，毎年一回催 1..-. 臨時全国代蟻貝会は安員長が

必要と認めた時，又全国支部の五分の一以上の要求があ

った時 IC開催される。

第18条 会国代銭員会における正代霞員は ，各支部二名とし ，

各支部一票の議決権をもっ。

第四条定例全国代銭員 1<:: 於ては ，全国総長5. 経過報告，決算

報 告，会計監査報告，各プロック活動報告，役員選出 ，

年間基本方針，企画及び予算の決定が行なわれなければ

ならない。

!l! 20条 全国代議員会の正副級長は，開催の都度出席会員の中

から互選する 。

第21条全国代議員会は，会国支郁数の三分のニ以上の由席を

もヲて成立する。但し ，安任状は ，出席支部教の五分の

ーをとえてはならない.

第22条全国代議員会における餐任状は ，酸決権をもたず，磁

長国民白紙安任される。

第23条全国代議員会の磁決は ，出席支部の過半数をもって決

する。可否同教の場合は蟻長が決裁する。

第24条 全国代厳員会は ，本会の飯高決議織闘である。但1 . . - .

閉会中は ，第25条 1<:: 従いプ ロ γ ク餐員長会議がとれを代

行する。

第五節 ブロ ック委員長会耳障

第25条 本会l I I l が全国代緩員会を代行する時は ，次の項 1<:: 従う。

1.  決畿は，全会一致をもって成される。

2.  プロック安貝長会議は，全プロック; ? 員長の過半数をも

って仮決銭がなされるが，仮決蟻ll l ' 羽は金支郎数の過半数

の承毘を得れば，全国代磁員会の決践と同等に扱われる。

第26条 本 会 蟻 は ，全固執行邸と各プロック要員長 1<:: より構成

され. 全国蚕員長が ζ れを召集する。

第27条本会訟は原則として，年 2 回以上開かれ，第 1回は ，

全国代蟻員会期間中とする 。

第28条 第 l 回プロッタ要員長会蟻は ，新年度企画，予算案を

決定し ，全国代議員会の承留を得なければならない。

第29条 プロック委員長会織の蟻決権は ，プロック一票とする。

第三窓 会 針

第一節 会 計

第30条 本会の会計は ，各プロ γ タ毎に行なうと同時に ，各プ

ロックは ，全国的な事業のために全国分担金をおさめ .

全国財務局長が乙れを管理する。

第31条全国財l I i 局長は . 前年度決算を定例会国代舷員会 1<:: 報

告する。

第二節 会計監査

第32条全国会計監査は . 2 名とし ，全国代議員会において ，

正金員より選出される。

第33条 定例全国代議員会において，全盟会計監査報告をしな

げればならない。

第34条 全国会計監査は年2回以上行なわれなければならない。

第四章 規 約 改正

第35条 本線約は ，全国代議員会において，出席支部の三分の

ニ以上の賛成を得て改正する事ができる。

(43. 5. 25  r絞J 14号より〉
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日 本 建 築 学 生 会議 加 入 支 部

中部プロ ッヲ

中部工業大学建築科，名減大学第一理工学館建築学科，名古屋

工業大学建築科，名古屋大学工学郎建築学科

関西ブロ ック

福井大学工学部建策科，京都工芸繊維大学工芸学部建築工芸学

科，京都大学工学郁建築学科，奈良女子大学家政学部住居学科，

大阪大学工学部建築工学科，大阪市立大学工学部建築学科，大

阪市立大学家政学館住居学科，大阪工業大学建築学科，神戸大

学工学部建築学科，広島大学工学部建築学科，近鎗大学工学部

建築学科( 呉)

九州プロ ッヴ

九州大学工学部連築学科 ，熊本大学工学部建築学科，鹿児島大

学工学部建築学科，九州産業大学工学部建築学科，福岡大学建

築学科

北海道プロ ッヲ

北海道大学工学部建築学科

東北ブロ ック

東北大学工学郎建築学科，日本大学第二理工学郡建築学科

関東プロ ック

千葉大学工学都建築さ芋科，芝浦工業大学建築科，東京大学工学

部建築学科 . 工学院大学建築学科，東京工業大学建築科，東京

芸術大学美術学部建築科，東京都立大学工学部建築学科，東海

大学建築工学科，日本大学理工学部建築科( I 部) . 日本大学

理工学部建築科 (11 部) . 日本大学理工学部建築科( 津田沼) .

法政大学工学部建築工学科，武蔵工業大学建築工学科，明治大

学工学郎建築科，早稲田大学理工学部建築学科，日本女子大学

家政学部住居学科 ，横浜国立大学工学都建築学科，関東学院大

学工学部建築学科，千葉工業大学建築科. 東京理科大学建築科，

東洋大学工学部建築学科，前橋工業短期大学建築科，国土館大

学工学部建築14
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日 中建 築交 流 セ ン タ 一 会 則 0 9 61. 11. 10)  

第 1:軍 総 則

lI! l 条 本会は ，日中建築交披センタ ーと称する。

第2 条 本会は，事務所を大阪市内 1<:: おく。理事会の簸決を経

て，必要ある地1<:: 支部をおく ζ とができる。

第2. 目的および事業

第3条 本会は中準人民共和国の建築事情を明らかにし，日中

両国の建築技術の提携と交流をはかり ，両国建築家の相

互理解と友好を探め ，世界平和 1<:: 貢献するととを目的と

する。

第 4 条 本会は，前条の目的を達成するために下紀の事業を行

なう。

1. 日中両国の建箆 1<: 関する文献の交換

2. 中国建築事情の調査研究と ，その紹介，立伝

3  日本の建築事情の中国への紹介，宣伝

4  日中両国建築関係者の交流

5.  その他必要な事業

第3. 会員および会費

第 5 条 本会の目的 1<:: 賛同し ，所定の会貨を払込むものを会員

とし ，会員を正会員と賛助会員の 2 種1<:: 分ける。

l!! 6条 本会の事業は下紀の会費及び寄付金によりま かなう.

1. 正 会 員 年 3∞ 円

2. 賛助会員 年 3000 円以上

第4. 役 員

第7 条 本 会 1<:: 下記の役員をおく。

理事長 1 名

理 事 若 干 名

監 事 2 名

第8 条 役員の任期 lま2 年とする。但l - l I i 径をさまたげない。

第9 条 理事長は窓会を代表し，会穫を統帽する。理事は理事

長を補佐して事業の執行 1<:: 当る。監事は本会の会計およ

び業務を監査する。

第 ＱＰ ｾ 量 本会の役員は総会において，会員中より選任する。

第 5 章 会 隆

第11条 理事会は理事長が招集1 . . - . 軍要なる会務を議決する。

理事会の議長は理事長がζ れ1<:: 当る。

第12呆 総会は本会運営の最高議決機関である。通常総会は毎

年 l 回，理事長が招集する。臨時総会は，理事長が必要

と臨めたとき，または会員総数の始以上の要求があ った

とき . c . れを招集する。

第13条 総会の級決は出席会員の過半数1<:: より乙れを決する。

第 d 童 附 則

第14条 本会の事業年度および会計年度は毎年10月 l 日1<:: 始ま

り，翌年 9 月30日1<:: 終る。

第15条 本会の会則の変更は総会の決後による.

以上

( 注) その後第 3 回総会で，会貨を500円. 5. 0∞同と改正し，

事業年度を毎年 4 月 1 日1<:: 始まり ，翌年 3 月31日と改正

した。
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人: 月聞の動き

口昭和46年 2月分口

通 常 総 会 |

25日 4 時 - 4 時半於会館集会室

出席者塚本副会長ほか14名

議事(1)名誉会長推挙の件

(2) 監事 1名選挙の件

(3)本部所属評議員69名選挙の件

(4) 補選本部所属評議員 2 名選挙の件

(5) 役員室任承認の件

評 議 員 懇 談 会( 技 術 部 門〉

5 日 5 時半- 7時半於会館集会室

出席者山本茂評議員ほか 6 名

2 月開催の総会における技術部門選出評議員

候補者推せんについて協議

理 事

. 6.  

: >x 

25日 3 時- 4 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 東 焔，塚本正副会長ほか13理事

五十嵐監事，山根建築業務基準委

員会委員

議事(1)建築業務基準委員会経過報告

(2) 定時評議員会開催の件

(3) 本会創立54周年記念日の祝賀会開催の件

(4)役員委員慰労懇親会開催の件

(5) 大阪府知事表彰候補者推せんの件

(6)事業委員会組織改組の件

(7) 建材委員会新事業企画の件

(8)名誉会長推挙の件

(9) 入退会者承認の件

。0)事業報告

事 業 委 員 会

懇親会小委員会

2 日 6 時- 71時半於会館集会室

出席者大橋副委員長，柏岡幹事ほか 2 名

議事(1)次年度事業委員会の事業方針について

(2) 懇親会小委員会の運営について

(3) 事業委員の任期と構成について

(4) そのほか

展示会小委員会

4 日 6 時- 7時半於会館集会室

出 席 者 内 野，小泉委員

議事(1) 第 8 回展示写真についての報告

(2) 第 9 回以降の展示写真の企画について

(3) 明年度の事業委員会の方針について

(4) そのほか

見学会小委員会

4 日 6 時- 7 時 半 於 会 館 3 階会議室

出席者山野副委員長ほか 3名

議事(1)1月に実施 した見学会の報告

(2) 2 月- 4 月の見学会の企画について

(3) 明年度5 月以降の見学会案について

(4) 明年度事業委員会の方針について

(5) そのほか

若い会員の集い小委員会

5 日 6 時- 8 時 半 於 会 館 3階会議室

出席者上回副委員長，佐藤幹事ほか 2 名

議事(1) 次年度事業委員会の事業方針について

(2)次年度よりの小委員会の遂営について

(3) そのほか

委 員 会

12日 6 時- 8時半於会館集会室

出席者 北垣委員長，近藤・三品副委員長，

三宅幹事ほか 6 名

議事(1)各小委員会の事業報告

(2) 本年度 2 月以降の事業企画について

(3)明年度 4 月以降の事業企画について

(4) 事業委員会の今後の方針について

(5) そのほか

出 版 委 員 会

建築基礎工法と実例幹事会

3 日 5 時半- 7時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 山肩委員長，多々見，山 口幹事

議事 出版工程全般について検討

編 集 委 員 会

6月号 「解体工学」編集幹事会

5 日 3 時- 5 時半於会館集会室

出席者- 和泉，長浜，江口各特別幹事，ロ

片口委員

議事 6 月号「解体工学」特集企画( テ ーマと

執筆者の選定〉

委 員 会

8 日 4 時- 6 時 於 会 館 集 会 室

出席者 鳥田委員長，福田 ，北垣理事

ほか 12名

議事(1)3 月号= 建築基準法特集経過報告

(2)4月号= 都市生活とみどり特集経過報告

( 3) 5 月号= 企画と設計のプロセス特集経過

報告

( 4) 6 月号 =解体工学特集企画( 幹事会案報

告〉

( 5) 7 月号以降の企画

(6) 次年佼編集委員交代の件

作品作風小委員会

16日 6 時- 9 時 於 会 館 l 階編集室

出席者 近藤主査ほか 6 名

議事 4 月号作品選定基準について

作品作風小委員会

25日 6 時半- 91時於会館集会室

出席者 近藤主査ほか 5 名

議事 4 月号作品選定( 設計とみどり〉と割付け

住 宅 委 員 会

住宅展小委員会

9 日 5 時半- 8 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 湯 浅，金井両委員

議 事 第 8 回「よろず相談住宅展」の会場計画

委 員 会

16日 6 時- 7時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 上国主査ほか 9 名

議事(1)第 8 回「よろず相談住宅展」の件

¥2) そのほか

住宅資料小委員会

24日 5 時半- 7時半於会館集会室

出席者佐孝主査ほか 3 名

議事住宅資料の作成について

法 規 委 員 会

3会合同委員会

18日 2 時半- 5 時 於 会 館 集 会 室

出席者 講師 ・信濃小路正ほか 3名

福田委員長ほか17名

議事(1)大阪府建築基準法施行条例改正説明と質

疑応答

(2) 2 級建築士試験制度改正について

建 材 委 員 会

委 員 会

26日 3 時- 5 時 於 会 館 集 会 室

出席者 山田幸一委員ほか13名

議事(1)新規の事業企画について

(2) 輸入木材，集成材，合成木材について

(3)新年度委員と開催時刻について

見 学
4

冨

ニチモ甲子園第 Bコーポラス新築工事の見学

会

5  B  3 時- 5 時

設計 ・監理 ニチモプレハプ株式会社

施 工 鉄 建 建設株式会社

参 加 者 25名

ナショナルの住宅設備機器工場とショウルー

ムの見学会

19日 l 時40分- 4 時半

参加者 38名

清酒白雪の新社屋と四季醸造工場の見学会

26日 l  時20分- 5 時半

設計 ・施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務庖

参加者 49名

3会事業委員長打合会

25日 正午- 2 時於大阪府建築士会

出席者 矢野士会，山田学会事業委員長

ほか 6 名

議事 3 月以降の共催事業その他について打合

せ
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自然を生かした

北摂ニュータウ

林や池をそのま ま残す

兵 庫 県 が 初 の 保 存 方 式

建 築 業 務 基 準 委 員 会

事務局連絡会議

17日 5 時半- 8 時

於白本建築士会連合会
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な

席

討
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検
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の

局
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務業築建

出席者

議事

らびにその他について協議

委 員 会

23日 l  時半- 5 時於日本建築学会

本会より山根，福田委員 ，福中事務局長出席

2 月 の 入 会 者 〈敬祢略}

〔団体会員 l 社〕

近鉄住宅建材側
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兵庫県は46年度から着工する北摂ニュ ータウ ンに，自然保存建設方式を採用 ，北摂

の自然の中K 12万 8 千人の "新都市" 誕生を目ぎす 乙とに した。ブル ドーザーで山を

削り ，自然を破壊した従来のニュー タウン建設方式からの大転換で，自然林ゃありの

ままの地表土をそのまま残していく方式。もちろん日本では初めての実験で，完成す

れば，町の中に自然林や池が残り ，野鳥と コン虫の住む文字どおりの田園都市になる

3 名) ( 氏名省略)

川

山

山

〔准会員

という。

自然の地表土や丘陵をそのまま残したニュー タウンは ，イギリスの ロンドン郊外に

見られるが，わが国では ，造成貨の関係から野山を一律に削り ，ニュータウンを建設

するという機能主義が幅をきかせてきた。千里ニュ ータウン ，明舞団地にしても そう

で，ただ一部で，明舞の松が丘公園のような形で草木を残し ，緑化策としていただけ

「サンワみどり基金」が発足

三和銀行( 上枝一雄頭取) が国土の緑化運動

を進めるためにつくった「財団法人サンワみど

一国土緑化に協力一

f二、つ fこ。

乙のため，公害問題とからんで自然保護が叫ばれている現在，県が建設するニュー

タウンでは ，自然を伝大限 IC残し "公害と コンクリ ー トの都市" にしない努力が必要

り基金」の設立総会が十日午前 11時から東京 ・

大手町のパレスホテ J レで、開かれ，池島信平文芸

春秋社長，山田精一前公取委員長，梅島貞毎日

新聞社社長ら 役員が出席した。

と考え ，当初予定した機能主義から転換を決めたわけ。

新方式は，設計の段階で自然を残す部分を決め，ブルドーザーはもちろん，道路もみ

なζ の自然部分をさける形になる。去年 6 月lζ 作った 7 スタ ープランをそう大きく変

更しないが，乙の方式の採用で道路のカ ーブは多くなり ，ニ ュータウン内の高低もか

なりできるようになる。問題の工事費は，土砂の運搬などで一部が割り高になるが，

建て物建設部分をプノレ ドーザーにかけないととろから，差はないとみられている。

自然部分として残す範囲は，いま東京の宅地開発研究所，大庭土木建築事務所の両

コンサルタント K 線引きを委嘱中で，今月末にできる予定だが，県北摂開発局の計算

では住宅市街地の総面積 1千101;'-;' のうち 3 割近くは残したいと考えている。

また自然部分も小規模なものでは ，排気ガスなどで痛められる恐れがあるので，ス

ケーノレの大きいものにするという。入り口付近で2 Q; - ! の自然林を作るほか ，12;-;' が

1  ， Ｑｏ ［Ｍｾが Ｒ と計 Ｔ つの大きな自然林を作り ， 池も ＴＴ 個をそのままニュ ー タウン内

「サンワみどり基金J は生活環境を守るとと

を目的として，まず第 1，ζ 局屈の緑化を推進す

るのをはじめ，公害防止技術開発への助成，地

方公共団体への公害測定器の貸与，寄贈，公害

問題のコンサルテイング活動などを行なう。

基金は当面，三和銀行が 1 億 2 千万円を寄

付，ほかに同行行員の寄付 536万円余を加えて

スタートするが，有力都市銀行が ζ のような形

で環境改善運動に乗出すのははじめてで，注目

される。

乙の日の設立総会では46年度の事業計画を決

めたが，同年度は 1，8∞万円の予算で東京，大

に残す考え。

乙の結果， ニュータウン内は三田盆地特有のアカマツ ， ツクパネガシ， ヤマザク

ラ，ヤマハギが茂り ，野鳥が飛び， コン虫が住む理想的な" 森と湖のニュ ータウン"

阪の学校，公園などに合計 3 万本の木を植える

乙とになっている。内訳は学校に 8∞万円，公

園11: 1千万円で ，5 - 6 月 ，10- 11月の 2 固に

になるという。

なお同開発局はコンサルタントの調査結果に基づき 4 月から入札のための部分的な

笑施設計を始め，防災工事は新年度から着工するスケジュ ーJ レを組んでいる。

( 神戸新聞4ゐ. 3. 10日より)

わけで植樹する予定である。

なお，同基金事務局長には西本千代雄氏( 元

三和銀行深川支虐長) が就任する。

( 毎日新聞46. 3. 11日より)

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 
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建 材 の 頁

専 業 大l吉

誓言矢偏商眉

大阪市北区真砂町 5 番地 電 話 大 阪 364 代 表 0 2 0 6 - 9

内 装 資 材 専 門 庖

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生回区北長狭通 4 ー 1 (英手1I ビル )

直i ! ! i 屯ぷ紳戸 ( 33) 0881- 3  

支 庖 大阪 rli 北区制笠町50( 金ビル 5 階 502号室)

直 泊 屯 治 大 阪 ( 364) 2031- 4  

倉 庫 神 戸 di J ' T: 介氏八幡i ! ! i 1 ー 5 Ｈ ｾｉｬ 品 ｀ＲＹＲＳ Ｉ

陸屋根防水には 輿 込j 式 特許 絶 縁 工 法 を

新 工 法 /

プ レ ノ テ ク ト 吹 付 工 法

前 ＮＷｉｩＭ 悶ｾ帯

は( 冷工法) 亨 ヲ q イ ト

奥山化工業株式舎紅

本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座 8 - 4 ー 11 電話 ( 571) 2703- 4・2370. 4064・0264

大 阪 出 張 所 大 阪 市 都 島 区 都 島 中 遇 。 2-3-1 電話 (921) 2  4  9  7.  (922) 7  2  8  0  

名 古 屋 出 張 所 名 古 屋 市 南 区 若 草 町 3 3  電話 (811) 3  6  6  0 ・ 3 1  0  4  

札 幌 出 張 所 札 幌 市 北 三 条 来 四 丁 目 包 括 (231) 7  5  1  1  

特 許 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー l

( 電動式並固定型各種t

岩元式ベンチレーター A 型・ B 型・固定型

岩元式連塔換気装置( コンチニヤス・ベンチレーター)

新 型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/ 特殊装置による風量増幅¥

新型 換気塔 S Fスーパー l  l  

l換気扇の能力を倍増する/

最 新 型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

スカイライト工事・通風ルーパー

スチール及アルミサッシュドアー・各種シャッター製作施工

其 の 他 曲 加 工 一 式

岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区大今里2丁目 5番22号

電 話 ( 981 )  0 6 1 5  - 0 6 1 8  
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冷 暖 房 Y  名 将 サ y シ

給排水、衛生水道 u  環 境 衛 生 施 設

電 気 1 =、荷 役 迩 括 投 機 械

j厨 房 -r-ーーτ 化 学 鉱 山 機 械

Ｍ姐 ｉｉ ＧｔＧ雀ｾ株式ＭＱＭ fl r;:::; τ I : - ri : '  

- ー句謂. . L . 現号 会社ノ、防災. . x . . Iロ

取 締 役 社 長 大 前 玉 男

取締役支庖長 手通口 H券 栄

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 番吐也 電 話 大 阪 (202) 代必3071

本 底 東 京 日 比 谷 三 倍 ピ ノ レ

支 1苫名古屋、福岡、札幌、広島、仙台、岱山

出 張 所 似 浜 、 金 沢 、 静 岡 、 高 松

頁空 間 設 備 の

設 計 ・施 工

お 朝 日 三 業 社

吉出;司

調 和 ・ 冷 暖 房 設 備

排 水 ・ 衛 生 設 備

気空

給

本 社

大阪支社

支 庖

営 業 所

《診

空 気 調 和 設 備 設 計 施 工

衛 生 設 備

φ  三建設備工業株ま奮社

大 阪 市 都 島 区 都 島 本 通 4 - 1 0 - 3 0  電 話 ( 922) 6251 ( 代)

東京都中央区日本橋鱗毅町 2 - 2 2  電 話 ( 667) 3431( 大代)

名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 幌 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・ 金 沢 ・ 新 潟 ・ 横 浜

大阪支鹿

本 社

支 社

- 空 調 ・給 排 水 ・衛 生 設 備 ・設 計 施 工

大阪電気暖房株式会社

取締役社長 菅 谷 知 巳

大阪市西区江戸堀 1 - 6 0  電話 ( 441)  8231大代

東 京 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡

札 幌 ・ 仙 台 ・ 金 沢 ・ 神 戸 ・ 広 島

京 都 ・ 岡 山 ・高 松 ・ 熊 本 ・ 帯 電 浜

新 潟 ・富 山 ・福 井 ・盟 回

e参

鹿

市

的

所

所

業

帳

本

支

営

出

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

。
三 発 空 調

社 大 阪 市 北 区 富 田 町 16 番 地 111訴 ( 363) 大代表 1371

1苫 東京都千代田区神間小川町 2丁目 l 番地 1!L，;;fi ( 292) 代表7751

広 ぬ 市 紙 屋 町 1 丁目 2 番 22号 電 話 ( 47 ) 代表4535

福 岡 市 大 名 1 丁 目 8 番 12号 也 話 ( 76 ) 代表3795

r，古 屋 ・Q 山 ・ 神 戸 ・福 井 ・ 京 都 ・ 松 江

所

設 計 施 工
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株

会

株式会社

本

支

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

北 区 高 垣 町 一 ・ 電 話 大 阪372局7151( 代)

山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 都561局4945( 代)

生 田 区 下山手 通 六 ノ ー ・電話神戸34局 5 8  9  2  

大 阪 市

京 都 市 東

神 戸 市

tI¥ ＱＱ ｾ ｰ 斤

社

A 、

Z ミ業 株 式工賀須

- 空 気 鯛 和 設 備 ・ 給 排 水 衛 生 設 備 ・ 塗 装 設 備

・ 蒸 気 噴 射 式 冷 凍 機 / 設J 十 ・ 製 作 ・ 施 工

建材社

株式

会社宮昌吉平

'i:¥- "l:; Nl f] 

衛 生 設 備

電 話 441 - 5171

空 気 調 和

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 丁目 1 4  

腐 一 東 京 ・大 阪 ・名 古 屋 ・ 京 都 ・神 戸 ・福 岡

営 業 所 一 広 島 出張所一北九州

- 東京支底= 東京都中央区銀座 6 - 6 ー 7 ⑨ ( 572) 7411 代

阪 支 庄 = 大 阪 市 北 区 中 之 島 2 - 2 2 ⑨ ( 203) 3721 代

古屋支底= 名古屋市中区錦 2 - 2 - 1 3 ⑨ (211) 1535 代

張所= 札 幌 仙 台・笠 田・金 沢 ・神 戸

広 島 松 山 福 岡 ・ パ ン コ y ク

+
占

晶

4

・

本

大

名

山

凶⑧ 
支

冷 凍 冷 蔵地 盤 凍 結空 気 調 和

⑧ 
精 研 冷 機 構 望 書 畳 程

大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3 番 丁 6 8 番 地

( オートセンターピル 2 階) 郵便番号 542

電 話 大 阪 (06) 761 (代 ) 1141 - 8 番( 直通)

東 京 営 業 所 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 2 丁目 2 番 5 号

( 九段ビル 8 階) 郵便番号・ 102

電 話 東 京 ( 03)  262 - 3  2  4  1  - 4 番

社本

水道・衛生・ ｈ 愛冷房・其 ｦ 也管 ｛Ｇｬｾ

設 計 並 施 工

( 旧斎雌久孝事獄所)

工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 常 安 町 1 1 番 地

で包括 大 阪 ( 443) 5  0  4  1  - 5 番

東 京 節 子 代 田 区 大 手 町 2 の 8 番地( 日本ピル)

沼 お 東 京 ( 270) 7  4  1  1  IJI: ( 代 表 )

控川 ｈ 市南大泊酎「日 ｬ 川め且銀ピル ￯ｕＰｾ 川 Ｑ ＩＱ ｾｓＷ Ａｩ Ｖ＠
刈ｾ［川市高 ｬ 拍 ｊ ｾｦ＠ 2 搭 i - i>- ｾ［Ｍ ".cr:i:ri ｾ Ｎ ［［ｾ包 Ｇ ＲＰＷＴ
所 制 作 市 御 事 2 φ l 必，11) II:¥JI守抄 24:l6

所 品 位 ，1; 2  需 ，- 9 ・叫t. ｬＺＧＺｪ 怯 ￰￰ｳ￬ｾπ
所 i出J 111 市大( J ¥ :; 8  0 の l 叩 /i :出l山 335486

斎 久

東京本社

. f' l J )I常業

金 ｡ｾ 沿ｬＮＧ｜
ｉｉｊｊ ド ｭｾｍ
ｲ ＺＱ ｩ Ｍｴ￭Ａ ｉ Ｎ品 ｾｇ
l品l山市OJ J ，!

暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 温 湿 度 空 気 関 和 設 計

病 院 諸 設 備 ・給 排 水 衛 生 ・水 族 館 設 備 施 工

斎 藤 省 三 商 庖

東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 2 の 2 丸ピル 6 7 6 号

電路 212( 代 )3751

大同ピル 6 1  6 号

電結 443代 3361

札幌市北十条西 1 8 丁目 3 6 番 地 電 話 61( 代 ) 4371

名古屋市中区栄 3 の5 番 2 9 号千代田ピル 5 1  4 号

電話 261 (代 ;0641

京都市南区西九条春日町 4 8 番 地 電 話 681(1

温 湿 度 調 登 装 置 、 暖 房

冷 房 、 水 道 、 搬 送 機 設 備

設 計 並 ニ 脇 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

創 業

大正ニ年

株式

会 社

東 京 唐

大 阪 市 北 区 日 田 町 3 0  氾 話 ( 364) 6  6  6  1  ( 代)

本 社 点 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 3 - 3- 1(新東京ビノレ)

f包 括 ( 211 ) 8  5  1  1 ・ 8 5  6  1  ( 代)

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

包 括 ( 21) 4  4  9  1  

名 古 屋 市 東 区 京 門 前 町 3 - 6  

仙 台 支 1苫

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 l の l大 阪 盾

札 幌 庖

名 古 屋 庖

名 古 屋 支1首

1  2  6  3  ( 971 )  言舌m 

t )  
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空 鯛 設 備 の 頁

平山互業株式会社@  

衛 生 ・ 空 気 調 和 設 備 設 In- ・地 工

ヰ土本

大 阪 di 阿[x:ir，I 崎t!j 凶2 の 2T  E  L  ( 441) 問 1994 .  ( 443)  (f ¥j() 331 

空気調和' . -t亘温'1宣湿 ・冷凍・冷蔵

給排水衛生設備 設 計 施 工

暖・冷房 ・空気品温度調整装置

設 計 施 工

@ 不ニ熱学工業続捨紅

品ｾ
__._ 釜11

6歩高回

大 阪 市 南 l疋 順 慶 町 2 - 5  0  屯，;[i 261- 2436(1t) 

* 京都大B . l 区間馬込 1 - 2 - 1 i正ぷ 773- 1231(1¥:)

銀峻・ ｩｪｾ 怯 ・ 京ｲ，， Ｕ ・神戸 ・ 私 ｩ 問

本 庖

東京支l吉

営 集 所

大 阪 市 北 区 梅 田 8 ;sI: f也( 新阪急ビル 8 階)

電 話 大 阪 ( 312) 4  5  2  1  ( 代表)

東 京 都 千 代 回 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

大 阪 支 后

キ土本

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 議 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

工

ca"，o.  空気調和畑、各種冷凍機

設 計 ・ 製 作 ・ 施 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 腐

社

大阪 "i 丙 医 京 町 場 1 丁目 6 2  ';11" 岳( 制 3) 代ぷ8161- 9  

名 古 hl ，Ii 中村民水主回T 1町 1 2  屯. . Ii ( 541 )0966(551 )1655 

東京r. J I i岳民，か坂 2 丁目 3 - 1  2  

'si 坂 ピ - 1 ピル 5 階111.，;8 (583)  1  4  6  7  

神戸市生田f j ( 北長狭itli7 丁目 1の 1 111品 (34) 1778 田 4386

A

S

A

 

式キ来業回山

本社

支 r，li

出張所

大 阪 市 北 区 堂 白 浜 辺 1 - 2  5  ( 新大ピル)

屯 J 5 大 阪 (344) 1  5  1  2  ( 大代)

東京初中央区日本陥本石田T 4  - 2  ( 三井第二別館)

東 京 ・名 古 屋 出 狼 所 JL 州

上 埼 玉 県 北 足 立 111.1 . 京五Z 郎 足 立 区

社

応

肌

柑

本

支

工

空 気 調 和 装 置 ・ 冷 暖 房 ・ 換 気 装 置

フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー ・ ク ー ラ ー

スチール・アルミ- サッシ- ドア- シャッター

設 計 ・ 製 作 ・ 施 工

銅 機 株 式 会 社

大 阪 市 東 区 高 閲 繍 5 - 4 5  ( 興銀ピ J レ別館)

m 大 阪 代 ( 202) 7  7  4  5 按

東 京 郎 北 区 神 谷 3 の 1 0 の 8

電 東 京 代 ( 901) 3  1  9  J 恭

点以1l I5HHベ1141隊布 4 - 15- 23(  t1'; 5  ｾｈｕ ビ ｊ レＩ
T江 東 京 1"( ( 409)  0  1  5  1 番

屋 . 仙 台

c: : : : m哩胆コ
空 気 調 和 設 備 z

A 号十施工

換気・除塵設備 RXR

理 研

大 阪 支 底

東 洋 烈 工 業 楓 式 会 祉 大 阪 安 倍

本 社 ・ 工 場
T  E  L  ( 443)  8  0  7  1  

T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

大 阪 市 西 区 京 町 堀 4 丁 目

本 社 東京都中央区京橋 2丁目 9

支 腐 名 古 屋 ・ 福 岡

空調事業部

古名腐支

2舎町震局毎13:
Ci"'O> 

園圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃Ｑ｛ＧＢ司 ＺｾＺｕＢＺ 直

ー・F電'ー....，回、、 東洋キャリア工業( 株) 製品販売1市 ・ 特 約 ℃ 判R

l∞! 日本冷熱工産株式会社

ｾ＠ 本社及大阪営業所越支計五ま宅PSI Ll E( ? l l ビル)

温湿度調整・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式

代 表 取 締 役 市 川 繁 雄

京 都 市 南 区 西 九 条 盟 国 町T 2  0 番 地 内 1

電話 (681 ) 5 1  0  1  - 5 ・夜間専用 ( 691) 1045 

大 阪 市 北 反 天 満 楠 筋 1 - 37(天満橋北詰)

m新 (352) 3  5  0  1  - 3  

四 日 市 市 浜 田 西 末 広 町 電 話 ⑬7431 - 3  

大 津 市 打 出 浜 13 - 15 包 括 0775 ⑫ 9 7 3  8  

法 市 栄 町 2 - 1  1  1  電話③ 3 6  1  0  

会 社⑨ 

社

大 阪 営 蝶 所

冷房・嘘房・温湿度調整装置

換 気 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 北 同 心 岡T 1 丁 目 5 7  

電 話 ( 351) ( 代表) 2  8  0  8  

東 京 都 文 京 区 本 郷 1 丁 目 1 2  - 5  

包 括 ( 814) ( 代表) 5  1  5  1  

支盾出張所 名古屋 ・福岡・札幌・仙台 ・高松・広島

本

四日市営喋所

大 津 出 張 所

津 営 換 所

エ レ ベ ー タ ・ リ フ ト ・ カ ー リ フ ト

計 ・ 製 作

壬} l .

6又

給・排水・衛生・消火・暖冷房設備

掲 額 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 底

長 尾 正 大

本 社 大 阪 市 大 淀 区 天 神 縄 筋 六 (天 六 阪 急 ビ ル ) (351) 4927代

大 阪 営 業 所 ( 351)  4927代 サービス事業所 ( 328)  03641-t 

東 京 営 業 所 ( 822) 0995代 工 渇 ( 328) 0363代

電 話 大 阪 ( 458) 3531 番

郎 ・ 福 岡

大 阪 市 大 淀 区 中 ilt 南 j泊4 J  1111 

出 張 所 = 京
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電 気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

気 株

代表取締役 山 本 博 三

大 阪 市 北 区 中 之 島 3 の 3 朝日ビルディング

T E L 代 表 (448) 1  3  6  1  

大 阪 市 西 区 土 佐 沼 通 り 4 の 8

T E L  代 表 (448) 1  3  6  1  

京 都 市 右 京 区 西 京 極 郡 三 反 田 町 1 1 の 5

T E L  代 表 (31 1) 1  1  8  5  

電 気 設 備 の 頁

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

浅 海 電 気 株 式 会

取締役社長 浅 海 正 雄

大 阪 市 北 区 老 松 町 1 丁 目 2 2  

電 話 大 阪 (362) 8  7  0  1  

東 京 都 新 宿 区 戸 塚 1 - 9  5 ー 7

電 話 (200) 5  9  1  1 代 表

名 古 屋 ・ 札 帆 ・ 福 岡

旭 川 横 浜 ・浜 松 ・姫 路 ・ 高 松

社

A

Q

Z

 

式電陽

ヰ土

営 機 所

営 業 所

朝

ヨド

社

社

支 I苫

営 業 所

本

東京支社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

支 社 長 姉 川 正 男

大阪市東区高腿続五7 日二八番J也 屯話大阪 (202)0325- 9 託子

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丙 神 田 1 丁目 4 需 J也 5 号

支 社 札 帆 ・ 仙 台 . ) L / 内 ・ 名 古 屋 ・ 縞 岡

出 張 所 旭 川 ・ 白 河 . wl i兵 . ，1% 問・I o i 山

会 社
社

電 気 工 事 設 計 施 工

事 株 式

取 締 役 会 長 西 村 庄 市

取 締 役 社 長 小 林 四 郎

社 大 阪 市 偏 向 区 上 福 島 北 1 ー 2

T  E  L  (06) 452- 1  1  5  1  ( 代 )

大 阪 市 此 花 区 恩 it 南 之 町 7 3  

T  E  L  (06) 462- 1  3  0  1  ( 代)

A

S

A

 

エ藤工太 陽

*  

泣力工 'J'; 本部

社

設 計 ・ 施 工

A

Q

一

A
式

司'
電 気 工 事

電 気 工 事 ・計 装 工 事

設 計 施 工

ネ来

取締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 rl i 11& *  I'{  ｾＨＧ江東之町三 ｲ iI - li 

'，'U: ，l.fj 大 阪 (9:11) 代 長 7 3 4 1 - 5

0 3 8 8 ・2 1  9  3  

大阪市地点灰n i U之匝r ｾ丁目ＭＭ ' o' t.t，治大阪(則1) 7(X14

奈良県1仰I; !f市1卸flilj 曲η] . 60 '.ti ，i，fif卸j苛 2 2607 ・1Ziリ

信
一
刈

m 

司，本中

本

社

大 阪 市 北 区 高 鹿 町 1 6 番 地 ( 東阪急ビル)

屯 話 大 阪 (313) 1  1  0  1  ( 大代)

支 庖 東 京 ・名 古 屋 ・舞鶴・大阪南・神戸・広島 ・九 州

A

Q

一

A
式

英

株

原

業

栗

工

取 締 役 社 長

原栗

ー逮

資 材 倉 庫

奈良営業所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工 ・ 制 御 盤 製 作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 柏 里 町 1 丁目 1 1  0 番 地

電 路 大 阪 (472) 代 表 1 1 0 1 - 7

東京都品川区西五反田 6丁目 25番11号( 徳島ピル)

明E 費 舌 東 京 (491)1746 ( 492) 0182 ・0350

北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 師 国T 2  3 番 地

電 昔 舌 小 倉 (56) 5  6  6  5 ・5 8  1  8  

馬 ・ 千 葉 ・和 歌 山・ 名 古 屋

ェ

悦

血

〈

敏

晶

又事工

程

一

川電

社

営 業 所

底

本

支

社

林

大阪市北区車I i 笠岡T 5  0  ( 堂ピル 7 階)

屯 ｉＡｾ ⑪ Ｓ ＶＷ 1  ( 代)

東京都l 中 央 区 日 本 情 符 崎 町 3 丁目 2 lIF J也

屯 ｉｴｾω Ｑ 4  7  8  ( 代)

川 崎 ・相 後 原 . ey. . 福 山

夫

一一
一

代表取締役

株 式 会 社

社

庖

本

支

群出 張 所出 張 所

電 気 工 事 設 計 施 工

令富士電業株式会社

社

A

Q

一

A

電 気 ・唖 冷 房 ・ 空 間 エ穆 設 計 施 工

電 機 株 式

取締役社長 嘉 納 伝

宝S与

l ド111  取締役社長
大 阪 市 北 区 絹 笠 町 五 O ( 堂 ピル三階)

電 話 (364) 1  4  7  1  ( 代)

東 京 都 中 央 区 明 石 町 6 - 2  3  ( 辻孝ピル)

電 話 (542) 5  6  4  1  

名 古 屋 市 北 区 域 兄 通 二 丁 目 二 O 番 地

電 話 (991) 5  1  3  1  - 3  

戸市. J : ! f ! . 市 ・高 槻 市 ・姫 路

キ土

宇土

本

支

大 阪 市 西 |乏北堀 i_[ l:J凶 1 T  116 5  

電 話 大 阪 (541 ) 0564- 7 ・7148- 9  

東 京 ・名 占 居 . J.L:. ｉｾＯｪ Ｎ＠ h'/; 11':司

社4主

営 業 所

営 業 所
市神出張所

寄 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商

山 本 永 造

阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5  { 在地

'IU Jili 大 阪 (364) 代 3 0  5  6  

東京都港区新崎 5 - 3 4 - 6 相馬ピル 5階

包 括 東 京 (434) 3848 ・(431) 以 35

大阪南・札申見. ? " 占屋- 四日 fii . 松山・徳山

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取締役会長 今 村 騰

取締役社長 立 石 行 男

大 阪 市 北 区 侮 ケ 枝 町 5 6 番 地

電 話 大 阪 大代表 (312) 8  8  8  1  

東 京 ・名 古 屋 ・四 日 市 ・神 戸 ・和 歌 山

松 山 ・京 都 ・ 草 津 ・ 得 岡 ・ 水 島 ・福 岡

A

Q

一

A
社

電 気 工 事 ・計 装工 事 ・設 計施 工

取締役社長

社 大

東京支r ，lj

本
社本

支 底

営 業 所
所張出
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建 材 ・ そ の 他 の 頁

奉 仕 感 謝 の

特 許 申 請 中 ・ 完 全 滑 止 タ イ ル

サ ン 工 ス

s s s  タイル新発売

( カタログ進呈)

⑪5主主芳畏矢野電磨

窓掛、鍛帳、日際、壁紙室内装飾級降、舗床材一般

東洋リノリュームの東リf 1 - ぺ. Vト発売元

⑥ 亀 井 株 式 舎 社

⑩ 

大阪市東区南久宝寺町四丁目( 心斎橋筋)

電 鼠 大 阪 (251)1353 ( 代) - 6 ・9996

営業所 名 古 屋 ・ 福 岡

ト弓 1 ・ヒューム宅

ベン手 ｾＭＹ ー・ミ〉ホー ｪ レ

主 宰 商 曾

- 内 念 宮 内 ゴ ー レ ッ ク ス 防 水

・ 化 粧 壁 材 ソ リ ジ ッ ト ス タ イ ン 吹 付

. 樹 脂 砂 壁 エ パ ー サ ン ド 吹 付

. 樹 指 蛭 石 エ パ テ ッ ク ス 吹 付

Standard BoardふSlate

@国

事費守

本社営業所・大阪市東住吉区駒川町 3 - 54 電話(702) 代7814- 6  

特 約 代 理 窟 ・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 金 沢 ・ 広 島 ・ 今 治 ・ 福 岡
大 阪 : 君 ; tF寸rxFJ 需

K A N D A N  

・ 空 気 調 和 設 備 ・ 給 排 水 衛 生 設 備

・各種送排風機 設計施工

4( j ) /自民鰐詳結合霊
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建 材 の 頁

• • • • 
特 許 ニ ッ ポ ン ー防 水 液

ニ ッ ポ ン 防 水 液 B 号

ニ ッ ポ ン 急 結 液 壱 号

ニ ッ ポ ン 耐 寒 剤

ニ ッ ポ ン 防 水 目 地 材

ビ ル コ ー ト

標準包〆ント防水剤

。〉

近代建築の要求する

• • 製 造 発 売 元 ・ 責 任 施 工 • 
実 1ft化冬季の

もメント吻? に

語 黒 川 化 学 工 業 所

本町工場 神戸市東灘区住吉車町2丁目 5- 15 T  E  L  ｾｾＲＷＲＳ＠

N. G. C. 式

米 国 パ ブ コ ・ ア ス フ ア ル ト コ ン パ ウ ン ド i販売

米国バイヤーラ ト・アスファル コンパ ント j

各 種 シ ー ト 防 工 事 責 任 施 工

新 防 水 材 リ ベ ッ ト ル ー フ 責 任 施 工

内外互業株式会経

工 場 大 阪 市 東 住 吉 区 桑 津 町 3 丁目 16番地

ス チ ー ル

フア J レミ

ス テ ン レ ス

サ ッ シ • ド ア ー

カ ー テ ン ウ オ ー ル

シャツ今一

• ド ア ー ハ ン ガ ー

炉内立

警22 三 高 製 作 所

本 社 ・工 場 尼 崎 市 神 崎 五 反 田 2 8 0 番 地

)  8  1  5  1  代 表

※ 守寺許 川、 f 実 武

ステンレス・アルミニウム

防 火 シ ャ"，q -

言.5t
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建 材 の 頁

キfIIIIIIIT 

つ

社

ｾ＠
2 4  

j歴柏 原

電 話 大 阪( 471) 1493- 4 ・8267

電 話 大 阪 (471)
2  4  

。

大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 島 東 2 ノ 5

大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 島 西 3 ノ 99

本 社 工 場

第 二 工 場

漆

喰

支

な

し

ド

ロ

マ

イ

ド

プ

ラ

ス

タ

ー

セ

メ

ン

ト

モ

ル

タ

ル

下

地

落

ち

な

い

塗

り

良

〈

塗

面

が

強

〈

水

に

強

〈

(

特

長

)

全国有名遣材庖又は当社へ

⑧ 

発 新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

南元 大 阪 市 住 吉 区 粉 浜 本 町 4 丁目 2 6 番 地 T E L 大 阪 ( 672)

元 ( 株 ) 九 州 新 興 建 材 工 業 所

福 岡 市 上 牟 回 八 田 町 2 6 の 1 T E L 福 岡 ( 41) 5  2  

-

十

，

、

，

晶

C

・

・

す

が

か

-

・

新

い

す

ピ

・

・

四

香

・

・

七

宝

・

・

ω卸

紛

帆

・

・

王

座

・

革 新 塗 料

毒見，る

① ソ フ ト な 感 覚 、 優 雅 な 味

② ベ イ ン ト 塗 料 に 優 る

⑤ 塗 り か え 自 由

④ 安 価 で 盆 り よ い

⑤ 吹 付 施 工 も 自 由

⑥ 洗 い も 下 地

繊 維 塗 料 の

レレ3

ソレpι

q ィ5，z，

コート
( 特長)

付騒

音 株 式

塗吹f呆防

-

耐

ア

ル

カ

リ

祷サ耐

イ寸

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

大阪市西区南堀江通 6 丁目 39番 池 T E L 大 阪 ( 538) 2951- 5・( 541) 5757- 9  

営 業 所 東 京 ・ 高 槻 ・ 明 石 ・ 姫 路 ・ 四 国 ・ 中 国

イ寸l.ll 音水

*  
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日本建築協会優良証明

j l S合格品

御一報次第型録並仕様書進呈

ウォータイト式防水工事代行唐

安 藤 工 事 T E L福 岡 (28) 5207 

川添商唐 T E L鹿児島 (51) 0001 

大三工業 T E L高 松 (51) 6811 

伊 東 工 業 T E L徳 島 (52) 6880 

豊永建材 T E L広 島 (61) 6371 

東邦防水 T E L札 幌 (82) 3133 

燃 え な い

わ れ な い

禽 ら な い

本

セメント硬化促進増強防水剤

-'i7t - qイトB雪

合成樹脂系防水剤 ス ー パ ー ウ オ ー タ イ ト

合成ゴム系防水剤 ウオータイト K

合成ゴム系防水剤 ウオータイト U

( ポリウレタン系)

25 日本セメント防水剤製造所

大 阪 事 務 所 T E L大 阪 ( 941) 2  6  2  6  .  2  15 2  8  

宝 塚 市 高 台 T E L 宝 塚 ( 86) 2  1  5  3  

名 古 屋 出 張 所 T E L 名 古 屋 ( 331) 1  5  3  1  

仙 台 出 張 所 T E L仙 台 ( 23) 0  7  2  1  

東 京 出 張 所 T E L東 京 ( 431) 8 6 4 8

長 尺 物 ・ 色 彩 自 由 ・ 責 任 施 工

オリエンタルメタル ( O. P. M)

品 種 オリエンタルスーパーメタル ( S . P. M)

オリエンタルカラードメタル ( C. P. M)

カラースーパーオリエンタルメタル ( C. S . P. M)

波 板 規 格 S 小 波 S 大 波 V 波 ボ ッ ク ス 波 W ジ ャ ン ポ 波

用 途 平板・波板・棟包・雨押類・奇樋・竪樋・軒樋

通 風 器 ・ 排 気 ダ ク ト ・ モ ニ タ ー

オリ工Uヲルメヲル製造株式会祖

ヰ土 兵 庫 県 尼 崎 市昭 和 南 通 り 3 - 2 6松本ピノレ 電 話 大 阪 ( 412) 5131代 表

東 京 支 社 及 エ 場 鳩 玉 県 蔵 賀 市 塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号 電 話 蕨 (42)  3115 - 8  

カ タ ロ グ 御 請 求 下 さ い 。 大 阪 支 社 及 工 場 兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 4 4  電 話 大 阪 ( 488) 1081代 表

九 州 支 1苫 及 エ 掲 福 岡 県 遠 賀 郡 水 巻 町 頃 末 電 話 八 幡 ( 69) 2831 - 4  

名 古 屋 支1吉 及 工 場 名 古 屋 市 中 村 区 泥 江 図 T 1 の 24第 2中経ピノレ 電 話 名 古 屋 ( 581 )2781 - 4
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f  

技術の目立

ー
三塁卓はもちろん

一 ' 一、¥，. ;0 "' 1ーータでも

大彩コノしム

若手な複雑計算を

Lこ 札 や さ し く

アたしてくれる h  

2kクトソプコンビユづ

150万円コンビュータ

HI T A C  

日 立 製 作 所 大 阪 営 業 所

• 

大 阪 市 東 区 北 浜 4 - 6 ( 日生目立ビル) T  E  L  ( 203) 5781大 代

• 

ニ 一 ド ル パ ン チ カ ー ペ ッ ト の 決 定 版

ＮＲ ｪ ・ ｮｅｬｩｪ ョｾ
ポ リ プ ロ 7 0 % ナ イ ロ ン 3 0 % 

P . P の 特 性 と ナ イ ロ ン の 特 徴 を 最 大 限 に 生 か し 、 独 特 の 新 方 法 を 加 え 、

ニードルの欠点を全く解決した驚異的な…………… ｬｩＺＧＪ Ａｉｾ

.  表 に 特 殊 加 工 ( 特 許 申 請 中 )

裏 に 合 成 ゴ ム ( 特許)

ビ リ ン グ を 防 止 し 、 伸縮 が な く 、 耐摩 耗 性 に す ぐ れ 、 耐 久 力 は 抜 群・・・・・・・

土足のところに絶対強く、 フレヤーの起らない……………… ＮＲ ＭｄＺ［ＯｩＺＧｾ ョス

本 州 ・ 四 国 ・ 九 州 地 区 発 売 元 装 栄 株 式 会 社 北 海 道 地 区 発 売 元 株 式 会 社 三 晃

一ｾＮ…

:Ji 手LJ J - z- nza- べ
τ，1-

デラックス・・・・・・ ス ベ リ 止 め 加 工 、 重 量 感 の あ る 豪 稽 さ 。

ス タ ン ダ ー ド . . . . 一 基 は 板 ゴ ム で 特 に 工 事 向 の 価 格

Ｆｳｾ 大誠化工株式会社 ＲＲＲＵｦＲＲＲＲｚｔｚｚ Ｒ Ｒ Ｒ ぷ立訪問
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T A I P 工 法

に は ハ ン マ ー 不 要 で す

く完全無音無振動既製杭工法〉

従 来 の 既 製 杭 を 利 用 し て 杭 打 施 工 時 の

振 動 ・騒 音 を 完 全 に 追 放 し ま し た f ノ

・ 主 な 特 長

1. ネジ込ブJ を 杭11J1込 )J に 変 え る の で 完 令 無 振 動 1!'. r; !.'，!lI ( ' ，・です u

2. 似 人 民 さ が 以 く る . - lと し た ぷ 持 杭 が 施 工 出 米 ま す

3. ス ラ イ ム の 沈 払 は あ り ま せ ん 。

4. 完全にJ i - t .'I' I¥' 1に 1;' .rt ，: さ せ る の で 大 き な ぷ 作 ) J が WH年11¥.>1とます ，

5. イ!l J ヰ と で も ヤ ト イ 杭 て ・ 納 め ら れ 地 ド ネ ー の あ る 住 宅 住 に 峠 J 盛 で す

ｾ＠ •• -- -_. ＭＮＭｾＮ司ＭＮ一司 ｲｾ ｗＺＺｅＺ
く可rv 株式害事主正志歪昌一L p.np n

国 本 社人 ＺＱ 坂 ｲｬｩ 点 ｩ Ｉ Ｈ ， ｾＧＺｪ J 1包焔 2 の 20( 山 開 新 ビ ル ) T  E  ｌ 人 ｉｾ￁ (202 )3233 ( 代)

. 名 古 屋 支 l苫 名 .1，J...，{ di ＧＱ ＧＱ ぇｾｲ，｜ 1  3  2  (両(( j '在 ピ ル )

. 楠 岡 支 l苫 N，¥I，tol di 品、以 1 15  33( ｾ＠ . 鈎 陥 ピ ル )

圃 営 難 所 以 ｊｾＧｾ • ，'iI' ¥，'{i}・ '1:¥'1" 仏}: . ' ，. ｦｩｾＢ ぉ ｉ 先見ｽ［，｜ ・ 工場 大 | 以 . f' " lih.! ・1免 児 }: -h

モルタル・コンクリー卜用

防 水 剤

本 マ ノ ー ル 防 水 剤 は セ メ ン ト の 加 水 分 解 生 成 物 で あ る 水 酸 化 石 灰 と 化 学 的 に 結

令 し 、 硬 化 機 構 を 妨 げ る こ と な 〈 セ メ ン ト 粒子 に 搬水 性 を 与 え て 毛 細 管 の 表

面 弾 力 を 低 下 さ せ 、 吸 水 性 を 減 少 さ せ ま す 。

寧 A E 効 来 に よ り 適 量 の 空 気 を 巡 行 し 、 気 孔 を 閉 塞 す る こ と な く セ メ ン ト ・ プ

ラ ス タ ー 及 ひ ' 砂 の 粒 子 に 対 し 分 散 性 を 与 え ワ ー カ ピ リ テ ィ ー を 向 上 さ せ ま す 。

ま た 特 有 な 粘 着 性 に よ っ て 材 料 分 離 、 レ イ タ ン ス の 発 生 を 防 止 し ま す 。

牢 セ メ ン ト と 結 合 し た 生 成 物 は 永 久 不 変 質 の 物 質 て ¥ 水 や 空 気 中 の 泡 類 、 酸 類

も 作 用 せ ず 、 セ メ ン ト の 中 性 化 を 防 ぎ 、 鋼 材 、 木 材 等 の 腐 蝕 ・腐 朽 を 防 止 し

て 梢 造 物 の 耐 久 性 を 高 め 、 そ の 防 水 ・防 温 効 力 は 恒 久 的 で す 。

その他マノール製品

急 結 剤 ・ 接 着 剤 ・ 剥 離 剤 ・ 早 強 剤 ・ 防 凍 剤

Z Z: I - I - ( セメント起泡剤) . %  . .  2 - 1 . .  場所打ち杭エ〕

/  法添加A l J ノ

関 東 営 業 所

東 北 営 業 所

セ メ ン ト 混 和 剤 ・ 助 材 綜 合 メ ー カ ー

株式ｾＮＮＮ田区 ＱＮＮＮＮＮ ーＮＮＮＮＮ晶
会社ＮＱＺ固，司自唱且園田昌Ｍｾ . . .  

東 京 都 品 川 区 大 井 1 ー 15ー 1 哩E
東 京 (774)  4111代 表

茨 城 県 1: 浦 市 大 田r 1  2 1 3  哩E 七j甫 ( 21 ) 5 1 8 9  

福 島 県 福 μ 市下型F 寺宇: 違反{ 哩E 福 島 (  34 )  7  1  1  1  

ご一銭次進第

盛 岡 営 業 所 岩 手 県 盛 岡 市 南 大 通 3 - 1 2 - 5 0  哩E 盛 岡 (  24 )  0  2  1  3  

カ タ ロ グ 皇 し ま す
大阪営費量所 大 阪 市 * 成 1'( 米 中 本 2 - 17- 26 

11'  大 阪 (971)  4  7  6  5  

88 



全く新しい床タイルです

一星 ピ サ ロ ン は 、 従 来 の ビ ニ ー ル タ イ ル と は 製 法

原 料 配 令 が 全 く 違 い ま す。塩ビの他に最近開発さ

れ た 新 し い 共重 合体の特殊樹脂を用いた l山i期的な

新 製 品 で す。軟質プレスタイプの床タイルに比べ

仕 上 り 安 定 性 が よ く 、 カ レ ン ダ 一 方 式 の 流 れ 模 様

とは対照的な静止した現代模様。 ピサロンの持つ

エ ラ ス チ ックで高級な質感、すぐれた歩行感は、

床 タ イ ル の がf しい世界を聞きました 。

協同組合員が責任をもって施工いたします

コ星 ピサロンは、材料だけの版売 はいたしません。

責 任 施工 の 出 来 る 協 組員 が入念な仕上げをします。

これからはピサロンの時代です

一星 ピサロンの新しい色調、 パ ターンは、現代の

インテリアデザインに要求される個性的な床造り

には欠かせません。東京 浜松町の超高 層世 界 貿 易

センタービルの 4 F以上の各階通路、エレベーター

ホールにも、使用されております。と三星 ピサロン と

はその模様がフランスの画家 ピサロのタッチに似

ていることから、名付けられたものです。

東 日 本 床 工 事 事 業 協 同 組 合

西 日 本 床 工 事 事 業 協 同 組 合

〈専用品〉

ピ昔日こJ

女 規 絡= 333. 3 x 333. 3 X  2 弘 9 枚 / m'  

333. 3 X 333 .3  X 3

m
/m 9 枚 / m'  

女 色 数 = 18色

宮崎佃i絡 = 2 弘 J写，C，i， 1，200円 / m'  (300m' 以上)

3 明 J平J1占 1，800円 1m' (300m' 以上)

小 部屋 割J . I : ( ' ) . 階段4 0 %日
製 造 元= 田 島 応 用 化 工 株 式 会 社

東京/ 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 の 1 1  

電話 ( 866)  6  1  0  1  

大阪/ 大 阪 市 西 区 京 町 娼 l の 7 4  

篭話 ( 441 )  5  9  5  1  



建築と 社会 “ A R C HI TECT UR E A ND  S OCI E T Y " 第52輯第 4 号

. 昭 和 46年 a 司25日発行毎月 l 回25日発行 昭和 ＲＴＱ 芋 Ｓ 月 ＱＹ 日ｾ 31重郵便物認可

- 回 転 軸 部 に ナ イ ロ ン ベ ア リ ン グ を 採 用 し た 耐 久 品

Ｎ ＭＱＮＺ品は特に作 ｩｾＱＱ 品の材料を吟 ｬ 床し、表面が錆

びないようポンデライシング川l工を施した上

に防 錆 塗 装 をしております。

. i)'E千J'; 宇袋 ij: Ｑ ふ，ｾ r'al の他に、他のt . ' f ll¥し吊の腕

1m ( 吊込 f創立から以 :Hする部分) に s u  S  27  

(18，8) ステ ンレ ス製 へア ー ライン仕上の化粧

カバーを付けてあリます

・ ＱＱＱＱ 転 ￬ｾ｛ｓ 分にナイロンベアリンク及びスラスト

ベアリングを i伏入してあります。

・日IJ 裂のぷ社製作を L 歓迎致します.

. 弊 社 製 立 枠付

ピ ポ ン ト ヒ ン ジ

(;j: 

実 用 新 薬 登 録

第 5173 16号 の

立 枠 に は 何 ん ら

低 触 致 し て お η

ま せ ん 。

只一

v

民

一HV

K
υ
 

本社 大阪市生野区巽矢柄町 151 f i (06)751 ー3653- 5/ 東京出張所 東京都墨田区本所2ー 11 ー 11 f i ( 03 )623 - 7677 

型

ラ

O

イ

O

ボ

8

P

 

M

 

ーー ポ イ ラ 効 率90 - 88 %一一

くそ の 他 の営 業 品 目 〉

0 熱 媒 ヒ ー タ

0 染 色 排 水 処 理装 置

0 排 液 処 理 装 置

世 界 に 誇 る | セ ン ト ラ ル ・ ヒ ー テ イ ン グ

の決め手

套222F川鉄三所

本 社 大 阪 市 大 淀 区 大 淀町 北 1 - 11

T  E  L ， ( 06)  458- 8681 ( 代)

東 京 ・ 名 古 屋 ・福 岡 ・ 札 幌

住 宅 向

温 水 ボ イ ラ

米国ウェル・ 7 クレーンネ土・鋳鉄製

14 .  OOOKc a l / h  - 550句 OOOKc al / h

ガ ス . A.  ;由 灯 油 軽 油

特 長

0 鋳 鉄製により 寿命は

永久的

O タンク レスヒーター

の使用により 1 台で給

湯暖房 が同時に可能

0 コ ンノぞク ト な タ イ プ に

より. j Jfi 付面柏は 小 さい

0 他 に 矧 を み な い 静 か

な運転背

- ニ入会のお申込は ・社団法人 日本建築協会 〒541 大阪市東区北，兵3 37 電 話 大 阪( 06 )231 ，9648 .  9649 ・9640 振 替 口 座 大 阪39975番 定価 300円 (送料共)


